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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──ひどく、蒸むし暑い夜だった。




　外を歩けば、一分足たらずで全ぜん身しんから汗あせが噴ふき出す。

　湿しめっぽい空気はまるでぬるま湯で、歩くたびにさざ波が起きそうだ。

　風はそよとも吹かず、蟬せみの声とて絶たえている。あまりの暑さに、虫の本ほん能のうまでも狂くるわされたようだった。実際、この夜に倒たおれたのは人間ばかりではなく、七区の動物園では空調がイカれ、象ぞうやキリンまでも次々と熱ねつ中ちゆう症しようにやられたらしい。

　結果、夜や半はんを過すぎると、誰だれも外を歩かなくなった。

　人間の、いない街まち。

　誰もいないのに、熱と湿しつ気けだけが渦うず巻まき、放置された自動販はん売ばい機きや電でん灯とうをとろとろと薄うす闇やみに融とかしている。

　再ふたたび出歩く気になったのも、そんな夜だったからかもしれない。

「──玻は璃りお嬢じよう様さま、今からお出かけですか？　すっごく暑いらしいですから、気をつけて下さいね。もう日に本ほんの夏ってば、いつからこんなになっちゃったんでしょうねえ。あたしが学生だった頃ころはもっとこう風ふ情ぜいがありましたよ。ちょっと風ふう鈴りんの音が聞こえただけで、なんか涼すずしく思えるぐらいだったのに」

「ええ、そうですね。留守をお願いします」

　いつも通り愚ぐ痴ちっぽい家か政せい婦ふの山査子さんざしへ、いつものふりをして、ひとつ頭をさげる。

　今だと、髪かみの先せん端たんが胸むねに触ふれるぐらいのお辞じ儀ぎ。きっかり一秒で頭をあげて玄げん関かんを出て行く。扉とびらをくぐるとき、ドレスの裾すそを翻ひるがえすのも彼女の癖くせ。

　完かん璧ぺきだ。

　あいつの癖は、ひとつ残らず覚えている。誰に見せたって、今の仕し草ぐさは朱と鷺き頭とう玻璃以外の何者でもないと証しよう言げんしてくれるだろう。

　……ああ。

　訂正しよう。

　ひとりだけ、例外はいるかもしれない。

　自分と同じ、真っ赤なニセモノ。英えい雄ゆうを名乗る、詐さ欺ぎ師しかペテン師の類たぐい。

　確たしか、明日も会う約やく束そくだったはずだ。台所ではあいつが弁べん当とうの用意をしていたが、これは丁てい重ちように冷蔵庫へ仕し舞まいなおしておいた。完成させてあげるほどヒマではないし、印いん象しよう的てきな事こと柄がらが増えると後あと始し末まつが難むずかしくなる。

　屋や敷しきの庭を過ぎると、途と端たん、顔をねぶるような不ふ快かいな湿気が襲おそってきた。

「…………あ、あ」

　つい、声が漏もれる。

　乾かわいた喉のどに貼はり付いた唾だ液えきの感かん触しよくが、ぎこちなくて、いとおしい。

　光量まで厳げん密みつに管理された御みさ陵さぎ市しの通りは、どこか水族館アクアリウムにも似にていた。

　行き先は、もう決まっている。

　蒸むした通りへ迷まよいなく歩を進め、鳥の翼つばさみたいに両手をあげる。

　途と中ちゆう、慣なれない声せい帯たいの練習もした。




『──天にまします我われらの父よ

　　　願ねがわくば御み名なの尊とうとまれんことを　御み国くにの来たらんことを』




　謳うたう。

　これも、あいつの癖くせだ。

　聖せい霊れい教きようの信しん徒となら、誰だれもが知ってる聖せい歌か。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしすぎる内容が、真ま面じ目めに謳ってるあいつの顔とあいまって、なんとも可愛かわいらしくてにやけてしまう。

　そう、可愛い相あい手てだとは思うのだ。

　生徒会長だとか、朱と鷺き頭とうグループの次期後こう継けい者しやだとか、あの細い肩かた肘ひじを張っているのはいじらしくてたまらない。

　あんまり可愛くて、きゅうって白い首を絞しめたくなるぐらいには。




『──御み旨むねの天に行わるる如ごとく、地にも行われんことを

　　　われらの日用の糧かてを、今こん日にちわれらに与えたまえ

　　　われらが人に赦ゆるす如ごとく、われらの罪つみを赦したまえ』




　世せ界かいは、発はつ狂きようしたように暑い。

　分ぶ厚あつい雲が夜空を覆おおい、異常な熱をそのままにこもらせている。小一時間もその熱気の中にあれば、誰もが肌はだを搔かきむしり、ついには肉まで引き裂さいてしまいそうだ。

　なのに、足取りは軽かった。

　踏ふみ出す爪つま先さきは、ステップのよう。

　ドレスがぐっしょりと汗あせで濡ぬれるのもかまわず、お城の舞ぶ踏とう会かいに向かうように、浮かれて歩いていく。

　楽しくて、とんでもなく心ここ地ちよかった。

「気持ちいい……」

　通りを曲がった。

　ビルとビルの間、狭せまい路地へと歩を進める。

　饐すえた臭においとともに、機械の視し線せんが途と切ぎれたことにも、少女は気が付いていた。

　多くの場所が秘ひ密みつ裏りに監かん視しされている御みさ陵さぎ市しではあるが、やはり死し角かくは存そん在ざいする。人間が生活する以上、常つねに都と市しは変化していくからだ。

　都市の盲もう点てん、と呼んでもいいだろう。

　そこも、そんな場所だった。

　両手を広げる。

　そのまま、くるりと回った。

　見み惚とれるほどのターンとともに、少女は路地の中ちゆう空くうを見上げた。

「ああ。今日のも、なかなかいい出で来きだわね」

　ぽた、ぽた、と。

　ぽた、ぽた、と。

　ぽた、ぽた、と。

　それはゆっくりゆっくり滴したたっていた。

　赤かった。

　温かかった。

　それが何かを、少女はよく知っている。

　誰だれよりもよく、親しんでいる。

「もう少し、腥なまぐさい方があたしの好このみだけれども」

　朱あかい唇くちびるが、そう呟つぶやいた。

　視線はビルとビルとの間、壊こわれたガラス窓まどのサッシに突つき刺ささった姿すがたは、聖せい霊れい教きようの十じゆう字じ架かを思わせた。

　まるで崇すう高こうな宗しゆう教きよう画がのように、その姿は磔はりつけになっていたからだ。

　ただし、裏返しで。

　ひとりの人間が磔となったまま、頭とう頂ちようから爪つま先さきまで裂さかれて、裏うら返がえしにめくり返されていたのだった。

　その無む惨ざんなる光景に、




「……やっぱりこの子、美お味いしそう」




　朱と鷺き頭とう玻は璃りは──ひどく嬉うれしそうに笑っていた。
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　……たとえば、だ。




　あなたが、他人のふりをさせられたなら、どんな気分だろう？

　相あい手ては折り紙付きの善ぜん人にんかつ聖せい戦せんの英えい雄ゆう、こちらは札ふだ付つきのどん底生活アンダーグラウンド。履り歴れき書しよをちらりと見ただけで、ご立りつ派ぱな業績にひれ伏ふしたくなる。そんな相手になりすますなんて、考えるだけでも精せい神しん的てきによろしくない。

　少し考えれば、分かるはずだ。

　三さん冠かん王おうのふりをしたって、ホームランを打てるわけじゃない。

　ロックスターのふりをしたって、ギターが上う手まくなるわけじゃない。

　そんなの、惨みじめでむなしいだけだろう。

　あげく、そんなふりをしてる自分を、第三者の視し点てんから見せられたら？

「──そりゃもう、死にたくなるに決まってるだろうが」

　自じ問もん自じ答とうを呟つぶやいた少年は、地下フロアをこそこそ歩いていた。

　御みさ陵さぎ市し・第一区。

　地下八十メートルへ、秘ひ密みつ裏りにつくられたフロアのエントランスだった。

　驚おどろくほど広く、天てん井じようが高い。

　一いつ見けんは吹き抜けのホールであり、人じん工こう太陽光に溢あふれた憩いこいの場だ。

　聖せい霊れい教きようのシンボルを折り込んだデザインの巧たくみさと、居い合あわせた教団員たちのくつろぎ方もあいまって、洒落しやれたオフィスビルの一風景と言っても通じるかもしれない。

　しかし、そのホールの内側は、ネットワークルームや〈塔ルーク〉の使用するメインラボ、秘ひ蹟せき情じよう報ほう室しつなど、多くの重要区画とつながっている。〈槍ランス〉の扱う兵へい装そう部門こそ独立しているが、〈獣ベステイア〉と抗あらがうための教団の城じよう塞さいは、ここに正門を築きずいているのであった。

　ある意味で、特別指定教区・御陵市の、真実の中ちゆう枢すうとも言える場所。

「…………」

　少年は、なるだけ気け配はいを隠かくしながら、エントランスの壁かべ際ぎわを歩いていた。

　九く瀬ぜイザヤ。

　それが、今の彼の名前だ。

　ぴくぴくとこめかみのあたりが引きつっており、唇くちびるがむずがゆそうに震ふるえている。

　エントランス中央のモニターで、教団関係者への臨りん時じ放送が流れていたからだ。




『──ええ、僕が来たのとほぼ同時に〈獣ベステイア〉が襲おそってきたのは驚きました。ですが、結果として、この都と市しの『力』を確信することができたんです。今ならはっきりと言えます。この御みさ陵さぎ市しは、けっして〈獣ベステイア〉なんかに負けません』




　モニターから真しん摯しな口く調ちようで話しているのは、十七ばかりの少年神しん父ぷである。

　癖くせっ毛けの黒くろ髪かみに、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの身体からだつき。

　ややアレンジされた聖職衣カソツクを纏まとい、穏おだやかな瞳ひとみに力強い光を宿やどしている。その非ひ凡ぼんな光こそが、世代を飛び越こして人々に訴うつたえかけているのだ。

　実際、エントランスに座すわった人々は、それぞれ態たい度どや反はん応のうは違ちがいつつも、誰だれもが放送に釘くぎ付づけとなっていた。

　自分たちが待まち望んだ、英えい雄ゆうを見つめる眼まな差ざし。

（……つ、あ）

　イザヤが喉のどを鳴らす。

　その光景に反へ吐どをはきたくてたまらないと、そういう風ふうな顔だった。

　理由は、簡かん単たんだ。

　つまるところ、モニターに映うつった神父の顔は──イザヤ自身の顔に他ならなかったからだ。




『ご挨あい拶さつする機会が遅おくれましたが、こうして皆さんとともに戦たたかえることを嬉うれしく思います。どうぞ〈獣ベステイア〉を駆く逐ちくし、人類を守り抜くため、僕に──九く瀬ぜ諫いざ也やに、皆さんの力を貸してください』




「……おお」

「……ああ」

　どっ、とざわめきが人々を渡わたった。

　心の底から湧わき上がってくるざわめきだった。

　喝かつ采さいに至いたるような熱ねつ狂きようではなくても、その演えん説ぜつは確実に人じん心しんをとらえていたのだ。

　モニターの少年神父に応こたえるように、ある者は小さくうなずき、ある者は拳こぶしを握にぎりしめ、最も多くの者は十字を切って指を組み合わせたのである。

（……や、やめろ！　つうか、そんなのに感動すんな！　もうちょい疑えよお前ら！　脳のうみそとかねえのか？　それともどっかに貸し出し中か!?　二年も行方ゆくえ不明だったヤツがいきなり戻ってきて、一いつ緒しよに戦うだのなんだのって露ろ骨こつに怪あやしいだろうが！）

　内ない心しんで叫さけんでも詮せん方かたない。

　顔面が沸ふつ騰とうしそうになるのをこらえながら、イザヤはひっそりと脱だつ出しゆつしようとする。

　──と。

　エントランスにいたひとりが、こちらを振り向いたのだ。

「い、イザヤ様！」

　手を口にあてて、スツールから女性が立ち上がった。

　これまた感動屋っぽい様よう子すで、瞳ひとみをうるうると滲にじませて、こちらへ走り寄ってくる。

「いらしてたのですか！　ああ、御みさ陵さぎ市しに来ていただいてありがとうございます！」

「そ、その、単たんに通りがかっただけでして……これからちょっとクレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうに会う予定が……」

　ひきつる喉のどを隠かくしながら、少年は壁かべをずり落ちるようにして視し線せんをそらす。

　が、当然のごとく、押し寄せる人間はひとりではすまず、次から次へと怒ど濤とうのごとく続いたのである。

「イザヤ様、ありがとうございます！　戦たたかう勇気が湧わきました！」

「先日の戦い、私も見ていました！　第九祭さい器きを従したがえての死し闘とう、断罪衣イスカリオテがなくとも英えい雄ゆうは英雄なのだと、確信しました」

「申し訳ありません。あの戦いを見るまで、イザヤ様のことを疑っておりました！」

「……は、はい。こちらこそありがとうございます。皆様に神かみのご加か護ごがありますように」

　人懐なつっこく笑った表情は、篤とく実じつな神しん父ぷそのもの。

　そっと十じゆう字じを切った仕し草ぐさも、優やさしげな眼まな差ざしも、若じやく輩はいながらに人々の信しん頼らいを集める英雄のものであった。

　……こう、外面を誤ご魔ま化かすのだけが、どんどん上う手まくなってしまう。

　一いつ瞬しゆん、あの腐くされ眼がん帯たいのにやにや笑いが脳のう裏りに浮かんで、異い様ようなまでにむかついた。

「ですから──」

　つい声が荒あらくなりかけた瞬しゆん間かん、イザヤは横を向いた。




「──お？」




　つられて、集団の視線も横に流れた。

　エントランスの階段あたりに、新たなシスターが佇たたずんでいたのだ。

「……第九祭器」

　と、誰かが言った。

　美しい少女だった。

　文字通り、人形と紛まがう。

　十六、七と思おぼしい瑞みず々みずしい肌はだは、シスター用の聖職衣カソツクでも隠しきれぬ。すうと通った眉まゆと鼻び梁りよう、桃ももの花か弁べんにも似にた唇くちびる。手足のバランスやしなやかな指の一本ずつに至いたるまで、あらゆる数字は黄おう金ごん比ひを成立させて、少女の肢し体たいに内包されていた。

　なによりも、少女を印いん象しようづけるのはふたつの色か。

　紫水晶アメジストの瞳ひとみはもとより、頭布ウインプルからこぼれた髪かみは鮮あざやかなまでの銀色で、いっそ人間離ばなれしていた。

　いや、本当にそうなのだ。

　人形。

　第九祭さい器きと呼ばれる、少女の正体。

「ノウェム」

「…………」

　名前を呼んだイザヤに対して、どこかしらぎこちない──機械的なまでに等速な動どう作さで、ノウェムは周しゆう囲いを見回した。

　状じよう況きようを判断するのに、数すう秒びよう。

　それから、無表情に口を開いた。

「お取り込み中のところ申し訳ありませんが、イザヤ様をお迎むかえにあがったのが私です。皆様はどうぞ速すみやかに職しよく務むかご休きゆう憩けいへお戻りください」

　すうと一いち礼れいして、人形は即そく座ざに実行した。

　滑すべるように移動し、イザヤの手首を摑つかむまでが一動作。

　まるで一流のダンサーのように、集団の呼こ吸きゆうの間を縫ぬった──呼吸を盗ぬすんだ動き。ほとんど力も加くわえずに少年をひきずりだし、人形はくるりと回転した。

　回転しながら、地面を蹴けった。

　跳とんだ。

　少年の身体からだを横に抱いて、人形は数メートルも飛び上がり、エントランスホールの二階部分へと優ゆう美びに着地したのである。

「では、失礼します」

　そのまま自動ドアの向こうへ消えた後、たっぷり十秒ほどおいて、ぽかんと取り残された群ぐん衆しゆうから感かん想そうがあがった。最初にイザヤを見つけた感動屋の女性だった。

　言こと葉ば足たらずではあったが、ある意味適てき切せつな感想だったろう。

「……まるで、お姫ひめ様さまみたい」

　という、一ひと言ことであった。





２






「──あの腐くされ眼がん帯たい、留る守すだって!?」

　イザヤが叫さけびをあげたのは、地下フロアの最さい奥おう──教区長室であった。

　広々とした部へ屋やには、柔やわらかな赤い絨じゆう毯たんを基き調ちように、精せい緻ちな意い匠しようのランプやクリスタルグラスの水差しなど落ち着いた調度が配置されている。逆ぎやくに、どう考えてもそぐわない髑髏どくろの海賊旗ジヨリーロジヤーが壁かべにかかっているあたりは主あるじの趣しゆ味みであろう。

　しかし、部へ屋やにはあるべきモノが欠かけていた。

　今の、イザヤの言こと葉ば通りである。

　紫し檀だんのデスクに座ざすべき主だけが、部屋には不在なのだった。

　ことり、とノウェムが首を傾かしげる。

「はい。留る守すを伝つたえるよう依い頼らいされたのが私です。順序が逆ぎやくになりますが、腐くされ眼がん帯たいとは、教区長の──カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうの定義でよろしかったでしょうか？」

「あんな非人間、腐れ眼帯で十分だ！　つか、あの映えい像ぞうだってちょっとわざとらしかったから放送は見合わせるって言ってたのに、あの野や郎ろう、しれっと流しやがって！　人との約やく束そくも守れねえのか!?　つうか、そもそも約束って概がい念ねんを理解してるのか、あの妖よう怪かい二に枚まい舌じた！」

「さきほど流れていた臨りん時じ放送でしたら、撮さつ影えい当時からのスケジュール通りだったかと。もともと教団でしか流れない放送ですし、延えん期きという話は聞いたことがありません」

「計画犯はんかよ！」

　くわっと目を剝むきだした表情には、さきほどの少年神しん父ぷの面おも影かげとてない。

　ノウェムともうひとり──話題にあがっているカルロ・クレメンティ枢機卿代行のふたりだけが、イザヤの正体を知る者だからだ。

　そもそも、少年を『九く瀬ぜ諫いざ也や』のニセモノに仕立て上げたのが、カルロなのだ。

　九瀬諫也。

　それは、かつての聖せい戦せんで知られた英えい雄ゆうの名だ。

　表おもて向むきは宗しゆう教きようテロという名めい目もくで封ふうじられた、聖都の真しん実じつ。〈獣ベステイア〉と呼ばれる人類の天てん敵てきと戦たたかい、最大の功こう績せきを残したという聖せい人じん。

　もっとも、イザヤからすれば、そんな名目はどうでもいい。

　少年が欲ほしいのは、ニセモノをやりとおす報ほう酬しゆうと自由だけだ。

　約束した期間は、一年間。

　提示された報酬と自由を摑つかむために、この一年間、少年はなんとしても『九瀬諫也』になりすまさねばならないのだった。

（まさか……その一年間、化ばけ物や人形の相あい手てさせられるとは思わなかったけどよ）

　奥おく歯ばを軋きしらせて、イザヤは苦にがい顔になる。

　実際、この都と市しに来る直前から、少年の思おも惑わくは狂くるいっぱなしだ。

　もとより、ろくな人生を送ってきたわけでもないが、この都市で遭そう遇ぐうする出で来き事ごとは常じよう識しきを通り越こしてもはや異い次じ元げんじみていた。

　ため息いきとともに、イザヤは軽くこめかみを押さえた。

「頭ず痛つうでも？」

「お前がいきなりぶんまわすからだろうが」

　と、少年が眉み間けんにしわを寄せた。

　まあ、群ぐん衆しゆうから無む理り矢や理り引きずり出されたあげく、数メートルもの跳躍ムーンサルトにつきあわされれば、そんな気分も悪くなるというものだ。

「んで──結局、あの腐くされ眼がん帯たいは今どうしてんだよ」

　忌いま々いましげに顎あごをしゃくると、ノウェムは小さくうなずいた。

「カルロ様は、特別教区会議に出られてます」

「特別教区会議？」

「御みさ陵さぎ市しを含む特別指定教区での、調整会議です。〈獣ベステイア〉に対する戦力は国際レベルで希き少しようなため、一定期間ごとに〈獣ベステイア〉の発生頻ひん度どに応おうじた再さい配はい置ちが行おこなわれます」

「はあん」

　イザヤが、一いつ瞬しゆん愉ゆ快かいそうに呟つぶやく。

　再配置とは聞こえがいいが、つまるところは人じん材ざいの取り合いだろう。

　どこの教区だって、〈獣ベステイア〉が発生する以上は、ひとりでも多くの聖せい人じんが欲ほしいはずだ。かかっているのは名めい誉よや金きん銭せんどころじゃなく、自分たちの命そのもの。ならば、譲ゆずり合いや助け合いといった美び徳とくが発はつ揮きされるとも思えない。

（……だいたい、実じつ際さいに再配置される聖人の意志が、そこにどれだけ汲くまれているのやらな）

　そんなことを、ちくりと考えてしまう。

　死んでも自分のようなニセモノを置かれる『九く瀬ぜ諫いざ也や』を思えば、個人の意志がどの程度尊そん重ちようされるかなど自じ明めいだろう。

「この場合、個人というより故こ人じんか」

「なんのことです？」

「なんでもねえよ」

　ぶっきらぼうに言って、かぶりを振った。

　そのまま、踵きびすを返す。

「イザヤ様」

「あいつに文もん句くつけるためだけに来てたんだ。不ふ在ざいだってんなら居い座すわる必ひつ要ようもねえし、またぞろ教団の連中につかまるのも面めん倒どくせえ。細かい調整やらなんやらは全部お前に任まかせる。適てき当とうにやっててくれ」

　ひらひらと手を振って、戦せん線せん離り脱だつ。

　ニセモノになりすますのはともかく、自分からすすんで奉ほう仕しする理由はない。

　その聖職衣カソツクの背中を、人形の声が引き留めた。

「少し、伺うかがってもよろしいでしょうか」

「んだよ」

「『九瀬諫也』のふりは、不ふ快かいなことでしょうか」

「誰だれだって、延えん々えんと他人のふりをするのは嫌いや気けがさすだろ。まして、こんな出で来き過すぎ優ゆう等とう生せい、誰が好このんでやりたがるかよ」

「そうでしょうか」

　ことりと、もう一度首が傾かしげられた。

　斜ななめになった人形の瞳ひとみは、ただあるがままにイザヤを映うつしている。

　さきほどの臨りん時じ放送とはまるで違ちがう、どこにでもいるような十七歳ほどの少年。

　単たんに、言こと葉ば遣づかいや礼れい儀ぎ作さ法ほうの問題ではない。

　顔のつくりや聖職衣カソツクは同じでも、すでに佇たたずまいからして異ことなる。無む論ろん、あの放送では専せん属ぞくの演えん出しゆつ家かやメイクアップアーティストがついているのだろうが、だからといって即そく座ざに納なつ得とくできるものでもなかった。細さい胞ぼうのひとつずつを変えてもまだ足たりないのではないかという根こん源げん的てきな違いが、今のイザヤと、映えい像ぞうの少年神しん父ぷの間にはあった。

　だから、人形は言う。

「嫌気がさすというには、イザヤ様はとてもうまく『九く瀬ぜ諫いざ也や』になりきっていると思います。それは、『九瀬諫也』がイザヤ様の双ふた子ごの兄だからですか？」

「────っ」

　一いつ瞬しゆん、イザヤの呼こ吸きゆうが止まった。

　すぐに、その表情がふてぶてしく戻り、肩をすくめた。

「知ってるだろが。双子の兄つっても、物心つく前に別々の孤こ児じ院いんになってそれきりだ。なりすましがうまく見えるんだったら、そりゃ周まわりの目が絶望的に曇くもってるだけだろ。救きゆう世せい主しゆやら英えい雄ゆうやらいう幻想ゆめはそれだけ甘あまくて、悪い目をもっと曇らせたくなるぐらい心ここ地ちがいいんだろうよ」

　幻想。

　願がん望ぼうゆえの錯さつ覚かくだと、言い切る。

　ちくり、と胸の奥おくで、かすかな痛いたみが疼うずいた。

　多くの人を騙だます罪ざい悪あく感かん──などではない。

　そんなことを後ろめたく思う精神こころは、少年にはない。それほど安あん楽らくな生活を送ってきたわけでもない。

　だから。

　理由はきっと、もっと単たん純じゆんなこと。

　あるいは、ささいな一ひと言ことだったかもしれない。




　──『ありがとう。帰ってきてくれて』




　そう言って、無む垢くに笑ったひとりの少女。

　本当の意味で『九く瀬ぜ諫いざ也や』の帰き還かんを喜んで──イザヤに騙だまされている少女。

　イザヤさえ本物だったなら、あの笑え顔がおは報むくわれたろうに。

「……ふん」

　と、少年は鼻を鳴らした。

　がりがりと癖くせっ毛けの髪かみを搔かいて、面めん倒どうくさそうに片かた目めをつむる。

「お前だって、俺が本物だったら良かったのにって思うだろうがよ」

「どうしてですか？」

　瞬まばたきして、三度、ノウェムが首を傾かしげた。

　いままでで一番不ふ思し議ぎそうな傾げ方と、声の響ひびきだった。

「そりゃそうだろ。記き憶おく喪そう失しつだとかへんてこな噓うそをつく必ひつ要ようもねえし、お前だってずっと楽らくできたろうが。断罪衣イスカリオテとやらが使えれば、前みたいにぶっ壊こわれなくてすんだかも……」

「私の第一優ゆう先せん順位はイザヤ様です」

　躊ちゆう躇ちよ無なく、人形は言った。

　イザヤの台詞せりふが終わるか否いなかという間ま際ぎわの、鮮あざやかな切り込み方である。

　なぜだか、怒おこっているようにも見えた。

「『九瀬諫也』ではなくて、イザヤ様です。以前にもお話ししたかと思うのが私です」

「や、それはその……」

　イザヤの声が、急激にすぼまる。

　妙みような迫はく力りよくに気け圧おされたのである。

　さきほどまで少年を映うつすだけだった鏡かがみの瞳ひとみは──今、ただならぬ意志に燃えて──イザヤを捕ほ捉そくしていた。

（な、なんだ？　俺まずいこと言ったか？）

　扉とびらの方向へ後ずさった少年に、同じ呼こ吸きゆうでノウェムが接近する。

　結果、距きよ離りは広がらず、むしろ狭せばまっていく。

　いつのまにやら、互たがいに息いきのかかるほどの間合い。

「イザヤ様」

「お、おお」

　かろうじて返答した少年を、真正面からノウェムが覗のぞき込んだ。

　そう。

　実に困ったことに、この人形だけはいつもイザヤを正面から見つめてくる。

　だからこそ、イザヤは何よりもこの人形が苦にが手てなのだった。

「断罪衣イスカリオテが使えたらとおっしゃいましたが、奇き蹟せきを使えるようだと、イザヤ様の生せい存ぞん確かく率りつに影えい響きようします。御みさ陵さぎ市しの戦力としてはともかく、そんな能力などない方が望ましいと考えるのが私です」

「そ……そうかな」

「そうです」

　ずい、と迫せまってくる人形の美び貌ぼう。

「は、はい。そ、そうですね！」

　唇くちびるが触ふれそうなぐらいの距きよ離りでかくかくとうなずいた少年から、人形はやっと納なつ得とくしたように一いつ歩ぽ離はなれた。

「分かっていただけましたら、ご退たい席せきを」

　少年の背中を押して、扉とびらへと追いやる。

　無む論ろん、腕わん力りよくで言えば、ノウェムにイザヤがかなう道どう理りはない。

「の、ノウェム？」

「先のご命令通り、教団内での細かい調整に入るのが私です。イザヤ様は先に帰ってくださいませ。食事はリビングに用意してますので、ご心配なく。──では、お気をつけてお帰りください」

「──え、ちょ、お前」

　言い切る間はなかった。

　ぴしゃり、と扉が閉じて、呆ぼう然ぜんとしたイザヤだけが廊ろう下かに残されたのだった。
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　少年を追い出した後、ノウェムは教区長室で無表情を貫つらぬいていた。

　静しずかに、ソファへ座すわっている。

　やり場のなさそうに指を組み合わせたままだが、離はなれたデスクに置かれたパソコンは忙いそがしくモニターを明めい滅めつさせていた。

　遠隔操縦リモートコントロール。

　イザヤのスケジュールはもちろん、御みさ陵さぎ市しのネットワークと接続して、市内で起こった事じ件けんや異い常じようを検索クロールしている。定期的に〈獣ベステイア〉が関連しそうな事じ項こうを調ちよう査さするのは、人形の日課でもあった。

　無む論ろん、こういう調査は教団の〈塔ルーク〉でもやっていることだし、別段この教区長室にいる必ひつ要ようもないのだが、今のノウェムはここから出る気がしなかった。

「……少し、おかしかったのが私でしょうか」

　ぽつりと、呟つぶやく。

　自分の行動を、反はん芻すうする。

　脳のうに埋うめ込まれた電でん子しチップは、ノウェムの経けい験けんしたすべてを記き録ろくしている。検索さえすれば、ノウェムはいつの記き憶おくでもまざまざと再さい体たい験けんできるのだ。

「…………」

　……やっぱり、追い出す必要はなかったように思う。

　それはまあ、あの少年はもともと帰ろうとしていたわけだから、話が終わって帰らせるのは無理がない。あの瞬しゆん間かんは、それが最さい善ぜんとも判断した。だけど、無理に追い出すほどの理由も見あたらない。

　何か、自分の論理回路にエラーでも生しようじているのだろうか。

「…………」

　人形。

　第九祭さい器き。

　そして、もうひとつ、ノウェムには名前がある。

　イブ・カダモンシリーズ・ＥＫ─09ｈ。

　断罪衣イスカリオテの適てき合ごう者しやをひとりでも増やそうとした、無む謀ぼうなプロジェクトのなれの果はて。

　崩ほう壊かいした計画の残ざん骸がいとして、長い間、ノウェムは御陵市のネットワークに接続されていた。膨ぼう大だいな情じよう報ほうを流し込まれながら、本来のカタチで起動することは絶ぜつ望ぼう視しされ、単たんなる残骸として朽くちていくはずだった。

　運命が覆くつがえされたのは、二週間前のことだ。

　たった二週間。

　何かを学ぶにも、何かを育はぐくむにも、決定的に足たりない時間。

　そのほとんどを、ノウェムはイザヤとともに過すごしている。イザヤの保ほ護ごと『九く瀬ぜ諫いざ也や』としての体たい面めんを取り繕つくろうため、ノウェムの存そん在ざいは必ひつ要ようだったからだ。

　いや、そうでなくても、ノウェムの機能の重要部分は、『九瀬諫也』と同一の遺い伝でん子しを持つあの少年にしか起き動どうできないのだから当然だ。

　そう、当然のことなのだ。

　なのに。

「たった十六日と二時間十八分で、エラーが生しようじるものでしょうか」

　なのに、分からないことばかり増えていく。

　単たん純じゆんな情じよう報ほう量りようで言えば、起動する前の方が多かったはずだ。

　ネットワークに直接接続されていた頃ころの方が、今の生活よりも遙はるかに多くの情報と直面していた。たかが人間との生活で、エラーなんか起きるはずがない。

　ひどく、もどかしい。

　あんなことをするつもりはなかったのに。

　どうやって■■■と触ふれていいのか、自分には分からない──

「──触れる？」

　愕がく然ぜんと、ノウェムは硬こう直ちよくした。

　今、自分は、何を考えていたのだろう。

　まるで職しよく務むと関係ない何かを考えていた気がする。記き録ろくを再さい現げんするのも危あやぶまれるような、致ち命めい的てきな思考だった。

　口くち元もとに、人形は震ふるえる指をあてた。

　長い間、そうしていた。

　やがて、パソコンに、ノウェムの意い図としない映えい像ぞうが浮うかび上がったのだ。

「あ……っ」

「やあ」

　瞬まばたきしたノウェムへ、モニターから手をあげたのは、緋ひ色いろの礼れい服ふくを纏まとった青年だった。

　年の頃は、二十代後半。

　長い金きん髪ぱつを肩まで伸のばし、ファーストクラスと思しい機内の椅い子すにふんぞりかえっている。いささかふざけた印いん象しようではあるが、長ちよう身しんと整ととのった造ぞう作さくがあいまって、銀ぎん幕まくの俳はい優ゆうと言っても申し分なかった。ただし、唯ゆい一いつの欠けつ陥かんにして最大の問題は、その左半面に陣じん取どっている。

　獅し子しの刺し繡しゆうを施ほどこした──まるで海かい賊ぞくみたいな眼がん帯たいが、神しん父ぷの左目につけられていたのである。

「か、カルロ様」

　礼服の緋色は、文字通りの枢機卿カーデイナルの赤・レツド。

　特別教区会議に出ているはずの、カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうその人だったのだ。

「ノウェムひとりかな？」

「はい。イザヤ様はさきほど退たい席せきされました」

「ありゃ残念。行き違ちがいか。そろそろこっちにやってくる頃ころと思ってたんだけどね？」

　陽よう気きな声で頰ほおを搔かいたカルロに、呼こ吸きゆうを整えてノウェムは報ほう告こくする。

「放送のことで立りつ腹ぷくされてらっしゃいました」

「おや、良く撮とれていたと思うのだけど」

「その意見は否ひ定ていしませんが、イザヤ様に断ことわらず放送するのはだまし討うちと言われる類たぐいです」

「そこはそれ、人生の潤うるおいとして必ひつ要ようなサプライズだよ」

「イザヤ様本人に主しゆ張ちようしてください」

　あくまで冷ややかに、ノウェムが言い放つ。

　うん。

　やはり、自分の機能は問題ない。さきほどのやりとりは何かの間ま違ちがいだろう。ただ、次のメンテナンスでは精せい密みつ検査を要ようするかもしれない。

　かすかな安あん堵どの念ねんとともに、人形はモニターのカルロへと訊きいた。

「何か、御ご用ようでも」

「ああ。特別教区会議が終わってね。予定通り、こちらにも新しい人じん材ざいが再配置されることになった。正式な再配置前に視し察さつということで、そろそろそちらに到とう着ちやくする頃じゃないかな。イザヤ君にも紹しよう介かいしておきたかったんだけど。せっかくだし仲なか良よくやってほしいなあ」

　言って、人の悪い笑えみを浮かべた。

　この神しん父ぷがやると「浮かべた」というよりも、底そこ意い地じの悪さが覗のぞいたように見える。

「ところで、玻は璃りさんは定期検査に来られました？」

「玻璃さまですか？　いえ、この一週間ほどは支部に顔を出されてません」

「おや」

　と、神父が声をあげた。

「少し……困りましたね。今の内でないと、いろいろ誤ご魔ま化かしにくいのですが」

　こめかみのあたりをくりくりといじりながら、これは妙みように真ま面じ目めくさった声で、カルロが口にしたのだ。

「どうかしましたか？」

「いいや、ちょっとね。今の新しん人じんさんについてのことですよ。先に玻璃さんとは相そう談だんしておきたかったのですけど」

　カルロの目が細まる。

　小さく、こうこぼしたのだ。

「玻璃さんの体質を……どう説明したものか、をね」





３






　それが──歴史を蹂じゆう躙りんしたのは、ほんの数年前のことだ。

　それが──世せ界かいを食い荒あらしたのは、たったひとつと七つの都と市しだけだ。

　どうして、どうやってそれが訪おとずれたのか、誰だれも知らぬ。どこからそれが訪れるのかについても、世界中の頭ず脳のうを結集してなおかぶりが振られるばかりだ。

　ただし。

　ほんの数年と、合計しても八つの都市での戦たたかいは、それの名前が永えい遠えんに忘れられぬほど、強く深く関係者の魂たましいに刻きざみつけられた。




　──〈獣ベステイア〉。




　人類の、天てん敵てきの名前。

　七つの大たい罪ざいをもって人の欲よく望ぼうを喰くらい、喰らった人間の姿すがたになりすまし、あらゆる現代兵器を退しりぞけた異い形ぎようの総そう称しよう。

　断罪衣イスカリオテという現代の奇き蹟せきを使いこなす聖せい人じんたちのみが、唯ゆい一いつ彼らに抵てい抗こうし得えた。無限に『再さい構こう築ちく』する彼らを阻はばんだのが、現代科学と宗しゆう教きようの融ゆう合ごうであったことは双そう方ほうに対する皮ひ肉にくと言えたやもしれない。

　しかし、その奇蹟をもっても勝利は得られなかった。

　聖せい戦せんが痛いたみ分けに終わり、聖せい都とが宗教テロという名めい目もくをもって封ふう印いんされた今も、長ながい防ぼう衛えい戦せんを人類は強しいられている。ほとんどの民間人に秘ひ匿とくされた密ひそやかなる戦争は、いまだその果はてさえ見えぬ。

　そして。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』とは、かつての聖戦で最大の戦果をもたらした英えい雄ゆうの名前だった。







　その夜も、ひどく蒸むし暑い気候が続いていた。

　とろとろとした湿しつ気けが世界を満たし、そびえた電でん柱ちゆうも高層ビルもまとめてぬるま湯に浸つかっているような錯さつ覚かくさえ覚える。薄うすくぼやけた三日月は、あまりの暑さに瘦やせ細ったみたいだ。

　風はない。

　人通りもまた、ほとんど絶たえている。

　アスファルトさえ、陽かげ炎ろうのようにゆらゆらと揺れて。

　少年の聖職衣カソツクもまた、その夜にふさわしく、黒くぼんやりと滲にじんでいた。

「ああ、けったくそわりい。ポンコツ人形が妙みようなことにこだわりやがって……」

　小さく愚ぐ痴ちりながら、イザヤは歩を進めている。

　一歩ずつ、アスファルトを踏ふむ足が、ぺたぺたと粘ねばっこく貼はりつく。通りには遠く車のエンジン音が聞こえるばかりで、その静せい寂じやくがなおさら暑苦しく感じられた。

　苛いらついていると、自分でも分かる。

　うだるような暑しよ気きを搔かき分けながら、少年は思う。

（『九く瀬ぜ諫いざ也や』じゃなくて、イザヤ俺が第一優ゆう先せん順位、か……）

　きっと、ノウェムは本気で言っている。

　欺ぎ瞞まんでなく、言い訳でなく、守りたいのは少年自じ身しんなのだと言っている。

　だけど。

　だからこそ、イザヤにはその想いが痛いたい。

　痛い。

「…………」

　九瀬諫也。

　イザヤの、一いち卵らん性せい双そう生せい児じ。

　ひょっとしたら存そん在ざいしたかもしれない、もうひとつの自分の可能性。

　すでに、そのニセモノとなる決心はすませていた。

　一年間だけだが、この都と市しでニセモノを続けることに、それなりの意味はあろうと思っている。英えい雄ゆうという存在は、今のこの都市に不ふ可か欠けつなものだ。

　だからこそ、本物でない自分の卑ひ小しようさが身にしみる。

　それとも。

　少年が本物でも、ノウェムは同じように言っただろうか？

「……断罪衣イスカリオテや奇き蹟せきなんて使えない方がいい、ね」

　聖職衣カソツクの胸元を握にぎって、か細く少年は呟つぶやく。

　かつての『九瀬諫也』は、その断罪衣イスカリオテによって〈獣ベステイア〉を打ち倒したという。歴史上の奇蹟を模も倣ほうし、ありえぬ超ちよう常じよう現げん象しようをつかのまだけ現出させる適てき性せいこそが、〈獣ベステイア〉と比ひ肩けんする聖者の『力』だったからだ。

　いっそ、それがまったく手の届とどかない『力』であったなら、イザヤもこんな風ふうに思い悩なやまずにすんだろう。

　ノウェムも知らないが、一度だけ、イザヤには奇蹟を行こう使しした体験があったのだ。

（あれも……こんな糞くそうざったい夜だっけか）

　ぼんやりと、手のひらを見つめる。

　想そう起きするのは、二週間前だ。

　ノウェムを起き動どうすることとなった事じ件けんの、最後に起きた不ふ可か解かいきわまる出で来き事ごとを、少年は忘れていない。

　イザヤの脳のう裏りには、ひとりの少女が浮かんでいた。

　深しん紅くのドレスと、長い黒くろ髪かみ。伏ふせた睫まつげはつつましやかなのに、その瞳ひとみに激はげしすぎる闘とう志しを孕はらんだ娘むすめ。

（朱と鷺き頭とう玻は璃り……）

　少年が、唇くちびるを嚙かむ。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』と最もつとも親しく、ニセモノの少年をイザヤ兄にい様さまと慕したってくる愚おろかな少女のこと。一大コンツェルンの次期後こう継けい者しやでありながら、御みさ陵さぎ学院の聡そう明めいなお嬢じよう様さまでありながら──ずっと〈獣ベステイア〉と戦たたかってきた、もうひとりの戦乙女ジヤンヌ・ダルク。

　無む条じよう件けんにこちらを信しん頼らいし、無防備にこちらへ踏ふみ込もうとするあの微び笑しようが浮かぶたび、イザヤはひどく苛いら立だたしい気分に襲おそわれるのだった。

　そして、イザヤが奇き蹟せきを体験した──あの一連の出で来き事ごと。

　まだ、玻璃とはちゃんと話せていない。

　機き会かいはあったのに、あの事じ件けんのことが切り出せなかった。

　もとより、おいそれとは口にできまい。あの少女の体質を考えれば、自分ひとりで迂う闊かつな刺し激げきを与えるのは望ましくなかった。

（それも……腐くされ眼がん帯たいが帰ったらだな）

　もともとは、その話をするために教団支部へ向かったのだ。

　ノウェムの言こと葉ばが確たしかなら、数日ほどで帰き還かんするはずで、少女への質しつ問もんもそのときに再開されるだろう。

「ったく、こんなんでホントに一年無ぶ事じに過すごせんのかよ」

　ぐしゃぐしゃと、癖くせっ毛けの頭を搔かく。

　そろそろ、戻る時間だ。

　まっすぐ帰る気分にもなれず散さん策さくしていたが、いい加か減げん足も疲つかれてきた。聖職衣カソツクの下は汗あせでぐっしょりだ。とびきり熱いシャワーでも浴びて、こんな気分は流してしまおう。

　そのとき、

「……あれ？」

　と、少年は目をしばたたいた。

　目前の通りを、人ひと影かげが行き過ぎたように思ったのだ。

　見覚えのある人影だった。

　長い黒髪と電でん灯とうの逆ぎやつ光こうに隠かくされて、横顔の見えたのは一いつ瞬しゆんだったが、間ま違ちがうはずもなかった。

（……あいつ、なんでこんな時間に？）

　続く自分の思考を、イザヤは説明できない。

　いいや、そもそも考えなどあったかどうか。脳のう細さい胞ぼうに何らかのカタチが生まれる前から、少年の身体からだは動いてしまっていた。

　まるで誘さそわれるように、イザヤの足は人ひと影かげを追ってしまったのだ。




　──後から思えば。

　　　それこそが、少年にとって致ち命めい的てきな間ま違ちがいのハジマリだった──。
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　人影の尾び行こうは、たやすくなかった。

　足取りはゆっくりした感じなのに、まるで追いつかない。背中や髪かみの毛けがちらちらと見えるだけで、逃げ水のようにするりと消えてしまう。つられて駆かけ足になると、やっと向こう側の通りに白い横顔が見えるという、そんな具ぐ合あいだった。

　徐じよ々じよに、あたりの風景は寂さびれた感じに変わっていった。

　旧きゆう区く画かくである。

　この三年で、原型もとどめないほど変化した御陵市の、例外部分。

　聖せい霊れい教きようの宗しゆう教きよう色しよくと近代的な街まち並なみの間に埋うもれつつあるそこは、ひとつの都と市しの死し骸がいにも思えた。

　また、人影が消える。

　最後に人影のいたあたりで周しゆう囲いを振り返り、イザヤは小さな路ろ地じ裏うらを発見した。

　廃はいビルと潰つぶれたテナントとの間、道とも呼べない路地裏だった。

　一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよして、少年はその暗がりへ踏ふみ込んだ。




　──まだしも正しよう気きだったのは、そこまでだ。




　足を踏み入れた瞬間、突とつ然ぜん、暑さが消えた。

　代わりに、ぞくりと首くび筋すじの産うぶ毛げが逆さか立だった。

「…………っ」

　イザヤが、呻うめく。

　骨ほねまで突つき刺ささる、強きよう烈れつな違い和わ感かん。

　夏の夜が時間を間違えて立ち去さり、そこだけ空くう白はくの季き節せつが訪おとずれたようだった。

　空白。

　冬とも、言えない。

　そこにあるのは凜りんとした寒さではなく、ただ茫ぼう漠ばくとした虚きよ無むでしかなかった。

　コンクリートに染しみついた饐すえた臭においに混じって、ねっとりと嫌いやな臭しゆう気きが漂ただよっている。

　鼻び孔こうの粘ねん膜まくにまでへばりつきそうな、濃のう密みつな鉄てつ錆さびた臭い。

（……こ、の……反へ吐どと糞くそを搔かきまぜたみてえな……最低な臭いは……）

　思わず、鼻と口を押さえた。

　頭の中を、けばけばしい赤と黄色の警けい戒かい色しよくが躍おどっている。これ以上進むことはならないと、第六感が全力で訴うつたえている。

　なのに、足が止まらない。

　イザヤの思考を置いてけぼりにして、身体からだだけがどんどん先へと進んでいく。

　すでに、路ろ地じ裏うらは一個の異い世せ界かいである。

　年とし老おいた都と市しの内ない臓ぞうのようだった。

　一歩一歩進む足が、生なま温あたたかな肉にく壁へきに踝くるぶしまで埋うまる錯さつ覚かく。足だけでなく、顔から胸から、身体全体がめり込んでいくように思える。まるで誘ゆう蛾が灯とうに吸すい寄せられるようにして、ふらふらと少年はその異世界の深みへ潜もぐり込んでいく。

　沈しずみ込んでいく。

　ぐちり、と。

　何かを、踏ふんだ。

　今度こそ、錯覚ではない。

　柔やわらかでぬるぬるとした、たまらない感かん触しよくを足あし裏うらに覚えて、イザヤは慄りつ然ぜんと立ちすくんだ。

　やがて、目が暗くら闇やみに慣なれてしまう。

　朦もう朧ろうとした視し界かいに、うすらぼんやりと何かが映うつった。

　息いきが、止まった。

　いいや。

　肺はいごと機能を停止して、イザヤは大きくむせかえった。

（っ……んだ……これ……っ）

　黒と赤。世界はその二色だけに描かき分けられている。無む邪じや気きな子供がインク入りの水みず風ふう船せんでも投げ合ったように、壁かべも地面もありとあらゆる場所がアカイロに染そめられて、そのアカイロが乾かわいた場所から、褐かつ色しよくに酸さん化かしているのだった。

　爆ばく心しん地ちにも似にたアカイロの中央に──妙みようにぶよぶよした物体が浮いていた。

　赤黒い沼ぬまに浮いたそれを見て、イザヤは近くの壁に聖職衣カソツクの肩をついた。

「…………っ！」

　えずきが止まらない。

　実際、普ふ段だんのイザヤならとうに嘔おう吐としていたはずだ。そうならなかったのは、この路地裏に踏み込んだとき、すでに少年の神しん経けいが侵おかされていたからに他ならぬ。異世界の分ぶん子しに、イザヤ自じ身しんも取り込まれていたからこそ、イザヤの目はその先を認にん識しきしてしまった。

　沼は広く、路ろ地じ裏うらの先を埋うめ尽つくしており、ぶよぶよした物体も無数に浮いていた。

　大小、さまざまなカタチがあった。

　よくよく見れば、それは何かに似にていた。

　たとえば。

　犬や、

　猫や、

　鳥のカタチ。

（じゃあ……あの奥おくの……糞くそガキがぶっ壊こわしたできそこないのオブジェみたいなのは……）

　喉のどがひきつれた音をたてた。

　路地裏の奥に浮かんだ、一番大きな物体のもともとを、少年は想そう像ぞうしたのだ。

　花みたいに引きちぎれているのは四し肢しだろうか。剝むいた茹ゆで卵たまごみたいな赤黒い空くう洞どうは顔だろうか。周しゆう囲いに裂さけた繊せん維いが衣服の名な残ごりだというならば、その中央で潰つぶれた生なま臭ぐさい袋みたいなモノは、まさか……

「あら。あなた、見たことないの？」

　と、声があった。

　ひどく可か憐れんな、聞き覚えのある声だった。

　陶とう然ぜんとした響ひびきに、淫いん蕩とうな色合いを加くわえ、声の主ぬしは愉たのしそうにころころと笑った。

　立ちつくしていたイザヤに、語りかける。

「動物の骨ほねという骨を抜いて、内ない臓ぞうから裏うら返がえしにすると、そういう風ふうになるの。白く見えてるのは脂し肪ぼう。脂肪って結構多いのよ。さわってみる？　べっとり肌はだに貼はりつく感かん触しよくは病やみつきになるかも」

　愛いとしそうに、声の主は地面へと触ふれた。

　マシュマロみたいに柔やわらかそうな指が、ぞろりと地面の臓ぞう物ぶつをすくい取り、空へと持ち上げる。手のひらからこぼれた脂肪と血ちが、とろとろと手首を流れ、ぼたぼたと唇くちびるにこぼれ、艶なまめかしく喉をつたった後に、ドレスの胸むな元もとへ吸い込まれていった。

「ん……とっても美お味いしい。生きてるってたまらないわね。油ゆ断だんしてると踊おどりだしちゃいそう」

「…………」

　イザヤは、言こと葉ばもない。

　一ひと言ことだって、発音できるはずがない。

　はあ、はあと無ぶ様ざまな呼こ吸きゆうを繰くり返す中、弱々しい月光が差す。

　黒と赤とかすかに蒼あおい世せ界かいの中で、まるで猛もう獣じゆうのような笑えみを人ひと影かげの美び貌ぼうは湛たたえていた。

「うん、分かってるわよね？　イザヤ兄様」

　にこにこと笑う人影は美しかった。

　血に濡ぬれて禍まが々まがしく、肉に飢うえて猛たけ々だけしく、そして怖おじ気けの止まらぬほどに冴さえ冴ざえと美しかった。

「このことは、ふたりだけの秘ひ密みつだから」

　しいい～……っと。

　真っ白な歯はを牙きばみたいに剝むき出して、少女は唇くちびるへ人差し指をあてた。




　──深しん紅くのドレスと、長い黒くろ髪かみ。伏ふせた睫まつげはつつましやかなのに、その瞳ひとみに奔ほん放ぽうな欲望を孕はらんだ娘むすめ。




　唇に人差し指をあてたまま、深紅のドレスをもっと赤い血に汚よごしたまま、朱と鷺き頭とう玻は璃りは獰どう猛もうに笑っていたのだった。
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「イザヤ兄にい様さま？」

「っ──」

　びくりと聖職衣カソツクの肩を震ふるわせて、イザヤが目を見開く。

　心配そうに、黒くろ髪かみの少女が覗のぞき込んでいた。

　年の頃ころは十四、五歳といったところか。勝ち気そうな瞳ひとみに引き結ばれた唇くちびる。可か憐れんな制服に包まれたのは、大人へ移る寸すん前ぜんの未み成せい熟じゆくな肢し体たい。今でも十分に美しいが、花開くにはまだいくばくかの時間が必ひつ要ようだろう。

　しかし、年ねん齢れいには関わりない、類たぐい希まれなる存そん在ざい感かんが少女にはあった。

　凜りんとして人を惹ひきつける、人の上に立つ者の資質カリスマ。

　朱と鷺き頭とう玻は璃り、という少女だった。

「ええと……玻璃……さん……ですよね？」

「もちろんですわ。私以外に朱鷺頭玻璃をご存じですの？」

　不服そうに、玻璃が唇を尖とがらせる。

　それから、すぐ瞳を不安に煙くもらせた。

「イザヤ兄様、どうかしたんですか？」

「あ……いや。この暑さで、ちょっと目眩めまいがしただけです」

　優等生九瀬諫也の仮か面めんをかぶって、イザヤが曖あい昧まいに笑う。

　実際、世せ界かいは光に満ちている。

　たぎり落ちると言うにふさわしい、夏の強きよう烈れつな陽光だ。何もかもが白く焼き尽つくされ、傲ごう慢まんなほどの光の圧あつにひしがれていた。

　昼下がり。

　御みさ陵さぎ市し・第四区、御陵学院。

　その学区内の、教会近くに設もうけられた庭園である。

　普ふ段だん、イザヤはこの教会で、学校付きの神しん父ぷを務つとめているのだった。

　少年と少女たちが座すわった東あずま屋やの外では、百ゆ合りやアカンサスの花が揺れている。やや萎しおれかけたアカンサスの代わりに、離はなれた庭では赤い鳳ほう仙せん花かや向日葵ひまわりの花が勢いきおいを増し、これから来る本格的な暑さを予言するようだった。

「ええと……何の話でしたっけ？」

「だ・か・ら、期末試験ですよ、期末試験！」

　と、玻璃の隣となりで、眼鏡めがねの女の子が両手を握にぎる。

　ショートカットの髪かみ型がたに、可愛かわいらしいそばかす。こちらは御陵学院中等部生徒会・会長補ほ佐さ──架か城じようまゆきである。

「うちの試験ときたら、そりゃもう極ごく悪あくで有ゆう名めいですもん。中間試験受けた後とか、鈴すず木きが真っ青になってましたよ。まあ、うちの学年はいつも通り、静しず佳かちゃんと会長のツートップはかたいかにゃ～」

　微び妙みように他ひ人と事ごとっぽい感じで、まゆきの唇くちびるが猫ねこみたいにむずむずと上下する。

「そんな保証はあらしまへん。たまたま、うちの調ちよう子しのいい結果が続いただけどす」

　遠えん慮りよ深げに言ったのは、長なが岡おか静佳。

　同じく中等部生徒会・副会長だった。細長い眉まゆに、極ごく上じようの墨すみを梳すいたかのごとき黒くろ髪かみ。ほんの少し垂たれ目なあたりも含ふくめて、日に本ほんの美人を体現したような人物なのだが──体に纏まとった白い開かい襟きんシャツの通り、性別は男である。

　ただし、胸むねに膨ふくらみはなくとも、うなじに漂ただよった色いろ香かたるやそんな事実を凌りよう駕がする。

　御みさ陵さぎ学院において『彼女にしたい男ナンバー１』の称しよう号ごうをほしいままにする傑けつ物ぶつは、今日もはんなりとなまめかしい。

「んーん、謙けん遜きよもすぎると嫌いやみだよ？　だいたい、あたしのヤマは全部任まかせてるんだから、静佳ちゃんは今回もトップじゃないと困るんだもの！」

「そ、そうやねえ……」

「んふふふふ、これさえ終わればびゅーてぃほーな夏休みが！　会長の私し服ふく姿すがたとか麗うるわしい水着姿とか！　ああもうどうしよう！　ハンディカムとかデジカメとか全部パワーアップさせとかないと！　ああああ、盗とう聴ちよう器きも盗とう撮さつ用機材も補ほ充じゆうしないと！　うひ、うひ、うひひひひひひひひひひひ」

　じゅるじゅると怪あやしげな音をたてて口くち元もとを拭ふいたまゆきに、これは玻は璃りが冷たく目を細ほそめた。

「……まゆき。涎よだれとおかしな妄もう想そうが垂れ流しになってますけど、どういうことかしら？」

「お、おおおっ。会長、いつのまにかテレパシーまで習しゆう得とく!?　わわわ、異い能のうに目覚めた会長も格かつ好こういいです最高ですセクシーです結けつ婚こんしてください！」

「そんなのありません！　いいから思ったことを片かた端はしから口にする癖くせやめなさい！　それと盗聴とか盗撮とか、どういう意味ですか!?」

「ええっ！　あたしの命より大事な、ＨＤＤぱんっぱんに詰つめ込んだロイヤルエクセレントコレクションがひょっとして風ふう前ぜんの灯とも火しび!?」

「コレクションにまでまとめてますの!?」

「会長の着替えシーンを撮とる野や望ぼうがまだ達成前なのに！」

　ぱあんと大だい理り石せきのテーブルを叩たたく玻璃に、逃げ惑まどうまゆき。

　夏の光に祝福されたような、ひたすらに騒がしい風景を、イザヤは傍ぼう観かんしていた。

「…………」

　このやりとりも、いつものことだ。

　今みたいな放課後とか昼休みとか、こうしたメンバーが押し掛かけてくるのが少年の日常となっていた。静しず佳かのほか、中等部生徒会のメンバーは時々入れ替わったりするが、玻は璃りとまゆきはほとんど同どう席せきしている。

　光に満ちた日常。

　眩まぶしすぎるぐらいの、平和な生活。

　しかし、イザヤはその風ふう景けいを心穏おだやかには見ていられなかった。

　ずっと、別の光景が頭に貼はり付いていたのである。

（昨日のは……何なんだ？）

　確たしかに、イザヤは見た。

　路ろ地じ裏うらの、惨さん劇げきのことだ。

　無む惨ざんに裏うら返がえしになった死体の列と、血ちの沼ぬまで愉ゆ悦えつする玻璃の姿である。

　あの後、少年は朦もう朧ろうとしたまま、自分の家に戻っていた。

　玻璃と会った後の記き憶おくはなく、何もかも断だん絶ぜつしたままで、ぽつんと玄げん関かんに座すわり込んでいた。あまりの断絶ぶりに、イザヤ自じ身しん、一いつ瞬しゆんは悪い夢ゆめだと思ったほどだった。

　だが、あれが夢だったはずがない。

　靴くつには、べっとりと血がついたままだったのだ。そうでなくても、少年の足の裏には粘ねばっこい血の感かん触しよくが残っている。鼻び孔こうの粘ねん膜まくからは濃のう密みつな臭においが離はなれず、少年を惑まどわせていた。

（こいつが……あの死体を？　本当に？　俺の頭の方がイカレたんじゃなくて？）

　疑いは、少年の思考をいくつもの方向に導みちびいた。

　イザヤは知っている。

　玻璃の体質を。

　あんな死体をつくりだしても不ふ思し議ぎのない、玻璃のあまりに危険な秘ひ密みつを知っている。

　いわく、バビロンの──

「イザヤ兄にい様さま？」

　玻璃の声に、イザヤははっと顔をあげた。

「もう、またですの。本当にぼうっとしてらっしゃいますわね。……ノウェムもいないみたいですし、本当に大だい丈じよう夫ぶですの？」

（……それとも、この玻璃の方が演えん技ぎなのか？）

　憤ふん慨がい半分、心配半分な少女の様よう子すを、イザヤは密ひそやかに観察する。

　すぐ、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の顔に戻って、かぶりを振った。

「あ……すいません。ちょっと考え事を。……ノウェムは、昨夜ゆうべからちょっと用事があるみたいでして」

　きょとん、と少女が瞬まばたきした。

　それから、妙みようにうわずった声で、

「ノウェムが、どこかへ行ってるんですか？」

「ええまあ」

　結局、昨日きのうノウェムは戻らなかった。

　教団でのメンテナンスなどでままあることだったし、イザヤも気にしなかったが、ある意味では僥ぎよう倖こうだったかもしれない。実状が分からない間は、自分の胸むねの内に秘ひめておきたかったからだ。

（あのポンコツ、融ゆう通ずうも糞くそもきかねえ欠けつ陥かん品ひんの癖くせに、そういうところは目め敏ざといしな……）

　怒ったような顔の、銀ぎん髪ぱつの人形が瞼まぶたに浮かぶ。

　たった半日なのに、あの人形がいない時間が、妙みように長く思えた。

　ひとつ、息いきをつく。

　どの道、今は玻は璃りと話さねばならなかった。

　慎しん重ちように『九く瀬ぜ諫いざ也や』の表情をつくりなおし、正面から口を開く。

「──あの、玻璃さん」

「──そ、そうだ、イザヤ兄にい様さま」

　イザヤが話しかけるのと、まゆきをこらしめた玻璃が振り返るのは同時だった。

　ふたりともの声が、見事にかぶったのである。

（うお……っ）

　一いつ瞬しゆん、イザヤがぱくぱくと唇くちびるを開閉させ、

「あ、えっと、その」

　なぜか、玻璃の方も同じように狼ろう狽ばいして、耳まで真っ赤に染そめたのである。

「あの、イザヤ兄様から」

「いや、その、玻璃さんから先にどうぞ」

　互たがいに譲ゆずり合い、互いに硬こう直ちよく。

（な……なんだ、なんで睨にらみつけるこの暴走女？）

　困こん惑わくしたイザヤが、固唾かたずを飲み込む。

　それぞれに見合ったまま、異い様ようなまでの緊きん張ちよう感かんが東あずま屋やに満ちた。傍そばで見ている静しず佳かとまゆきまでもが、ごくりと唾を飲み込んでしまうぐらいだった。

「で……でしたら、遠えん慮りよなく」

　こほん、と玻璃が咳せき払ばらいする。

　大きく深しん呼こ吸きゆうして、少女はこう言ったのだ。

「この後……イザヤ兄様は、お暇ひまがありますか？」

「え」

「はわっ!?」

　少年以上に、なぜかまゆきが仰ぎよう天てんして跳とび上がる。

「え、え、え、どういうこと？　いきなりの進しん展てん？　ちょちょちょと会長、どうするのどうしちゃう気なの？」

　しかし、動どう揺ようしているのは、少年も同どう様ようだった。

（……こいつ、やっぱり昨夜ゆうべのこと覚えてやがるのか？）

　イザヤは逡しゆん巡じゆんする。

　ふたりだけの秘ひ密みつだから、と言った昨夜の少女の姿すがたが瞼まぶたに浮かんだ。唇くちびるから覗のぞいた白い歯はは、約やく束そくを破やぶればこちらの喉のど元もとを食いちぎる、と威い嚇かくするようでもあった。

　ならば、今は？

　ただ純じゆん真しんに『九く瀬ぜ諫いざ也や』を慕したっているような少女の、本当は？

「何か、御ご用ようでしょうか？」

「……あ、あ、あ……はい」

　優ゆう等とう生せいらしく微び笑しようして、慎しん重ちように尋たずねると、玻は璃りが小さくうなずいた。うなずくというよりも、あんまりガチガチに固まりすぎて、つい首が揺れてしまったという風ふうだった。

（……う、お、）

　あまりの緊きん張ちよう感かんに、イザヤの心しん臓ぞうも大きく跳はねる。

　そのまま、玻璃は制服のポケットへ指を差し入れたのだ。

　少年の前へ戻されたとき、震ふるえる指には紙切れが二枚挟はさまれていた。

「………………………………チケット？」

「あ、あの……八区の方に時々行く美術館があるんですけど……良かったら、一いつ緒しよに行っていただけませんか？」

「は？」




「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええ～っ！」




　絶ぜつ叫きようとともに、ばたん、と音がした。

　あまりのショックに、まゆきが大だい理り石せきのテーブルへ突つっ伏ぷした音であった。
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　昼なお暗い路ろ地じ裏うらだった。

　古いビルとビルの間で、風通しも悪い。空気の循じゆん環かんしない通りには、嫌いやな臭においがこもったまま、澱おりのごとき薄うす闇やみだけが沈ちん殿でんしている。異常なほどに暑い今年の夏も、この路地だけは避さけていった風ふうに思えた。

　旧きゆう区く画かく。

　すでに廃はい棄きされ、再さい建けんを待まつばかりとなった土地。

　テナントのほとんどはがらがらとなり、人の気け配はいさえ感じられない。路ろ地じ裏うらとなればなおさらで、打ち捨てられた生ゴミなどとうに腐くさり果はてて、野や鳥ちようか野や犬けんに引きちぎられたビニール袋だけが残ざん骸がいを晒さらしている。

　ノウェムは、そんな路地裏でしゃがみこんでいた。

「……何も、ありません」

　ぽつりと、呟つぶやく。

　ノウェムがこの路地裏を訪おとずれたのには、理由があった。

　昨日きのう、接続していた御みさ陵さぎ市しのネットワークの中から、いくつか気になる事じ件けんを抽ちゆう出しゆつしたためだ。

　事件というよりは、都と市し伝でん説せつと言った方がいいだろう。

　都市掲けい示じ板ばんや警察の電子書類に残された、共通性のある噂うわさの断だん片ぺん。

　たとえば、こうだ。




　──深夜、旧きゆう区く画かくの路地裏で、おびただしい動物の死体が裏うら返がえしになっている。

　──血ちの沼ぬまになった路地裏で、真っ赤な女が笑っていた。

　──真っ赤な女が、裏返しの犬を喰くっていた。




　と。

　もっとも、ほとんどが狂きよう言げんか泥でい酔すいによる錯さつ覚かくと一いつ蹴しゆうされていたし、旧区画での出で来き事ごとという事実がそれを後押ししていた。ゴーストタウン化しつつある旧区画は、そういった都市伝説の宝ほう庫こでもあったからだ。

　本来なら、ノウェムが訪おとずれるほどの理由はない。

　猟りよう奇き的てきな事件だからといって、必かならずしも〈獣ベステイア〉と関係するわけじゃないし、気になるなら〈塔ルーク〉の調査班はんにでも任まかせればいい。

　それでもやってきてしまったのは、ほかにやることがなかったからだ。

　だいたい、本当に〈獣ベステイア〉が関係してると思うなら、イザヤを連れてくるべきだ。万が一〈獣ベステイア〉と接せつ触しよくした場合、イザヤによって断罪衣イスカリオテを解放されなければ、ノウェムは戦たたかう力を持たない。

　なのに、ノウェムはそうできなかった。

（……どうして、でしょう）

　まだ、胸むねにざわつきが残っていた。

　もう十八時間と三十七分も前のことなのに、人形は少年とのやりとりにこだわっていた。

　自分の論理にないやり方で、少年を追い出してしまったことにこだわっていた。

　あんな風ふうに接せつするつもりはなかったのに。

　記録メモリーの中で、少年はこう言っていた。




　──『お前だって、俺が本物だったら良かったのにって思うだろうがよ』




（……イザヤ様の言こと葉ばは、もっともです）

　少年が本物なら、記き憶おく喪そう失しつなどという『設定』は必ひつ要ようなかったし、御みさ陵さぎ市しの生せい存ぞん確かく率りつは大きく跳はね上がったろう。それは誰だれにとっても望のぞましいことのはずだ。

　わざわざ、自分が否ひ定ていする必要はない。

　確たしかに、ノウェムにとって少年は第一優ゆう先せん順位だが、少年が自分が本物だったら良かったのにと──そう思うことまで否定する必要は、どこにもない。

　自分の言動は、まるで論理的じゃない。

　だから、悩なやむ。

　何が、嫌いやだったのだろう。

　人形である自分が悩むなど、それ自体がおかしいことにも気づかず、ノウェムは没ぼつ頭とうする。ごくごく自然に、思し考こう回かい路ろのリソースをあの少年へ割り振ってしまう。

　だって、それぐらいに、あの少年は特別で……。

「……そ、そうですとも」

　路ろ地じ裏うらを探さぐる作業タスクと思考を分ぶん割かつしながら、きゅっと拳こぶしを握にぎる。

　今度はすぐに、ノウェムは顔をあげた。

　だって、こんなの当たり前だ。

　あの少年は自分の洗礼者バプテイストなのだから、第一優先順位なのだから、いちいち考えてしまっても無理はない。むしろあの少年が悪いのだ。もっと自分を理解して、もっと自分をうまく使うべきなのだ。だって、世界でノウェムを使って良いのはあの少年ひとりなんだから、これぐらいの主しゆ張ちようは当然なのだ。

　そう信じて、無む理り矢や理りに自分を納なつ得とくさせる。

（そうです。イザヤ様が悪いんです。もっと私の使い方に慣なれてくだされば良いのです。だいたい、いつもイザヤ様は勝かつ手てです。いつも逃げたいと言ってるのに逃げなかったり、ニセモノを嫌がってるくせにあんなにうまくこなしたり。料理のレパートリーを増やしてみても、何も感想言ってくださいませんし──）

　いろいろ問題がすりかわっていたが、ノウェムはそれなりに満まん足ぞくしていた。

　実際、二週間ばかりのわずかな人生経験で、自分の気持ちが何なのか、推すい測そくできるはずもない。

　それぐらい、ノウェムにとってイザヤは特別で、絶対だった。

　はじめて自分を稼か働どうさせてくれた洗礼者バプテイストであり、はじめて自分と戦たたかってくれた同どう胞ほうであり、はじめて自分の料理を喜んでくれた人で……

　ああ、理り屈くつはいい。

　ただ。

　ノウェムは、イザヤと一いつ緒しよにいたかった。

「もう、戻りましょう」

　わざと口に出して、言った。

　こうして旧きゆう区く画かくの路ろ地じ裏うらをずいぶん回ったが、裏うら返がえしになった死体どころか、血けつ痕こんひとつ見あたらない。

　今度こそ帰って、イザヤの指示下に戻ればいい。

　思し考こう回かい路ろを乱みだす不ふ可か解かいな細波パルスだって、そうすれば落ち着くはずだ。昨日きのうのことについては、繰くり返さぬよう対たい処しよ策さくのレポートでも作成しよう。

　そう考えるだけで、気分が晴はれやかになった。

　──と。

　不意に、人形の視し線せんが路上から虚こ空くうへ吸すい寄せられた。

「…………？」

　ノウェムの瞳どう孔こうが、かすかに収しゆう縮しゆくした。

　脳のう内ないの視し覚かく情じよう報ほうを、より細かく吟ぎん味みする。ノウェムの眼がん球きゆうは自じ前まえのものだが、そこに映うつる情報は脳細さい胞ぼうによって認識されるものだ。人間の視覚能力は優すぐれたもので、本来処しよ理りしきれないほどの情報を取得している。

　ゆえに脳内の電でん子しチップの制せい御ぎよによって、仮か想そう的てきながら視力を強化することも可能だった。

　用心深く、人形の指が薄うす汚よごれたコンクリの壁かべに触ふれる。

　そのまま、ゆっくりと歩き出した。

　角かどを曲まがり、奥まったところでぴたりと止まった。

　もう一度、しゃがみこむ。もはや指で触れるまでもなく、人形には異常が分かっていた。

　そこだけ、埃ほこりが真ま新しかった。

　諜ちよう報ほう機関の隠いん蔽ぺい技術と似にていた。脂し肪ぼうや血痕を酸さんなどで溶とかしてしまい、後から漂ひよう白はくしたり偽ぎ装そうすることで、あらゆる犯はん罪ざい痕こん跡せきを消し去る技術。

　ノウェムの指が、路上を彷徨さまよう。

　人形の四し肢しには、多くの機能が付ふ与よされている。指先に仕込まれたマルチセンサーもそのひとつだ。おびただしい数字とグラフとが電子チップへ流れ込み、路上に残留した成分を分ぶん析せきしていく。

　すぐに、答えが生まれた。

　ひどく分解しやすく、既き存ぞんのどれとも重ならない未み知ちの物質。

（だとすると、ここは……っ）

　次の瞬しゆん間かんには、人形の意い識しきは御みさ陵さぎ市しのネットワークへと接せつ続ぞくされていた。画が像ぞう情じよう報ほうからイザヤの現在位置を計算しながら、人形は地面を蹴けった。

　路ろ地じ裏うらの、外へ。

　突とつ然ぜん、その身体からだがぶれた。

　背はい後ごから膨ふくれあがった何かが、人形の足を掬すくいあげたのだ。

「──〈獣ベステイア〉!?」

　咄とつ嗟さに半回転し、ベクトルを誘ゆう導どう。

　三角飛びの要よう領りようで壁かべを蹴った人形に、さらなる殺意の波が襲おそいかかる。振り向きざま、腕うでを振った。右手にはめた液えき体たい金属の輪リングは、ノウェムの意い思しに応おうじて、敵てきにふさわしい形状を取るはずだった。

　見えなかった。

　視し力りよくを強化したノウェムにさえ、相あい手ての姿すがたは見えなかった。

　ばかりか、敵の武器も。

「っ、あ！」

　激げき痛つうが、右の太ふと股ももをつんざく。

　正体も分からず、人じん工こう皮ひ膚ふを貫つらぬいた角度と被ひ害がいから、敵のおおまかな位置だけを演えん算ざん。

　痛つう覚かくを遮しや断だんしつつ、呻うめいたノウェムがそれでも跳はねた。視覚ではなく、聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくを頼たよりにセンサーの感度を最大限に上じよう昇しようさせる。無む傷きずの左足をメインとして、ジグザグに壁の間を蹴り跳とぶ姿は、時ならぬ迅じん雷らいとも見み紛まがった。

　極きよく限げんまで増強された反はん射しや神しん経けいと人形の身体が可か能のうにする、凄そう絶ぜつなる高速神機動速。

　瞬まばたきひとつで上空へと達し、ノウェムが路地裏を鳥ちよう瞰かんする。どこに隠かくれようが、今度こそ人形の視界からは逃れようがなかった。

　かすかに、視界の隅すみを影かげがよぎった。

　曖あい昧まい模も糊ことした陽かげ炎ろうが、ほんのつかのま路地裏に漂ただよい、間ま違ちがいのように消え失せたのだ。

　追おうとして、ノウェムの注意が消失地点に集中する。




　それが、致ち命めい的てきな一いつ瞬しゆんだった。




　痛覚を遮しや断だんしたのが、裏うら目めに出たか。

　さきほど激痛を覚えていた右足に、異い変へんが生じたのだ。

「っ──！」

　人形の太股に潜もぐり込んでいた異い物ぶつは、自みずから動き、さらに奥へと突つき刺ささった。

　人工皮膚を紙のごとくに引き裂き、人形の内側の柔やわらかな部分を思う存分に抉えぐり、貪むさぼり、嚙かみ破やぶって──あろうことか、内側から爆ぜた。

（イザヤ……様……っ！）

　思考をネットワークへつなごうにも、すでに都と市しとの接せつ続ぞくさえ断だん絶ぜつしていた。




　ノウェムの身体からだが──空中で、裏うら返がえしに裂さけた。





２






　第八区。

　御みさ陵さぎ市しトリニティ・ミュージアム。

　名前の通り、聖せい霊れい教きようの三さん位み一いつ体たいをモチーフとした美術館であった。

　上空から見て、三つの建たて物ものが三角形に配置されており、それぞれの間をアーチ状の渡わたり廊ろう下かがつないでいる。建物の外観自体も、近代的なアレンジは施ほどこされているものの、それぞれ古こ代だいローマの集会場を模もしたバシリカ様よう式しき、十一世紀頃ごろのヴォールト構こう造ぞうを導どう入にゆうしたロマネスク様式、そして十五世紀頃のルネサンス様式となっており、聖霊教美術の各時代を表現しているようだった。

　美術館というよりも教会の聖せい堂どうといった方が似に合あう、静せい謐ひつな装よそおい。

　イザヤと玻は璃り、ふたりが訪おとずれたのは、そんな場所だった。

「──まゆきさん、放っておいてよかったんですか。魂たましいが抜けたみたいに、ぽかんと口を開けてましたけれど」

「たまには、いい薬くすりですわ」

　憤ふん然ぜんとした様よう子すで、玻璃が鼻を鳴らす。

　もっとも、実際に怒おこっているというよりは、悪いた戯ずら好ずきな友人をこらしめてせいせいしたという感じが強い。

　受付でチケットを差し出し、半はん券けんをもらった後、少女の瞳ひとみはかすかに揺れた。

　こっそり、深しん呼こ吸きゆう。

　やや躊躇ためらいがちに、訊きいた。

「あ、あの……イザヤ兄にい様さまは、迷めい惑わくじゃなかったですか」

「い、いや……問題ないです」

　イザヤも妙みように緊きん張ちようして、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

（つか、俺も不用心すぎるだろうが……）

　心の中で思うものの、言こと葉ばに出せない。

　昨夜ゆうべの玻璃の正体をつきとめるため、こうして誘さそいに乗ったわけだが、考えてみればもっとまずい状態に陥おちいってる。学校ならまだしも、ふたりだけの行動となれば逃げ場もない。

　所しよ詮せんニセモノであるイザヤなんて、もしも玻は璃りが……に取り込まれていた場合、なすすべもなく殺されるしかないだろう。

　それこそ、あの路ろ地じ裏うらで裏返しになっていた死体のように。

（…………っ）

　想そう像ぞうして、イザヤは酸すっぱいものが喉のどにこみあげるのを感じた。

（くそ、せめてあの腐くされ眼がん帯たいがいやがったら……）

　不ふ在ざいの枢すう機き卿きよう代だい行こうを呪のろう。こういう複雑な状じよう況きようこそ、あのにまにま笑いの神しん父ぷが役立つ局面なのに。

　そんなことを考えながら、入り口をくぐり、

「っ──わ」

　と、声がこぼれた。

　順路の一番最初に、少年の倍近い大きさの聖せい母ぼ像ぞうが佇たたずんでいたのだ。

　大きさに拘かかわらず、造ぞう形けいの緻ち密みつさは圧あつ倒とう的てきですらあった。

　慈いつくしみに満ちた瞳ひとみ。微び笑しようを湛たたえた唇くちびる。赤あか子ごの救きゆう世せい主しゆを抱かかえた指の一本ずつに惜おしみない愛情が込められ、衣服に寄った皺しわのひとつひとつにさえ崇すう敬けいの精せい神しんが宿やどっていた。

「…………」

　イザヤが、絶ぜつ句くする。

　少年も、ニセモノとして仕立てられる以前、カルロの詰つめ込み教育によって様々な聖せい霊れい教きよう美術の映像を見せられている。しかし、こうして実物を直に見るのは初めてだったのだ。

「どうかしました？」

「あ……その、凄すごく綺き麗れいだなって」

「良かった」

　と、玻璃は微笑を深くした。

「ここ、あたしのお気に入りなんですもの。ずっと、イザヤ兄にい様さまと来たかったんですから」

「それは……どうもありがとうございます」

「むう」

「な、何ですか？」

「まだ他人行ぎよう儀ぎですわね。──それはまあ記き憶おく喪そう失しつだってのは分かりますけれど、もう二週間にもなりますのに」

「は、はあ」

　困った風ふうに返事したイザヤへ、うん、とひとつうなずいて、少女は手を伸のばした。

「へ？」

「さあ、行きますわよ」

　手を握にぎって、順路の先へ踏ふみ出したのだ。

「と、わ、わ」

　それに引っ張られ、イザヤもまた美術館の奥おくへ誘さそわれていった。

　平日のためか、ほかの客の姿すがたはほとんど見えない。

　さきほどの聖せい母ぼ像ぞうと同じく、宗しゆう教きよう画がや聖せい人じんをモチーフとした彫ちよう像ぞうが、陳ちん列れつ品ひんの多くを占しめていた。

　足を洗われる救きゆう世せい主しゆの塑そ像ぞう。

　鳩はとや子こ羊ひつじといった、象しよう徴ちよう的てきな動物に囲まれた聖人の絵かい画が。

　銀ぎん細ざい工くをほどこした豪ごう奢しやな装そう丁ていに、壮そう麗れいな挿さし絵えをはさんだ彩さい色しき写しや本ほん。

　はたまた、七色の光を掛かけ合わせ、天使たちの円えん陣じんを表現したステンドグラス。

　精せい妙みように考え抜かれた順路は、そういった美術品のひとつずつを、なお際きわだたせていた。

　必かならずしも歴史順ではなく、同じ様よう式しきの聖人画を並べることによって、あるいはまったく違ちがう解かい釈しやくの彫像を対たい比ひすることによって──さほど詳くわしくない者にも、作者が込めようとした意い図とが浮き立って見える。

　なにげなく描えがかれた杯さかずきの形、花の数や種類はおろか、窓まど枠わくの色や配列にだって神しん聖せいな意味がある。聖人の象徴であったり、宗教的な立場を吐と露ろしていたり、その時代の葛かつ藤とうを訴うつたえていたりする。

　およそ二千年という時間をかけて、人の意い識しきに訴えかけるために磨みがかれた技術の神しん髄ずいがここにあった。

「…………」

　イザヤは、ただ沈ちん黙もくして、美術品の森を歩いている。

　聖霊教全般に関していえば、少年は冷ややかな見方を貫つらぬいている。

（……うっさんくせえ……）

　というのが、少年の正直な感かん想そうだ。

　イザヤは、聖霊教という思想にまったく賛さん同どうできない。

　根本的なところで、神かみの存そん在ざいとやらを信じられないからだ。

　本当に神がいるのなら、今すぐ人類を救すくえばいい。神様とやらが慈じ悲ひに溢あふれた存在なら、そうしない理由がない。

　被ひ造ぞう物ぶつである人間には、高みにある主しゆの御み心こころは推おし量はかれない──というのが神しん父ぷの言い草ぐさだが、推し量れないようにつくりあげたのだって主の方だろう。わけも分からず苦しんでいる子供を見て楽しむのは、よっぽどのサディストに違いない。それとも、本気で神が人類を愛あいしてるというなら、マゾヒストだろうか。

　そんなものをありがたがる人間なんて、よっぽどニッチな変■としか思えない。

　ああ。

　そんなことは、誰だれだって承しよう知ちしてるはずだ。

　誰だれだって分かってるはずだ。

　なのに、どうして。

　人は、神かみに祈いのってしまうのだろう。

「……ん？」

　通路の一枚の前で、少年の足が止まった。

　両手を広げたよりもまだ大きいキャンバスであった。

　勇ゆう敢かんそうな男が、肩に幼おさない子供を抱かかえ、渦うず巻まく河かわを着のみ着のままで渡わたっている。腰こしまでもある激げき流りゆうに対して、男が頼たよりにするのは自みずからの肉体と、今にも折おれそうな杖つえばかり。なのに男の顔にも子供の顔にも不安ひとつない。確かつ固こたる歩あゆみは必かならず向こう岸まで辿たどり着くと、見る者を勇気づけるようですらあった。

（ありゃ、カルロの……）

「カルロさんの断罪衣イスカリオテの聖せい人じん──聖クリストフォルスですわね」

　イザヤの心を読んだみたいに、玻は璃りが口にした。

「どうせなら世せ界かい一いちの強者に仕つかえたいって言い出して、あっちの王様へ行ったりこっちの悪あく魔まを訪たずねたりした変わり者。最後に悪魔も怯おびえる救きゆう世せい主しゆが一番強いっていうことで、救世主捜さがしの旅に出かけちゃったんですけど、多分まわりは振り回されてばかりだったんでしょうね。そういうあたり、カルロさんとちょっと似にてます」
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　くすくす、と少女が口くち元もとに指を添そえる。

　そして、やっと救きゆう世せい主しゆを見つけた聖せいクリストフォルスは、世せ界かいひとつにも匹ひつ敵てきする重みの救世主を抱かかえ、激げき流りゆうを渡わたる試し練れんを課かせられたのだった。

　数ある守しゆ護ご聖せい人じんの中でも、とびきりの怪かい力りきと勇ゆう猛もうさで知られた戦せん士し。

　それから、少女はすうと視し線せんを動かした。

「三枚隣となりが、ノウェムさんの断罪衣イスカリオテ、聖女アガタですわ」

　つられて、イザヤの視線も移る。

　こちらは、聖クリストフォルスよりも幾いく分ぶん小さなキャンバスだった。

　拷ごう問もんの、一場面を描えがいてるようだった。

　激はげしく燃え盛さかる炭すみ火びを前に、美しい女がほとんどの衣服を剝はがされている。今にも炎ほのおの中へ投げ出される直前で、しかし先の聖クリストフォルスと同どう様よう、女の瞳ひとみには怯おびえはなかった。

　ただ試練に立ち向かおうとする、強い意い志しだけが満ちている。

　聖女アガタ。

　ノウェムの、聖なる炎を操あやつる奇き蹟せきの──その大おお本もととなった聖女。

「幾いく多たの誘ゆう惑わくや拷問を受けて揺るがなかった、征せい服ふくされざる聖女。結局拷問で殺されてしまった後も、彼女の奇蹟は火山の爆発から住んでいた都と市しを守った。彼女を死に追いやった人たちさえ守り抜いた。その不ふ可か侵しん性せいと無む垢くな在あり方は、ノウェムに似にてるかもしれませんわね」

「ああ……」

　イザヤは、小さく呻うめいた。

　覚えている。

　忘れられるはずもない。

　あのときの情じよう景けいは、強く、強く、それこそ脳のう裏りに焼き付いている。

　二週間前の、〈獣ベステイア〉との戦たたかい。





　──「断罪衣イスカリオテ起き動どう。私は模も倣ほうします。私は模倣します。私は模倣します。私は一万六千三百八十四回、神かみの奇蹟が舞まい降りた状じよう況きようを模倣します」






　機械音をたてて、展開する聖職衣。

　天使の翼つばさにも似にて、白はく銀ぎんの鎧よろいにも似て、ノウェムを包つつみ込んだ断罪衣イスカリオテ。

　おぞましいギロチンの〈獣ベステイア〉を前に、気け高だかく立ち上がった人形の後ろ姿。





　──「限定量子干渉場、固定。仮か想そう数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・聖女アガタの第三種奇蹟を起動。──すなわち一万六千三百八十四回の試し行こうを開始します」






　世せ界かいが上うわ書がきされ、かつての奇き蹟せきが再現される。

　模も倣ほうされた奇蹟が真しん実じつとなり、〈獣ベステイア〉を残らず焼き尽つくしたのだ。

　そして、その奇蹟の原型オリジナルとなった聖せい人じんが、今イザヤの前の二枚のキャンバスに描えがかれていたのだった。

「なんだか、妬やけますわね」

「……え？」

「だって、そんなに一いつ生しよう懸けん命めい見てるんですもの。まあ、スポンサーとしてはまんざらでもありませんけれど」

「スポンサー？」

「ええ。ここ、朱と鷺き頭とうグループが全面出資してる美術館ですもの。いくつかの美術品はうちから寄き贈ぞうしたものですわよ。もちろんチケットもスポンサー特権ですし」

　腰こしの後ろで指を組んで、玻は璃りがにんまりと笑う。

　その笑え顔がおがやたらと人を食った──つまるところは、にやにや笑いの某ぼう眼がん帯たい神しん父ぷの物まねめいた表情だったもので、

「それはまあ……お気に入りの場所のはずですね」

　と、イザヤも瞬まばたきして苦く笑しようするしかなかった。

「っふ」

「っ──ははは」

　そのまま、ふたりともが顔を見合わせ、小さく笑い合った。

　なんとも馬ば鹿か馬ば鹿かしく、つい唇くちびるのほころんでしまうようなやりとりではあった。ひとしきり笑い合った後には、ほっとする和なごやかな空気が流れていた。

「じゃあ、ここに聖ゲオルギウスってのも……」

　そう言いかけたとき、逆ぎやくに玻璃が切り出したのだ。

「イザヤ兄にい様さま。ひとつ、伺うかがってもかまいませんか？」

「え、ああ、どうぞ」

　促うながした少年に、少女は問とうた。




「昨日きのうの夜、私と会いませんでしたか？」




「────っ！」

　イザヤが、息いきを飲む。

　単たんに、質しつ問もんの内容だけではない。

　核かく心しんをついた質問も理由だったが、ほんの少しの間とはいえ、そんなことも忘れていた自分に驚おどろいたのだった。

「いかがですか？」

「ちょ、ちょっと待まってください」

　詰つめ寄る少女相あい手てに、必ひつ死しに『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮か面めんを取り繕つくろって、イザヤが言う。

「もしも会ってたとしたら、玻は璃りさんが僕に訊きく必ひつ要ようなんかないでしょう？」

　すると、少女の顔は暗くなった。

「……最近、とてもぼんやりとしてるんです」

「ぼんやり……ですか」

「この一週間ぐらいですけれど、時々記き憶おくが曖あい昧まいになって、ぼうっとしてる間に時間が過すぎてるときがあります。そんなときは、なんだか夢ゆめの中にいるみたいで……昨夜ゆうべもイザヤ兄にい様さまに会ったような気がするのに、ちゃんと覚えてないんです」

（それが……本当だってのか？）

　少女の内ない心しんを見定めようと、イザヤは目を細める。

　しかし、落ち着いた少女のたたずまいからは、何も窺うかがえない。

　朱と鷺き頭とうグループの次期後こう継けい者しやは、自分よりもよほど上うわ手ての噓うそつきなのかもしれなかった。

「私の体質を覚えてますわね？」

　今度の微び笑しようは、どこか悲ひ哀あいを含ふくんでいた。

　制服の腹ふく部ぶを押さえている。そこに何があるかを、イザヤは知っている。

〈獣胎〉エンブリオ、という。

〈獣ベステイア〉は、人を喰くらう。

　感応した人間や、喰らった人間の欲よく望ぼうを喰らって、カタチと『力』を得る。高位の〈獣ベステイア〉に至いたっては、喰らった人間の人格や姿すがたになりすますことさえできる。

　しかし、ごく稀まれに、喰らわれた人間が喰らった〈獣ベステイア〉と拮きつ抗こうする場合があるのだ。

〈獣ベステイア〉に喰らわれながら、奇き跡せき的てきにその意い識しきを保っている──〈獣胎〉エンブリオと呼ばれる状じよう態たい。

　朱鷺頭玻璃こそが、まさにその〈獣胎〉エンブリオであった。

「以前にも、言いましたわね」

　と、少女は言う。

「〈獣胎〉エンブリオのほとんどは、結局〈獣ベステイア〉に喰われてしまうの。一時的には人間の意識が勝っていても、最後は〈獣ベステイア〉となってしまう。それは〈獣ベステイア〉の存在に、はかない人間の意志では抗あらがえないということなのでしょうね」

「…………」

　何を信じていいのか、イザヤには分からない。

　昨夜の玻璃は、少女と〈獣ベステイア〉の拮抗が破やぶれた結果なのか。

　それとも、すでに玻璃は〈獣ベステイア〉とすりかわっていて、今の言葉も行動もすべてが演えん技ぎなのか。

　ぞくり、と生なまぬるい悪お寒かんが首くび筋すじを辿たどった。

　まるで美術館全体が、あの路ろ地じ裏うらの──血ちの沼ぬまに変じたような錯さつ覚かく。

　しかし、異い変へんは思わぬカタチで現れた。

　突とつ然ぜん、がくり、と少女が膝ひざをついたのだ。

「玻は璃り──さん!?」

　駆かけ寄った少年の前で、少女はまた腹ふく部ぶを押さえていた。

　その指の間に、赤いものが滲にじんでいた。

「今、〈獣ベステイア〉が……」

「〈獣ベステイア〉が!?」

〈獣胎〉エンブリオとしての、少女の性せい質しつ。

〈獣ベステイア〉の接近に、玻璃の身体からだは大きく反はん応のうする。反応の種類はそのときによって様さま々ざまだ。鈍どん痛つうや吐はき気けもあれば、時に聖せい痕こんとも似にた流りゆう血けつ現げん象しようも起こりうる。今回のそれは最後を選んだようであった。

「ええ……近く……多た分ぶん隣となりの区ぐらい……たった今……『力』を振るってる……」

　イザヤの、喉のどがひきつる。

（また……あんな……糞くそったれな化ばけ物が現れやがったってのか……？）

〈獣ベステイア〉。

　二週間前に遭そう遇ぐうしたあの化け物が、再ふたたび。

　想そう像ぞうしただけで、少年は芯しんから震ふるえた。『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮か面めんが剝はげ落ちそうになって、強く奥おく歯ばを嚙かむ。

　それでも、崩くずれ落ちた少女の肩に手をやったところで、玻璃が掠かすれた声で続けた。

「早く……逃げないと……」

（っ！）

　判断は、一いつ瞬しゆんだった。

　少女の肩においた手を離はなし、イザヤは大きく後ずさったのだ。

「……イザヤ……兄にい様さま？」

　弱々しく眉まゆをひそめた玻璃へ、

「あなた……一体誰だれです？」

　と、少年は問うた。

「何……のこと？」

「玻璃さんならそうは言いません。逃げないとじゃなくて、戦たたかわないと、と言うはずです。すぐにだって教団と連絡を取るでしょう」

　朱と鷺き頭とう玻璃は、強く〈獣ベステイア〉を憎にくんでいる。

　自分が人間でも〈獣ベステイア〉でもかまわない。だけど戦たたかわずに死にたくないと、そう叫さけんでいた少女こそが玻は璃りだ。

　楚そ々そとした仕し草ぐさに隠かくされた、その激はげしい怒いかりと闘とう志しこそが真しん実じつ。

　たった二週間しかつきあいのないイザヤにだって分かる、唯ゆい一いつ無む二にの性質パーソナリテイ。

「あなたは……一体、誰だれですか？」

　もう一度、少年が言う。

「ああ」

　と、玻璃は唇くちびるをほころばせた。

　正体不明の相あい手てに身み構がまえていたのに、イザヤの目はその微び笑しようへ釘くぎ付づけになった。

　淡あわく、ほの暗い、闇やみと月げつ光こうを結けつ晶しようさせたような笑えみであった。

「残念。あっさりばれちゃった。思ったより理解されてるんだなあ、この娘。そういうのってちょっと羨うらやましいかも」

　嫣えん然ぜんとした声の響ひびき。

　美術館の飴あめ色いろの光の下、豊ゆたかな黒くろ髪かみが自由を謳おう歌かするように広がる。

　雪のような肌はだは順路に居い並ならんだキャンバスの聖せい女じよたちより白く、薔ば薇ら色いろの唇は聖人たちの身を濡ぬらした贖しよく罪ざいの血よりなお赤い。顔の造ぞう作さくも体つきも何ひとつ玻璃と変わらないのに、天使の降こう臨りんしたような輝かがやきを少女は纏まとっていた。

　しかし、この天使のいた天国とは、血ちみどろの地じ獄ごくに違ちがいない。

　もしもこの女が得えられるなら、いかなる君くん子しも理性をかなぐり捨てるだろう。たとえ得られるのが甘あまい吐と息いきのひとつ、憂うれいの瞳ひとみの一いち瞥べつであろうとも、命を差し出す者は引きも切るまい。

「…………っ」

　今度こそ、イザヤは確信した。

　自分が出会ったのは、この女だ。

　今の玻璃こそは、紛まぎれもなく、あの路ろ地じ裏うらで血に微睡まどろんでいた妖よう女じよであった。

　いいや、それ以前、二週間前の出で来き事ごとだって……

「どうしたの？　昨夜ゆうべのことでも思い出してくれてる？　それとももっと別のこと？」

　微笑を深くして、妖女は少年を見つめる。

　そして、こう続けることで、イザヤを戦せん慄りつせしめたのだ。




「でも、〈獣ベステイア〉の話は噓うそじゃないんだけどな。それも、たった今戦ってるみたい。──今この都と市しで戦っているとなると、あなたの大事なお人形さんじゃないかしら？」
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　──まるで、グロテスクな花火だった。




　人形の身体からだが、爆はぜる。

　裏うら返がえしになったノウェムの身体は、路ろ地じ裏うらの中ちゆう空くうへおびただしいケーブルとちぎれた人じん工こう筋きん肉にくの束たばを吐はき出した。白い人工血液がこれでもかとぶちまけられ、安っぽいコンクリートの壁かべを染そめた。

　右足だけが。

　片足となったノウェムの身体は、依い然ぜん路地裏の空にあった。

　異い変へんを感じた直後に、機械の右足をパージしたのだ。

　その直感が正しかったかどうか、被ひ害がいは右足だけにとどまり、聖職衣カソツクから覗のぞく少女の下か腹ふく部ぶには、接せつ合ごう部ぶの金属が鈍にび色いろの光を反はん射しやしていた。

「っ──！」

　爆ぜた右足を顧かえりみず、ノウェムは片足だけでビルの壁へき面めんを蹴ける。

　片足を失うしなったバランスの再さい調ちよう整せい、軌き道どうの再計算をコンマゼロ数すう秒びようですませ、路地裏の中空をジグザグに縫ぬう。

　相あい手てに的まとを絞しぼらせぬよう、今はできるかぎり高速で動くしかなかった。

　いまだ、敵てきの姿すがたは見えない。

　攻こう撃げきも謎なぞ。

　どうやら身体に潜もぐり込んだ何かが相手を裏うら返がえしにするらしいと、その程てい度どしか分からない。おそらくは路地裏に潜ひそみ、何かを射しや出しゆつしていると思われるが、それだって推すい測そくでしかなかった。感度をぎりぎりまであげたセンサーにも、自分以外の存そん在ざいは捕ほ捉そくできない。

　だけど、確実にまだいる。

「…………」

　無表情に、ノウェムは自分の胸むな元もとを摑つかんだ。

　人工皮ひ膚ふを突つき通すような、強きよう烈れつな視し線せんが人形を睨ねめつけていた。

　覗のぞかれている。

　じいっと、こちらを観察している。

　いいや、そんな言こと葉ばではまるで足たりない。

　自分の身体が分解され、皮膚から肉から裏返しにひっくり返され、眼がん球きゆうのひとつずつ、爪つめのひとつずつ、置ち換かんされた骨こつ格かくから人工の産うぶ毛げに至いたるまで、舐なめられるようにねっとり検けん分ぶんされるのをノウェムは錯さつ覚かくした。

　どこから放ほう射しやされているのかは分からぬが、見られた肉が内側から腐くされてしまいそうな──人形であるノウェムをして、そんな錯さつ覚かくを想そう起きさせる視し線せんだった。

「まるで……幽霊レムレースです」

　実体なき、悪あく意いだけの化ばけ物。

　悪あく霊りようの〈獣ベステイア〉。

　しかし、退たい避ひ行動にも移れない。

　迂う闊かつに背中を見せれば、その隙すきこそ突つかれるだろう。

（断罪衣イスカリオテが……使えれば……っ）

　歯は嚙がみする。

　ノウェムの断罪衣イスカリオテはイザヤの承しよう認にんがなければ解放できない。そして断罪衣イスカリオテのサポートがなければ、奇き蹟せきに限らず、単たん純じゆんな戦せん闘とう能のう力りよくも大おお幅はばに低下する。

（あるいは……せめて旧きゆう区く画かくでなければ……）

　ほかの区画なら、ノウェムが遠隔操作リモートコントロールできる設備がいくらもあったことだろう。自分のセンサーだけに頼たよらずとも、利用できる監かん視しカメラやレーダーがあったに違ちがいない。

　今の、この場所においてはどちらもなかった。

　ネットワークとの接続さえ、〈獣ベステイア〉の能力によってか断だん絶ぜつしてしまっている。

　それでも──

　淡あわい色の唇くちびるが、小鳥のように呟つぶやく。

「コード──0jp[image: ]GKU」

　路ろ地じ裏うらで跳ちよう躍やくを繰くり返しながら、微び細さいな電流のコードによって、液えき体たい金属の腕うで輪わがたちまち剣けんとなって硬こう化かした。

　ノウェムの手にあっては、複合装そう甲こうさえ切り裂さく武器。

〈聖十字の剣〉。

　たとえ倒たおせずとも、一いつ矢しを報むくいなければ。

　ほんの少しでも、この化け物の正体を探さぐらなければ。

（イザヤ様が……）

　あの少年が、無ぶ事じでいられるように。

「────！」

　咄とつ嗟さに背後へ剣を振るったのは、生なま身みの脳のうによる第六感だったか、電でん子しチップに蓄ちく積せきされた戦せん闘とうデータの発はつ露ろだったか。

　ふつり、と何かを切った手て応ごたえがあった。

（糸？）

　光を反射して、至し極ごく細い何かが人形の視し界かいをよぎったのだ。

　それまで、ノウェムでさえ気づかなかったほどの、ミクロンレベルの細ほそ糸いと。

　この糸が、右足を裏うら返がえしにした正体か？




　しかし、人形にそれを考える時間はなかった。




　次の瞬しゆん間かん、別の糸が少女の胴どう体たいに絡からみついたのだ。

「っぁ──！」

　ごお、と振り回される。

　風にもちぎれそうな細さでありながら、その糸は人形の跳ちよう躍やくをせきとめ、ばかりか巨きよ人じんにも匹ひつ敵てきする剛ごう力りきでノウェムの身体からだを風ふう車しやのごとく回転させた。

　即そく座ざに断ち切りはしたが、空中で振り回された慣かん性せいは打ち消せない。

「ッくぅ、あっ！」

　ノウェムの身体が、路ろ地じ裏うらの地面へと激げき突とつする。

　アスファルトがめくれあがり、人形の四し肢しの──今や三肢となった接合部がはかない火花を散ちらせた。





３






「ノウェムが……〈獣ベステイア〉と戦たたかってる？」

　愕がく然ぜんと呟つぶやいた少年に、玻は璃りだった妖よう女じよが小さくうなずく。

　その仕し草ぐささえ、おぞましいほどに艶なまめかしかった。幸さいわい、順路にほかの客の姿すがたは見えなかったが、もしも他人が居い合あわせたなら、年ねん齢れいとたたずまいの落らく差さに目を剝むいただろう。

　そこに立つだけで、見る者の凶きよう暴ぼうな何かを助じよ長ちようさせてしまうような──そんな美しさを、今の玻璃は孕はらんでいた。

「ふざけないでください！　ノウェムが〈獣ベステイア〉を発見したなら、対テロ訓くん練れんでもなんでも理由をつけて、すぐに避ひ難なん警けい報ほうが発令されるはずでしょう……っ」

「さあ？　あたしは〈獣ベステイア〉の『力』の気け配はいを感じただけだもの。それに、どちらが見つけたのかも知らない。〈獣ベステイア〉が先にノウェムさんを見つけたなら……ええ、高こう位いの〈獣ベステイア〉の纏まとう喪そう神しん現げん象しようが、通信自体を途と絶ぜつさせるのはよくあることじゃなくて？」

　微び笑しようして言う少女を前に、イザヤは歯はぎしりした。

（それが本当なら……あいつ……断罪衣イスカリオテ無しで……っ）

　ぐ、と少年は拳こぶしを握にぎりしめた。

　気が逸はやる。

　今にも背中を向けて、走り出してしまいそうな自分を押さえ込むだけで、相そう当とうな精神力を要ようした。

　だいたい、自分の方がよほど生命の危機かも知れないのに。

「ふうん、意外ね」

　と、妖よう女じよは首を傾かしげた。

「そんなにあの人形が心配？　あなた、『九瀬諫也』なんかじゃないんでしょう？」

「っ──！」

　イザヤが、再ふたたび硬こう直ちよくした。

　それでも、表情にはおくびも出さなかった。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』らしいポーカーフェイスのままで訊きく。

「あなたは……何を？」

「あら。どうして分からないと思うの？　記き憶おく喪そう失しつだとか、聖せい戦せんから二年後の帰き還かんとかいうほうが、よっぽど不自然だと思うけれど」

　むしろ不ふ思し議ぎそうに、妖女は肩をすくめた。

　そんな仕し草ぐささえ、こちらの喉のど元もとをくすぐるようにあだっぽい。

（……こい、つ）

　昨日きのう、イザヤはノウェムに言った。

　自分が『九瀬諫也』だと周まわりを騙だませているのは、周りが騙されたいと望んでいるためだと。『九瀬諫也』という幻想ゆめが甘あまいからこそ、彼らは自分で自分の目を曇くもらせているのだと。

　だとすれば、この妖女がイザヤの正体を見抜けるのも当然だったろう。

　しかも、それは少年の生せい殺さつ与よ奪だつの権けん利りを、この妖女が握にぎったということでもある。

　今のたった一ひと言ことで、イザヤの動きは封ふうじられたのだ。

「あなたは……」

　言いかけた少年に、妖女が先さきんじる。

「そうそう。あたしのことを他人に話すのもやめた方がいいわね。もしもこの娘こにあたしのことが伝つたわったら──この娘、間ま違ちがいなく、自分で自分を裁さばくわよ？」

「…………」

　自じ殺さつする、とは言わない。

　聖せい霊れい教きようの信しん徒とに自殺は許ゆるされてないからだ。

　しかし、それだけに自分で自分を裁くという物言いは、重おも苦くるしいまでの説得力があった。玻は璃りの激はげしすぎる気き性しようからすれば、自分が〈獣ベステイア〉に乗っ取られてると知ったら、すぐさま研究所のサンプルを志し願がんしてもおかしくない。

「てめえ……誰だれだ？　玻璃を喰くらった〈獣ベステイア〉か？」

　もはや、イザヤは『九瀬諫也』の仮か面めんをかぶらなかった。

　地の声で、ぎらついた目で正面から問とう。

「バビロンの大だい淫いん婦ぷ」

　妖よう女じよの微び笑しようが深くなる。

　対たい照しよう的てきに、イザヤの身体からだは強こわ張ばった。それは玻は璃りを指して、二週間前の〈獣ベステイア〉が囁ささやいた言こと葉ばではなかったか。

「……って言ったら満足？」

　くすくすと、妖女が笑い声を漏もらした。

　その響ひびきにも、聞く者の身体を熱くさせる蠱こ惑わく的てきな何かがあった。

「噓うそ。実のところはね、あたしも自分が誰だれだか分からないの。〈獣ベステイア〉かどうかって訊きかれても困こまっちゃうわ」

「分から、ない？」

「そうよ」

　と、妖女は自分の胸むな元もとを指した。

「だって、あたしが表おもてに出られたのって、本当につい最近なんだもの」

　しみじみと、妖女は言う。

　小さく、わざとらしいため息。

「はっきり記き憶おくがあるのは本当に最近。こうして他人と話せるほど、あたしだけになってるのなんて、合計しても数時間ぐらい。

　分からないかもしれないけど、あたしとこの娘玻璃の境きよう界かいってとっても曖あい昧まいなの。この娘も言ってたでしょ？　なんだかぼうっとしてることがあるって。記憶のつじつまも、その程てい度どでなんとなく合わされちゃうのよね」

「…………」

　少年は、言葉もない。

　妖女の言葉が真しん実じつかどうか、イザヤの脳のうはフル回転して検けん証しようするが、あまりにも判断材ざい料りようが少なすぎた。

「じゃあ……昨夜ゆうべのはなんだ？　あの路ろ地じ裏うらは？」

「あれ？　ああ、〈獣ベステイア〉の気け配はいを感じたから追いかけてみただけよ。ええ、とっても素す敵てきな舞ぶ台たいではあったわね。湯ゆ気げの立ちそうな臓ぞう物もつの臭においも、こりこりした眼がん球きゆうの感かん触しよくも、固まりかかった血ちの色合いも本当に素敵。すっごくとろけそうになっちゃった」

　うっとりした顔で、妖女が告つげる。

　あのおぞましい景け色しきこそ、最高の酒しゆ宴えんだったと言うように。

　それだけで、この妖女が社会と折おり合わないモノだと思う。多くの人間が密みつ集しゆうして生きる現代社会で、この相手はどうやっても歓かん迎げいされない異い物ぶつだと悟さとる。

「どう？　いまのところは、あなたと傷きずつけ合わなくてもいいと思うのだけど？」

（どこが、だ……この腐くされ化ばけ物……っ）

　内ない心しんでなじりつつ、イザヤは吐はき気けをこらえる。

　やはり、正体が分からない。自分でも〈獣ベステイア〉かどうか分からないなどという戯ざれ言ごとを、どこまで信じていいのか皆かい目もく見けん当とうがつかぬ。

　しかし、今は別のことが気にかかった。

「てめえは……なんで、〈獣ベステイア〉を追いかけたんだ？」

「……ああ」

　と、妖よう女じよは困った風ふうに眉まゆをひそめた。

　どこか、楽しそうでもあった。

「やっぱり、そこに気がついちゃった」

　ずるりと。

　真しん紅くの唇くちびるが、裂さけるように開いたのだ。




「……食べたいのよ」




「な──っ？」

「〈獣ベステイア〉を……あたしは食べたいの。ずうっとずうっと、この娘この中で飢うえていたんだもの」

　下か腹ふく部ぶに触ふれて、妖女は熱い吐と息いきを漏もらした。

　それまでで一番とろりとした声で、女は舌したなめずりしたのだった。

　独どく立りつした一個の生物のように、その舌はちろちろと薔ば薇ら色いろの唇を蠢うごめき、悦えつ楽らくのごとき告こく白はくを美術館の薄うす闇やみにこぼした。

「あたしは、あたしが誰だれか分からない。でも、そんなことどうでもいいのよ。自分が誰かなんて分からなくても、この世せ界かいは楽しいわ。ええ、とっても眩まばゆくて目まぐるしくて狂くるおしくて、誰もが滑こつ稽けいに地面を這はいずってて、それだけで十じゆう分ぶんで十じゆう全ぜんだわ。くだらない自分探さがしなんてごめんだし、命なんて生きてるだけでたくさん。

　──だけどね、この飢うえは別」

　妖女の瞳ひとみは、暗あん褐かつ色しよくの宝ほう石せきのように深い情じよう念ねんを宿やどした。

「あたしはきっと、そういう化ばけ物なんだと思う。単たん純じゆんな食物連れん鎖さよ。人間を喰らう〈獣ベステイア〉。その〈獣〉を喰らうあたし」

「…………っ」

　イザヤは、呼こ吸きゆうを止めていた。

　到とう底てい、すぐさま信じられるような話ではなかった。

〈獣ベステイア〉を──喰らう？

　人間を喰らう〈獣ベステイア〉を、さらに喰らう化け物？　この妖女が？

　いかにこの妖女が正体不明とはいえ、そのようなことがありえるのか？

　それから、妖女はゆっくりと少年の瞳を見つめた。

「あたしは話したわ。今度は、あなたが話す番よね」

　と、少年ににじり寄る。

「あなたの目的は何かしら。ずうっとニセモノを演えんじ続けるってのも無む理りな話よね。そうすると一定期間、多分半年か一年ぐらい、皆みなを騙だませていれば良いのかしら。うん、あのにやにや神しん父ぷなら考えそうなことよね」

「…………」

　図ず星ぼしである。

　頭ず脳のうは明めい晰せきなようだった。イザヤからすれば不利な要よう素そばかりが積つもっていく。

「それを訊きいてどうするつもりだよ」

「どうしようかしら」

　妖よう女じよが顎あごに人差し指をおいて、首を傾かたむけた。

　いつもの玻は璃りと同じ仕し草ぐさ。

　同じ仕草で、同じ顔で、だからこそ一いつ層そう違い和わ感かんが際きわだつ。

　そんなとき、不意に、甲かん高だかい機械音声の放送が館内へ響ひびき渡わたったのだ。





「避ひ難なん警けい報ほうが発令されました。特別指定教区法第四条にのっとり、十一区の全市民に避難を勧かん告こくします。八区の市民は不用意に動かないようお願ねがいします。繰くり返します。避難警報が発令されました──」






「あら。やっと〈獣ベステイア〉が見つかったのかしら？」

　天てん井じようを見上げて、妖女が囁ささやく。

（……くそ……っ。そいつもブラフじゃねえのかよ）

　イザヤは動けない。

〈獣ベステイア〉の存そん在ざいが本当だったなら、なおさら状じよう況きようは最悪だ。

　自分がいなければ、ノウェムは戦たたかえないのに。

「ふうん。まだあの人形が気になってる？」

　妖女が、片かた目めをつむった。

「いいわ。特別に、それからすませてあげましょうか？　幸さいわい、これぐらいの距きよ離りだったらなんとかなりそうだし、あなたにはこの前、ひとつ食べさせてもらったものね」

「な……に……っ？」

「ほら」

　妖女が手を振った。

　すると、その指先から、ぞろりと爪つめが伸のびたのだ。

　長く、黒く、禍まが々まがしい爪であった。突とつ然ぜん指の長さほども爪が伸びる奇き現げん象しよう以上に、その禍まが々まがしさがイザヤの網もう膜まくにはこびりついた。

「お前……何を？」

「黙だまって」

　きつい声で、妖よう女じよが言う。

「結けつ構こう、疲つかれるのよこれ。ええ、多た分ぶんできると思うのだけれど、実際やってみるのは初めてだもの。うまいこといったらおなぐさみってぐらい」

　すう、と爪つめが女の指を滑すべった。

　一いつ瞬しゆん、何も起こらなかったように見えたが、妖女が指に力をこめると、白い肌はだにゆっくりと血ちの珠たまが盛もり上がったのだ。

　わずか一いつ滴てき。

　しかし、その一滴の緋ひ色いろの深さたるや、紅こう玉ぎよくさえ遙はるかに凌りよう駕がした。

（なん……だ、こりゃ……）

　現実にイザヤは目を奪うばわれ、その香かおりの芳ほう醇じゆんさにじいんと頭の芯しんまで痺しびれさせた。いかなる名めい花かも葡萄ぶどう酒しゆもこれには及およぶまい。たった一滴の血に、人類の知るあらゆる麻ま薬やくが凝ぎよう縮しゆくされているように思えた。




「……来たれ」




　静しずかな声とともに、血の珠は床ゆかへ滴したたった。

　瞬しゆん間かん。

　美術館の床が──いいや、その真ま下したの大地がわなないたのである。




「不ふ浄じようなるもの来たれ。脆ぜい弱じやくなるもの来たれ。災わざわいなるもの来たれ。主しゆに抗あらがいし愚おろかなるもの来たれ。──我わが血の一滴を争あらそい、貪むざぼり、飲み干ほさんがため、疾とく疾く疾く我が前に来たりて頭こうべを垂たれよ」




　わなないた大地の底より、実体なき何かが湧わいた。

　ひどく朧おぼろで、黄色い影かげだった。

　まるで砂さ漠ばくに舞まう、黄こう砂さのごとき薄うす影かげであった。

　人影というにも輪りん郭かくが曖あい昧まいすぎる、何者とも知れない影の集団。

　それらの薄影が、妖女のまわりに次々と並ならび立ったのだ。あたかも女王にひざまずく奴ど隷れいを思わせて、影の列は皆みな膝ひざを折おり、深々と身体からだの一部を床に這はわせている。床に滴った距きよ離りから同一円上に距離をおいて、影のそれぞれは互たがいを牽けん制せいし合っているようでもあった。

　その気け配はいに、イザヤはある存そん在ざいの印いん象しようを重ねた。

（こいつら……まるで……〈獣ベステイア〉の……）

「間ま違ちがえてないわ」

　と、表情から思考を察したのか、妖よう女じよが微び笑しようした。

「〈獣ベステイア〉のなりそこないのようなものだもの。あたしが食べるにも適てきさない、現げん世せにさえ干かん渉しようできない低級な〈獣ベステイア〉の欠片かけら。ふふ、それでもあたしの血が欲ほしいのよ。欲しくて欲しくてたまらないの。同族同士で殺し合ってもかまわないぐらいに」

　妖女の唇くちびるは、得えも言われぬ愉ゆ悦えつを含ふくんだ。




　──『これは私の血、契けい約やくの血である』




　不意に、イザヤはそんな言こと葉ばを思い出した。

　聖せい霊れい教きようの救きゆう世せい主しゆが残した言葉だ。

　最後の晩ばん餐さんにて十二人の使し徒とに与えられ、あらゆる奇き蹟せきの源みなもととされた聖せい杯はい伝でん説せつの始まり。聖体儀式ミサでも使われる、お決まりの文もん句くだ。

　しかし、今妖女が滴したたらせた血は、遙はるかに邪じや悪あくであった。

「さあ、誰だれ？　あたしの願ねがいを叶かなえて、あたしの血を口にする卑いやしきモノは」

　女王が、影かげたちに問とうた。

　一体が、前に出た。

　ほかの影たちが身み震ぶるいする。悔くやしさのあまりだと、イザヤは思った。この女王の願いに応おうじられぬ自分が、消え入りたいほど口くち惜おしいのだ。

　その一体が、手をあげた。

　すると、美術館に、ありえぬ風が巻いた。

「目をつむって」

「あん？」

「目をつむって。喪そう神しん現げん象しようと同じよ。まともに目にしたら、『世せ界かいの歪わい曲きよく』に人間としての認識が耐たえられないもの。最悪、廃はい人じんになっても責せき任にんは取らないけれど？」

「…………っ」

　あわてて、イザヤが固く目をつむる。

　同時に、風は強く、異い様ような感かん触しよくをともなって、美術館の通路を吹き抜けた。

（う……お……っ）

　まるで、体中がめくれあがるような──内ない臓ぞうが皮ひ膚ふとなり、皮膚が内臓と置き換わるような感覚。裏うらは表おもて、表は裏。肉にくも骨ほねも細さい胞ぼうのひとつずつまで余あまさずめくれかえり、嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくや味み覚かくや触しよつ覚かくまで異い次じ元げんの何かとすりかわる。

　そして。




　世界が──めくれかえった。
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　センサーが回かい復ふくするまで、数すう秒びようの時間を要ようした。

　激げき突とつのショックで、それだけの時間、機能が途と絶ぜつしたのだった。砕くだけたアスファルトの中で、人形の身体からだはひどくねじれていた。

「……お、あ」

　傷きずついた肺はいから、自然と苦く鳴めいが漏もれた。

　痛いたみを感じなくとも、そうした生せい理り現げん象しようまでは消しよう去きよできない。置ち換かんされた金きん属ぞく骨こつ格かくこそ堅けん固ごなものの、内ない臓ぞうや心しん肺ぱい機き能のうには強化の限界があった。

（……こ、こは）

　瞳ひとみを、巡めぐらせる。

　今の一いち撃げきで、ずいぶんと跳はね飛ばされたようだ。

　人形の身体が横たわっているのはすでに路ろ地じ裏うらではなく、旧きゆう区く画かくの小さな倉そう庫こ街がいであった。せめても土地を有ゆう効こう活かつ用ようしようとした結果か、錆さびたコンテナや倉庫が曇くもり空に打ちひしがれている。

　遠く、放送が聞こえた。





「避ひ難なん警けい報ほうが発令されました。特別指定教区法第四条にのっとり、十一区の全市民に避難を勧かん告こくします。八区の市民は不用意に動かないようお願ねがいします。繰くり返します。避難警報が発令されました──」






　やっと、街まちの監かん視し網もうも〈獣ベステイア〉の存そん在ざいを捉とらえたらしい。

　遠方の側から次々と隔かく壁へきが立ち上がり、この地ち域いきを封ふう鎖さしつつあるのが理解できた。さきほどまでと逆ぎやくに、旧区画だったことが幸さいわいしたか、ほぼ人の影かげは見あたらなかった。

　自分の通信機構も回復している。

（だったら──）

　身体のあちこちから火花を散ちらしながら、ノウェムは首を巡らせた。

　糸が、見えた。

　風にそよぎ、自分の身体に潜もぐり込もうとする、数十の糸の襲しゆう来らい。

　刹せつ那な、人形もまた叫さけんだ。




「──撃てフアイア！」




　轟ごう音おんが、ノウェムの眼がん前ぜんを覆おおった。

　近くの倉そう庫こさえ砕くだきながら、怒ど濤とうのごとき猛もう烈れつなフルオート射しや撃げきが、周しゆう囲いの空間ごと〈獣ベステイア〉の糸を吹き飛ばしたのだ。

　遠隔操縦リモートコントロール。

　もともと、御みさ陵さぎ市しは〈獣ベステイア〉と対たい抗こうするために造つくられた都と市しだ。ありきたりなマンホールや電でん柱ちゆうに偽ぎ装そうして、さまざまな武ぶ装そうが施ほどこされている。今の二十ミリ機き関かん砲ほうもそのひとつだった。

　旧きゆう区く画かくの路ろ地じ裏うらゆえ撃うつに撃てなかったのが、今の激げき突とつでやっと射しや程てい範はん囲い内ないに入ったのだ。

　無む論ろん、〈獣ベステイア〉には普通の武器は通じない。

　こんなものは足止めか、威い嚇かく程てい度どの意味しかない。

　それで、十じゆう分ぶんだった。

（せめて……〈獣ベステイア〉の、姿すがただけでも確かく認にんを……っ！）

　闘とう志しを絶たやさず、人形が立ち上がる。

　失うしなわれた片かた足あしを、大おお鎌かまのカタチに変形させた〈聖せい十じゆう字じの剣けん〉で補おぎなった。杖つえのごとくについて、ノウェムは今の糸の発生地点へひた走った。

　そのときだった。

　愕がく然ぜんと、人形は立ちすくんだ。

「──ノウェム！」

　聞こえるはずのない声が、聞こえた。

「イザヤ──様──？」

　茫ぼう然ぜんと振り向いた先に、いままで人形のセンサーではいなかったはずの、ふたつの人ひと影かげが浮いていた。




　イザヤと、玻は璃りであった。
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　──世界が、めくれあがった。




「……か、は……っ」

　肺はいの中に残った空気を絞しぼり出し、イザヤが我われを取り戻すのに数すう秒びようかかった。

「お、前……っ」

　猛もう烈れつな嘔おう吐と感かんと目眩めまいを感じながら、顔面を摑つかむ。

　ぎりぎりと、爪つめの先が血ちに滲にじむほどに握にぎりしめて、やっと現実の感覚が取り戻せた。それほどに、今の異い変へんは少年の身体からだと精神を苛さいなんでいた。

　対して、

「目的は果はたせたと思うけれど？」

　と、妖よう女じよは悠ゆう然ぜんと口にした。

　その言こと葉ばに周しゆう囲いを見やって、少年は知る。

　自分が立っているのが、さきほどまでの美術館ではなく、見知らぬ倉そう庫こ街がいであることを。

「こ、こは……」

　信じられなかった。

　これまでも、〈獣ベステイア〉の壮そう絶ぜつな『力』は見てきた。

　いかなる現代兵器をも無む効こう化かする『再さい構こう築ちく』はもとより、たやすく高こう層そうビルを切断し、余よ波はだけで大だい観かん覧らん車しやを破は壊かいしうる〈獣ベステイア〉の異い形ぎようを目まの当たりにしていた。

　だが、今の現げん象しようはそんな枠わくさえも飛び越こえている。

　瞬しゆん間かん移い動どう？

〈獣ベステイア〉を喰くらうというこの魔ま女じよは、どれほどの『力』を秘ひめているのか？

　動どう揺ようしている少年に対して、妖女は淡あわく微笑ほほえんだ。

「……これで、貸しは返したわよ」

　ふわあ、と小さなあくびひとつ。

「ああ、眠くなっちゃった。おやすみなさい」

　しなやかな肢し体たいが、ゆっくりと傾かたむく。

　そのまま、玻は璃りの身体は、少年の胸むな元もとに倒たおれ込んだ。

　ばかりか、倒れ込んだそのときには、すでに寝ね息いきをたてていたのである。

「て、てめえ！」

　文もん句くを言い尽つくすことはできなかった。

　倒れた玻璃の身体を抱かかえながら、少年は視し界かいの端はしに、さらなる人物を捉とらえていた。

　ノウェムの姿すがたが、見えたのだ。

（ノウェム──片かた足あしが!?）

　その姿に、息いきを飲む。

　そしてほぼ同時に、もうひとつの存そん在ざいも、イザヤは見てしまったのだ。

　人形からは死し角かくとなる、半はん壊かいした倉庫の陰かげだった。

　その陰に、ごく細い何かが、身みをよじらせて持ち上がっていたのだ。

　あるいは、さきほどの瞬間移動で、イザヤの視し覚かくに異い常じようが生しようじていたのかもしれない。普ふ段だんならきっと見み過すごしたろうごく小さな存在まで、今の少年ははっきりと認にん識しきできた。

　それは、撚よりあわされた糸であった。

　何本も何本も、機き関かん砲ほうによって砕くだかれた瓦が礫れきのあちこちから、撚よりあわされた糸が這はい出てくる。自みずから動く糸というだけで十じゆう分ぶんな怪かい異いだが、少年が愕がく然ぜんとしたのは糸の動きがもたらした結果であった。

　それらはゆっくりと持ち上がり、互たがいに絡からまり合って、あるカタチを成なしたのだ。

　生き物だった。

　全長は、優ゆうに数メートルもあろうか。

　無数の汚よごれた細ほそ糸いとが緊きん密みつに撚りあわさり、縦じゆう横おうに湾わん曲きよくして、たくましい筋きん肉にくを形成する。ある糸は羽う毛もうを表現し、ある糸は複ふく雑ざつに組み合わされて獰どう猛もうな瞳ひとみを演出した。どうしようもなくいびつな造ぞう形けいながら、それは猛たけ々だけしい翼つばさとねじれた嘴くちばしを備えていた。

　ばかりか、胴どう体たいや首から不ぶ気き味みに形成された、四対の瞳。

　それは、撚り糸細ざい工くによってつくられた、巨きよ大だいな異い形ぎようの鷲わしだったのである。

（あの……できそこないの鷲みたいなのが……〈獣ベステイア〉……っ？　ノウェムと戦たたかってんのか？）

　少年が呻うめく。

　ノウェムは、まだ気づいてないようだった。

　無理もない。もとが極ごく細ぼその糸とあっては、人形のセンサーとてそう簡かん単たんには感知できまい。

　音ひとつたてず、撚り糸細工の翼が羽ばたいた。

　その嘴がノウェムへ突つき刺ささらんと飛ひ翔しようするのを見たとき、思わず少年は声をあげていた。

「ノウェム！」

「イザヤ──様──？」

　信じられぬような表情で、人形がこちらを振り向いた。

　動きが止まっている。

（馬ば鹿か……っ！）

「右だ！」

　咄とつ嗟さにあげた声に、人形は正しく反はん応のうした。

　右手の〈聖せい十じゆう字じの剣けん〉が液えき体たい金属へ戻り、たちまち長ちよう大だいな鎖くさりとなって倉そう庫こへ絡みついて、ノウェムの身体からだを素早く引っ張り上げた。

　まさしく、紙かみ一ひと重え。

　わずか数ミリの差で、人形の銀ぎん髪ぱつを〈獣ベステイア〉の翼が切り裂さく。ばかりか、その延えん長ちよう上じようで、堅かたいコンクリートの床ゆかと倉庫の屋根が断たち切れたのだ。

　鮮あざやかな斬き線せんをなぞって、ずるりと複数の倉庫がずれた。

　単たんに、敵てきを裏うら返がえしにするだけではない。

　いかなる魔ま性しようをもってか、撚りあわされた〈獣ベステイア〉の翼は、遠方の物体さえ断ち切る『力』を有ゆうしているらしかった。

　ブーメランのごとき弧こを描えがいて、鷲の〈獣ベステイア〉はぐるりと倉庫街がいの曇くもり空を舞まった。

「撃てフアイア！」

　ノウェムの命令に従したがって、再ふたたび機き関かん砲ほうが吼ほえ猛たける。

　しかし、それでも止まらぬ。

　砲ほう弾だんに穿うがたれても、ただいくらかの糸がほどけるばかりで、〈獣ベステイア〉にとっての致ち命めい傷しようとはならない。『再さい構こう築ちく』の必ひつ要ようさえなく、鷲わしの〈獣ベステイア〉は傲ごう然ぜんと空を支配した。

　その速度も、傲ごう慢まんさも怪かい物ぶつ。

　鳥類の最高速度たるハヤブサなど比ひ較かくにもならぬ、圧あつ倒とう的てきな鋭するどさと欲よく望ぼうをもって、〈獣ベステイア〉は大地を睥へい睨げいする。

　旋せん回かいした。

　──イザヤの方へ！

「な……っ！」

　少年が、目を剝むいた。

　汚よごれた細ほそ糸いとで構築された翼つばさは、しかし勇いさましく空気を煽あおって、こちらへ猛もう進しんする。

　その血ち走ばしった気け配はいに、少年はある可か能のう性せいを想そう起きした。

「……まさ、か」

　腕うでの中の、少女を見やる。

（玻は璃り……を……っ）

　もとより、少女は〈獣ベステイア〉に感かん応のうし、誘ゆう引いんする体質ではなかったか。

　美術館での異い常じようなやりとりで忘れていたが、この状じよう況きようであれば、〈獣ベステイア〉が少女を狙ねらうのはごく必ひつ然ぜんの成なり行ゆきであった。

　イザヤの動どう揺ようを察したか、腕の中の玻璃も身みじろいだ。

「……イザ……ヤ……兄にい様さま……？」

　少女が目を開く。

　いつもの人格であった。

　朦もう朧ろうとした瞳ひとみは、現状を認にん識しきしていない。

（まず……い……っ）

「イザヤ様──っ！」

　遠く、ノウェムの声。

　機き関かん砲ほうを浴あびせられながら、やはり〈獣ベステイア〉は止まらない。

　音さえ切り裂さいて、撚より糸いと細ざい工くの鷲が落下する。空気抵てい抗こうを切り裂いた翼は、もはや迅じん雷らいに等しかった。

　一いつ瞬しゆんという時間を十にも二十にも分ぶん割かつしながら、〈獣ベステイア〉の姿すがたが少年の瞳いっぱいに膨ふくれ上がる。その嘴くちばしはたやすくふたりの頭ず蓋がいを嚙かみ砕くだき、その翼はいとも簡かん単たんにふたりの身体からだを両断するだろう。

「────」

　間に合わない。

　所しよ詮せんニセモノのイザヤには、何もできない。

〈獣ベステイア〉に抗あらがうこともできず■■しかない。ノウェムの助じよ力りよくとかなんとか言っておきながら、結局は立ちつくしたまま■■しかない。

　イメージが、限りなく現実に近づいたそのとき。

　ある聖せい句くが、聞こえた。





「断罪衣イスカリオテ起き動どう。我われは模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する。我は八千五百十六回、神かみの奇き蹟せきが舞まい降りた状じよう況きようを模倣する」






　聖句というには、あまりに冷たい機械音声。

　しかし、その聖句が響ひびいた瞬しゆん間かん、〈獣ベステイア〉は自みずから翼つばさを打ち振るい、イザヤを切り裂さかんとする軌き道どうを翻ひるがえした。





「限定量子干渉場、固定。仮か想そう数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規き定てい状況のパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・ダビデの第三種奇蹟を起動。──すなわち八千五百十六回の試し行こうを開始します」






（……これ……は……っ）

　イザヤが、身体からだを折る。

　とてつもない違い和わ感かんが、身体を襲おそったのだ。

　さきほどの妖よう女じよの起こした現げん象しようと、似にて非ひなる感覚。つかのまだけ世界を上書きする、人には許ゆるされぬ禁きん断だんの果か実じつ。

　最後の聖句は、機械音声と、年若い少年の声とを入り交まじらせていた。





「我は模倣する。──ダビデの投石器を！」






　同時、鋭するどい銃じゆう声せいが倉そう庫こ街がいの空気を裂さいた。

〈獣ベステイア〉の翻った軌道すれすれを、何発もの銃じゆう弾だんが交差クロスする。

　それまでの、機き関かん砲ほうの砲ほう弾だんからすれば、ずっと小型の拳けん銃じゆう弾だん。

　しかし、それは本当にただの銃弾だったか。

　回かい避ひしたはずの〈獣ベステイア〉へ向かって、あろうことか銃弾たちは自ら軌道を変化させた。蛇へびが鎌かま首くびをもたげるごとく、それぞれが生命を持ったかのように大きく曲まがり、逃げる〈獣ベステイア〉の胴どう体たいを穿うがったのである。

　いいや、より瞠どう目もくに値あたいするのは、機き関かん砲ほうの掃そう射しやさえ無む効こう化かした〈獣ベステイア〉が、その一いち撃げきを受けて大きく傾かしいだことだろう。

　ばかりか、〈獣ベステイア〉を外はずれたわずか直ちよつ径けい九ミリの銃じゆう弾だんたちは、ごっそりとコンクリートや倉そう庫この壁かべをクレーター状に抉えぐり取った。

「──誰だれ──がっ？」

　いずれも物理法ほう則そくを覆くつがえした魔ま弾だんの衝しよう撃げきに、イザヤは猛もう烈れつな勢いきおいで射しや出しゆつ地点を振り返る。

「……かくあれかしアーメン」

　呟つぶやきとともに、十字が切られた。

　倉庫街がいの裏うら道みちから歩いてきたのは、小こ柄がらな人ひと影かげであった。

　年の頃ころは、イザヤと同じぐらいだろうか。

　ほっそりした顔つきは、インドかパキスタン──南アジアのものと思おぼしい。黒くろ真しん珠じゆを彷ほう彿ふつとさせる滑なめらかな肌はだには、多くのアクセサリをつけている。首から、耳から、しゃらしゃらと音のする金属のチョーカーやリングをぶらさげていた。

　そして、異い様ような聖職衣カソツクを纏まとっていた。

　イザヤの着る聖職衣カソツクとも酷こく似じしているが、大きく展開した形状フオルムは絢けん爛らんな天上の鎧よろいとも見み紛まがう。ただし、この鎧は半分以上が機械から成なり立ち、ギリギリと何かの廻まわるような無ぶ骨こつな音をたてながら、今も複ふく雑ざつに蠢うごめいている。
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　神しん聖せいなる奇き蹟せきを模も倣ほうする、冒ぼう瀆とくの象しよう徴ちよう。

　あるいは機械と聖せい性せいとを融ゆう合ごうさせた、現代の聖人を護まもる鎧よろい。

　すなわち。

　──この聖せい衣いこそを、断罪衣イスカリオテと呼ぶ。

（こいつ……は……っ!?）

　イザヤの疑問よりも、断罪衣イスカリオテの少年の手が、拳けん銃じゆうを放り捨てる方が早かった。グロック17。強化プラスチックを大だい胆たんに導どう入にゆうした銃じゆう身しんが、コンクリートに滑すべる。

「お前……は……」

「……申もうし訳わけありません、ブラザー・イザヤ。あなたがいるとは思わず、介かい入にゆうが遅おくれました」

　諫いざ也や、とこちらのことを呼んだ。

　それはつまり、『九く瀬ぜ諫也』を知るということ。

（じゃあ、この黒い肌はだの餓が鬼きは……やっぱり教団からの人間ってことか？）

「申し訳ありません」

　イザヤの思おも惑わくをよそに、黒い肌の少年は無表情に低てい頭とうした。

　まったく、すまなくなさそうな声だった。

　訥とつ々とつと無感情な、まだ声変わりしたばかりの──どこか不安定な響ひびき。

「本当に、申し訳ありません。御みさ陵さぎ市しの先せん輩ぱい方がたにご挨あい拶さつせねばならないところですが……主しゆと聖せい霊れいとダビデの御み名なにおいて、今は異い端たんの抹まつ殺さつを優ゆう先せんさせていただきます」

　少年が背中へ両手を回すと、次の瞬しゆん間かんには新あらたな鋼鉄はがねが握にぎられていた。

　銀の指ゆび輪わをはめた手が握ったのは十じゆう字じ架かにあらず、特とく殊しゆな装そう飾しよくをなされた二に挺ちようのサブマシンガン。基き礎そのモデルはおそらくウージー。グロック17とは真ま逆ぎやくに、第二次世界大戦後から愛あい用ようされた質しつ実じつ剛ごう健けんなつくりは、もはや歴れき史しの香かおりさえ漂ただよう品だった。

（……ダビデ……って、羊ひつじ飼かいのダビデ！）

　むしろ、少年の告つげた名にイザヤは反はん応のうした。

　聖せい霊れい教きようの信しん徒とでなくとも有ゆう名めいな、ずっと昔むかしのおとぎ話。

　羊飼いの少年ダビデが無む敵てきの巨きよ人じんゴリアテを相あい手て取り、投とう石せき器きと小石ひとつでやっつけたという物語。

　その伝でん説せつと奇蹟とを、断罪衣イスカリオテは細部に至いたるまで再さい現げんする。





「本ほん座ざ標ひようにおいて仮か想そう現実・ダビデの第三種奇蹟を起き動どう。──すなわち八千五百十六回の試し行こうを開始します」






　断罪衣イスカリオテの内側で、オルゴールの音が鳴る。

　四つの聖せい霊れい機関が互たがいに干かん渉しようし、賛さん美び歌かを思わせて重じゆう層そう的てきに鳴り響ひびく。

　仮か想そう現実におけるおびただしい反はん復ぷくが、鏡かがみ映うつしにも似にた無む惨ざんな繰くり返しの果はてに、ゆっくりと世せ界かいを侵しん食しよくする音であった。

　奇き蹟せきは、今こそ再さい演えんされる。

　ダビデの投とう石せき器きをサブマシンガンに、ゴリアテを穿うがった小石を銃じゆう弾だんに替えて。

　虚こ空くうが、びうんと鳴った。

〈獣ベステイア〉の身体からだから、再ふたたび糸が放たれたのだ。

　地面に潜もぐり込み、コンクリートをめくれあがらせる裏うら返がえしの魔ま糸しを、黒い肌はだの少年は横っ飛びに回かい避ひする。強化服でもある断罪衣イスカリオテは主しゆの運動能のう力りよくさえ数倍にフィードバックさせる。

　それぞれに機能差はあるが、少年の断罪衣イスカリオテはノウェムの機動速度にも匹ひつ敵てきするようだった。

　めくれあがったコンクリートの破は片へんを、少年は空中で蹴けった。

　ピアスが揺れる。

　続けざまに、さらに跳ちよう躍やく。

　まるで、黒くろ豹ひようのごときしなやかな発条バネ。

　側そく転てんの要よう領りようで少年の身体が勢いきおいよく回り、その体勢でも、両手の腕うで輪わとサブマシンガンは〈獣ベステイア〉への狙ねらいを外はずさなかった。

　その、揺らがぬ黒い瞳ひとみも、また。





「我われは模も倣ほうする。──ダビデの投石器を！」






　甲かん高だかい銃声。

　模倣奇蹟を付ふ与よされたフルオートの魔弾は、二十四発。

　マズルフラッシュと同時に、そのすべてが自みずからの意い思しをもって、三つの群むれに分かれた。

　八弾は天上から〈獣ベステイア〉の頭上へと降り落ちて、九弾は螺ら旋せんにねじまがりながら〈獣ベステイア〉の翼つばさへと殺さつ到とうし、七弾は地面すれすれを這はって〈獣ベステイア〉の真下から跳はね上がった。

　いかなる逃げ道も塞ふさぐ、魔弾の造つくった死の檻おりか。

　しかし、〈獣ベステイア〉もただ撃うたれるままではなかった。

　ぐるりと旋せん回かいし、黒い肌の少年を睨にらみつける。

　ごお、と空気が震ふるえた。

　それは、〈獣ベステイア〉の咆ほう吼こうであったか。

　自らを構成する糸をほどき、鷲わしの〈獣ベステイア〉は一いつ斉せいに解放した。

　その数は、数十どころか数百でもきかなかった。無数の魔糸が本能のままに荒あれ狂くるい、殺さつ戮りくの嵐あらしと化して倉そう庫こ街がいを蹂じゆう躙りんした。その嵐の行くところ、倉庫も鉄てつ塔とうも何もかも区別されず断たち割われて、すべてが斜ななめにずれていった。

「イザヤ様──っ！」

　人形が、咄とつ嗟さにイザヤと玻は璃りとを庇かばって、大地を蹴けった。

　遅おくれて、コンマ数すう秒びよう。

　どお、と凄すさまじい衝しよう撃げきが世せ界かいを渡わたった。

　倉そう庫こと倉庫との間を、膨ぼう大だいな量の砂すな煙けむりが吹き荒あれて……やがて、その内側に朦もう朧ろうとした影かげが映うつった。

　魔ま弾だんと魔ま糸し、いずれが打ち勝ったか。

　大きく、〈獣ベステイア〉の鳴き声が聞こえた。

「っ──！」

　耳を覆おおう。

　それほどに強きよう烈れつな、形けい容ようしがたい絶ぜつ叫きようだった。

　鼓こ膜まくを腐くさらせるような異い界かいの声は、しかし少しずつ遠くなり、

「……申もうし訳わけありません。逃げられてしまいました」

　顔色ひとつ変えず、黒い肌はだの少年は瓦が礫れきの上にたたずんでいた。

　すでに、断罪衣イスカリオテの展開も終しゆう了りようしていた。そうして立っていると、顔立ちこそ非ひ凡ぼんながら、ごく当たり前の神しん学がく生せいのように思えた。

「イザヤ様──大だい丈じよう夫ぶですか」

「あ、あ……」

　自分を庇ったノウェムの言こと葉ばに、イザヤは痛いたむ上じよう半はん身しんをもたげる。

　ひどく、肺はいが痛んだ。

　空気を吸すうだけで、気き絶ぜつしそうだった。

「イザヤ……兄にい様さま……今のは……」

　困こん惑わくした顔の玻は璃りにも、かけられる言葉はなかった。

　今は、ただひとつしか頭になかった。

　瓦礫の上の少年へ、

「お、前……っ」

　と言いかけて、イザヤは台詞せりふを飲み込む。

　あまりにも突とつ然ぜんかつ予想外すぎる状況ハプニングの連続に、頭が攪かく拌はんされたみたいだった。壊こわれかけた『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮か面めんをつくろって、改あらためて問とう。

　今日、二度目となる問いだった。

「あなたは……一体、誰だれですか？」

「ああ。申し訳ありません。本当に挨あい拶さつが遅おくれてしまいました」

　訊きいたイザヤへ、黒い肌の少年はカタチだけ謝しや罪ざいするように十字を切る。

　金属の腕うで輪わが、しゃらんと鳴った。




「修しゆう道どう司し祭さいのラーフラと言います。カルロ・クレメンティ様の保ほ護ごのもと、こちらの教会で学ばせていただくこととなりました。申もうし訳わけありませんが、どうぞよろしくお願ねがいします」




　少年が頭を下げたとき、重々しい音が聞こえた。

　地下通路のゲートが開き、教団の寄よ越こした装そう甲こう車しやが六輪駆く動どうの車輪でコンクリートを踏ふみ荒あらす音であった。
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　糸の破は片へんが、薄うす闇やみを舞まっていた。

　ひどく埃ほこりっぽく、光の一片だに差し込まぬ、カーテンで締しめ切られた部へ屋やだった。

　小さなアパートの、一室だった。

「はあ……はあ……」

　そんな部屋に、たくさんの影かげが落ちていた。

　ぬいぐるみである。

　ほとんどは動物のぬいぐるみだが、とりたてて種類に偏かたよりはない。熊くまや鼠ねずみや犬いぬ猫ねこといったオーソドックスな並ならびの中に、ゲームセンターで取ってきたと思おぼしい漫まん画がやアニメのキャラクターも混まじっていた。

　そして、その周しゆう囲いに、数倍する量の白いものが積つもっている。

　綿わたである。

　たくさんのぬいぐるみが、ありとあらゆる糸をほどかれて、その内側の綿を撒まき散ちらしているのだった。

「はあっ……」

　人ひと影かげは畳たたみの上に突つっ伏ぷしていた。

「はあっ、ああっ、げあああっ……」

　吐はいている。

　畳にこぼれた嘔おう吐と物ぶつが、あまりの量に突っ伏した手へ跳はねて、人影の衣い服るいにもかかっていた。

　そんなことも、気にする余よ裕ゆうが人影にはなかった。

「えげええ……あがあえええ……っ」

　反はん射しや的てきにびくびくと身体からだを震ふるわせながら、人影は胃いの中なか身みをすべてぶちまける。

　しかし、その唇くちびるは喜き悦えつに歪ゆがんでいた。

（やっと……見つけた……）

　そう、思っていたのだ。

　人影の周しゆう囲いでは、おびただしい糸が持ち上がっている。

　揺れている。震えている。

　さきほどまで、倉そう庫こ街がいで暴ぼう虐ぎやくを尽つくしていた糸いと細ざい工くの〈獣ベステイア〉の破は片へんであった。遠く倉庫街を蹂じゆう躙りんした糸細工の化ばけ物が見聞きした情じよう報ほうを、人影もまた共きよう有ゆうしていたのだ。

　それは、魔ま弾だんによって身体を砕くだかれる痛いたみも共有してしまったということだが、文字通り骨ほねを微み塵じんとされ内ない臓ぞうを抉えぐり出される激げき痛つうを受けて、人影はなお歓かん喜きに身体を震わせていた。

　その痛みこそが、信しん仰こうのよすがだとでも言うように。

（……見た……）

　人影の瞼まぶたには、いまだにあの少女が焼きついている。

　あの、少女。

　あれこそが、自分の求めた相あい手てだ。

　自分をこうしてしまった──たった一目で造つくり替えてしまった──途と轍てつもなく綺き麗れいで禍まが々まがしい至し聖せいの象徴シンボル。

　自分が憧あこがれた、果はての果て。

「……ああ」

　声が、こぼれた。

　顔中を涙なみだと涎よだれと吐と瀉しや物ぶつでどろどろにしながら、人影は恍こう惚こつと訴うつたえた。

「神かみ様さま、ありがとう」

　と、自分の肩を抱きしめる。

　その細い喉のどから、囁ささやきが漏もれる。

　虚こ空くうへと。

　天空へと。

「いつだって、私たちは、本当に自分がやりたいことなんて分からない」

　歌う。

「いつだって、私たちは、自分がやってることが正しいかなんて分からない」

　笑う。

「だけど、神様が来てくれた」

　まるで、それは聖せい歌かのように狭せまい部へ屋やを響ひびき渡わたった。

　壁かべの薄うすいアパートだというのに、注意する者もいない。

　いいや。

　そればかりか、ちょっとしたテレビの音や湯ゆ沸わかしの音、子供の走る音といったありとあらゆる生活音がアパートの部屋からは絶たえていた。

　人ひと影かげの至し福ふくに満ちあふれた声もあいまって、平へい凡ぼんなアパートの一室は、不ぶ気き味み極きわまりない聖せい堂どうのようにも見み紛まがった。

「うん……そうしなきゃ」

　不意に、人影はうなずいた。

「みんな……裏うら返がえしにすればいい……なにもかも……心から腑ふまで……晒さらしてしまえばいい……。そうしたらきっと……みんな本物になれる……」

　啓けい示じを受けたみたいに、打ち震ふるえる。

「……その通りだよ」

　と、誰だれかが答えてくれた気がした。

　ひらり、と蝶ちようが舞まった。季き節せつはずれの鮮あざやかな翅はねが闇やみに煌きらめき、ほんの一いつ瞬しゆんで再ふたたび闇へと同どう化かしていった。




「世せ界かいとか……救すくわなくちゃ」




　揺れたカーテンから、つかのま夕ゆう陽ひが差し込んだ。

　人影の──幼おさない少女の横顔が照てらされ、まるであやとりみたいに両手の指を交差させはじめたのだった。
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「やあ、いろいろお疲つかれさまだったようで」

　イザヤたちを迎むかえたのは、にんまり細められた右目と、その反対側を覆おおった獅し子しの刺し繡しゆうがなされた眼がん帯たいだった。

　広々とした部へ屋やは、もう見み慣なれた場所だ。

　柔やわらかな赤い絨じゆう毯たんに、アンティークのシャンデリア。繊せん細さいな調ちよう度どに似に合あわず、壁かべにひるがえるは髑どく髏ろの海賊旗ジヨリーロジヤー。

　教団の地下施し設せつである。

　教区長室だ。

　ただし、昨日きのうイザヤが訪おとずれたときからは、ひとつ変化が生じていた。

　部屋の奥おくの紫し檀だんのデスクに、カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうが戻っていたのだった。

（……こ、の、腐くされ眼帯！）

「……帰って……いたんですね、カルロ枢機卿代行」

　腸ちようが煮にえくり返りそうな憤ふん懣まんを押し隠かくして、イザヤが言う。

「いやあ、今戻ったところなんですよ。本当についさっき──そうそう、この国でいうところのスープの冷めない距きよ離りってタイミングで、空港に着いたばかりでして。これでも教団の直行便びんを使ったんですけどねー」

「とりあえず、そのたとえの使い方は間ま違ちがってますが」

「やだなあ。ユーモアが足たりない職しよく場ばって潤うるおいに欠かけますよ？　ほら、教区長としては常つねに笑え顔がおの絶たえない教区づくりを目指してるわけで、ね、イザヤくんも笑顔スマイル、笑顔スマイル」

（……てめえの目指してるのは笑顔じゃなくて、単たんに自分に都つ合ごうの良いだけの都と市しだろうが。そんなに笑顔が欲ほしけりゃ笑しよう気きガスでも浴あびて笑い死にしろ、このド腐れ不ふ信しん心じん神しん父ぷ）

　神父にあるまじき悪あく態たいを脳のう内ないで叫さけびつつ、イザヤはあくまで穏おだやかな顔で訊きく。

「で、こちらは新人ということですが」

「うん、修しゆう道どう司し祭さいのラーフラくん。いやあ、彼が間に合って本当に良かったなあ」

「……申もうし訳わけありません。初めての教区でしたので対応が遅おくれました」

　ごく無表情に、ラーフラが一いち礼れいする。

　若いというよりまだ幼おさない横顔なのに、その表情だけはまったく変わらない。彫ちよう像ぞうにも似にた無む機き質しつな印いん象しようを、チョーカーや腕うで輪わなど多くのアクセサリがさらに曖あい昧まいにする。オリエンタルの血けつ統とうとはそういうものであろうか。

　ある意味で、ノウェム以上に非ひ人間的な相あい手てだった。

（あのポンコツが……人形のくせに人間らしすぎるだけかもしれねえがよ）

　胸むねの内で、イザヤは毒どくづいた。

　ノウェムは、〈獣べステイア〉との戦たたかいの修しゆう理りとメンテナンスのため、教団の〈塔ルーク〉の研けん究きゆう班はんによって輸送されていた。

　ゆえに、この部へ屋やを訪おとずれたのはカルロのほか三人。

　イザヤと、ラーフラと──

「ラーフラさんは、どの都と市しで戦っておられたのですか？」

　玻は璃りが、ドレスの胸元を押さえて訊きいた。

　教団施設へ戻ってから着替えた、真しん紅くのドレスである。

　瞳ひとみの底に高こう潔けつさを取り戻し、少女はいつもの玻璃に戻っていた。〈獣ベステイア〉の去さった後は、駆かけつけた〈槍ランス〉と、〈塔ルーク〉の工作班に自みずから指示を下していたほどだ。

　朱と鷺き頭とうグループの次期後こう継けい者しやという立場以上に、そうした彼女の在あり方がこの都市の勇士たちを鼓こ舞ぶするのだろう。

　現代の、戦乙女ジヤンヌ・ダルク。

　対して、

「……ええ、最初はカルカッタで、先日まではニューヨークで任にんに就ついてました」

　ごく平板に、ラーフラが特別指定教区の名を告つげる。

「ニューヨーク？　よくあの都市が聖せい人じんを出しましたわね。世せ界かいでも、最もつとも多くの聖人を抱かかえて、それを当然としている教区ですのに」

「……カルロ様の訴うつたえが正しく評ひよう価かされたのだと信じます」

　ちらりと視し線せんをやると、カルロは大おお袈げ裟さに肩をそびやかして、うなずいた。

「ええーと、そのまあほら、御陵市うちはノウェムとイザヤ君をいれても三人しか聖人いないからね！　特別指定教区・六都市中、最少の戦力なわけで。いくらイザヤ君が聖戦の英えい雄ゆうでも断罪衣イスカリオテを使えない状じよう況きようは覆くつがえせないし、一番多い都市から再配置してもらうのは当然でしょでしょ？　人類皆兄弟！　困ったときは助け合いましょう！」

「随ずい分ぶん、適当な物言いですのね」

　やや懐かい疑ぎ的な顔つきで玻璃は唇くちびるをとがらせたが、続くカルロの台詞せりふに口ごもった。

「どうせ、今は〈獣ベステイア〉への対策が先でしょう？」

　と、眼がん帯たい神しん父ぷが促うながしたからだ。

「勤きん勉べん第一ノウェムさんから、もうレポートが提出されてますからねー」

　デスク上のモニタを見ながら、カルロが隻せき眼がんを細めた。

　ノウェムの見た映えい像ぞう記き録ろくが、そのモニターには映っている。人形の電でん子しチップはノウェムの視し覚かく情じよう報ほう、聴ちよう覚かく情報に至いたるまで記録する。修理に赴おもむく前に、ノウェムはそれらの情報を提出したらしかった。

　最初に映ったのは、ノウェムと争った〈獣ベステイア〉の形状だった。

「撚より糸細ざい工くの〈獣ベステイア〉……ね。最前、〈塔ルーク〉ではこの〈獣ベステイア〉の名前を〈紡ぎスピンドル〉と決定したらしいよ。記き録ろくからすると、階かい位いは準五階位あたりかな？　こういう特とく殊しゆな形状は〈傲ごう慢まん〉か〈嫉しつ妬と〉が多いんだけど」

　モニターの映えい像ぞうを引き伸のばして、カルロはデスクに頰ほお杖づえをつく。

「さらにいえば、死体の分ぶん解かい機き能のうも有ゆうしているみたいだね。裏うら返がえしにされたノウェムの右足の内、有機部分はほぼ完全に分解してたようだし。おかげで最近まで存そん在ざいが発はつ覚かくしなかったわけだけど……これが〈獣ベステイア〉を引き寄せた咎とが人びとの嗜し好こうだとすると、ずいぶん困った嗜好ではあるね」

　階位と、大たい罪ざい。

〈獣ベステイア〉は、大罪を持つ人間──咎人に引き寄せられ、その咎人の思想と嗜好によって大きく形態と能力を変化させる。

　神の定めたる大罪は、七つ。

〈傲慢〉。

〈嫉妬〉。

〈憤ふん怒ぬ〉。

〈怠たい惰だ〉。

〈強ごう欲よく〉。

〈暴食〉。

〈色しき欲よく〉。

　これらの大罪が基本的な〈獣ベステイア〉の行動パターンと能力をも定義するゆえに、〈獣ベステイア〉の探たん索さくにおいて、最初に咎人の思想が分ぶん析せきされるのであった。

　眼がん帯たいをいじりながら、カルロが悪いた戯ずらっぽく苦く笑しようする。

「他人を裏返しにしたい……あげく裏返しにしてしまったら、後はどうでもいいってことだよ。そんな気持ちは、どうして芽め生ばえるんだろうね？　裏返しになった人間の悶もん絶ぜつぶりが見たいとか？　それとも、内ない臓ぞうとか骨こつ格かくとかじっくり検分したいマニアあたりかな？　まあ、このへんの心理分析プロフアイリングはどうせ〈塔ルーク〉にも依い頼らいするんだけどね」

「…………」

　イザヤは、奥おく歯ばをかみしめる。

　昨夜ゆうべの、路ろ地じ裏うらのことを思い出したのだ。粘ねん膜まくにこびりついた臭においはおろか、壁かべに手をついたときのぬるりとした感かん触しよくさえ消えてくれない。ちょっと気を抜けば、自分の立つ床ゆかも、ずぶずぶと沈む血の沼ぬまに錯さつ覚かくしてしまいそうだった。




　──『このことは、ふたりだけの秘ひ密みつだから』




　その血の沼ぬまで微わ笑らって、人差し指を唇くちびるにあてがった妖よう女じよの姿すがた。

（……く、そ。また、あのときのかよ。どんだけトラウマってんだ俺）

　拳こぶしを、握にぎる。

　あんな地じ獄ごくをつくる〈獣ベステイア〉。

　あんな地獄に耽たん溺できする、もうひとりの玻は璃り。

　どちらが、イザヤの意い識しきに食い込んでいるのか。

　そもそも、あの妖女が──もうひとりの玻璃こそが、〈獣ベステイア〉以上の災さい厄やくにならないと、誰だれが言い切れるのか。

（……あいつは、一体何なんだ？）

　隣となりの玻璃を、ひそかに窺うかがっていたとき、

「申もうし訳わけありませんが……ひとつ伺うかがってもよいでしょうか」

　と、ラーフラが、初めて自分から切り出した。

「ほほう、どうぞ」

「玻璃さんとブラザー・イザヤは、どうしてあの場に居い合あわせたんですか」

「…………っ」

　水を向けられて、イザヤが絶ぜつ句くする。

　まさか、隣の区の美術館から瞬しゆん間かん移い動どうしたとも言えまい。玻璃のことを考えると、迂う闊かつに回答できる内容ではなかった。

　すると、玻璃の方が口を開いたのだ。

「イザヤ兄にい様さまとは、放課後一いつ緒しよに八区の美術館へ行っていて……」

「へえ、美術館？」

　楽しそうに身を乗り出したカルロから、玻璃は視し線せんをそむける。

　どこか悔くやしそうに唇くちびるを震ふるわせて、それでも耳まで真っ赤になったまま、

「あ、あ……その、入ってすぐに〈獣ベステイア〉を感知したんで、非常口から出て、あの倉そう庫こ街がいに向かったんです」

　やや自信なさげに、玻璃が言う。

　その様よう子すに、イザヤは瞬まばたきした。

（記き憶おくのつじつまが……合わされてる……？）

　美術館で出会った、あの妖女の人格が言った通りだった。

　妖女と玻璃の人格が入れ替わっても、都つ合ごう良く記憶のつじつまは合わされてしまうのだと。はからずも、その言こと葉ばの裏うらがとれた格かつ好こうだった。

「ふうん。じゃあ、イザヤくんもそれについていったわけか」

「あ……そうです。ノウェムは、僕がいないと断罪衣イスカリオテを起動できませんから」

　肯こう定ていして、イザヤは十じゆう字じ架かに中指と人差し指で触ふれる。

「なるほどなるほど。まあ感知したなら、教団への連絡を優ゆう先せんして欲ほしかったけど、駆かけつけるタイミング的にもぎりぎりだったみたいだしねー」

　カルロが、ぺちんと首くび筋すじを叩たたいて、結論した。

「じゃあいいかな？　そろそろ溜たまってる業務にも戻らないといけないし」

「え？　て、〈獣ベステイア〉は？」

　革かわ張ばりの偉えらそうなチェアで、うんと背せ筋すじを伸のばした枢すう機き卿きよう代だい行こうへ、イザヤが思わず問といかけてしまう。

「もちろん、〈獣ベステイア〉──〈紡ぎスピンドル〉についての対策は、〈塔ルーク〉も含めて協議しますよ。後で玻は璃りさんにもいろいろ手て伝つだってもらいます。ただ、しばらくは警けい戒かい態たい勢せいですから、皆さんマニュアルの通り仲なか良よく待たい機きしておいてくださいね～？」

　おどけた調ちよう子しのカルロが、ぱんぱんと手を叩いて、その場を終わらせたのだった。
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　数分して、

「さて──赴ふ任にん早々すまなかったねえ？」

　玻璃とイザヤのふたりが立ち去さった後、カルロはラーフラへ水を向けた。

　黒い肌はだの少年は、微び動どうだにしていなかった。声をかけなければ、そうしてもう十分ほども動かずにいて、それからやっと立ち去ったかもしれない。

　腕うで輪わが、かすかに揺れた。

　ほんの少し、身体からだを枢機卿代行へ向けて、少年は口を開いた。

「……申もうし訳わけありませんが、カルロ様にもひとつ伺うかがってよろしいでしょうか」

「ははあ、どうぞどうぞ」

「玻璃さんは、聖せい戦せん時じ代だいのロストテクノロジーで、能力開発されたと聞きました。喪そう神しん現げん象しようへの耐たい性せいを強化する実験で……結果として、〈獣ベステイア〉と感応するようになったのだとか」

「ええ」

　しれっとした顔で、カルロがうなずく。

　無む論ろん、そんなのは噓うそだ。

　玻璃の特とく殊しゆ体質について、カルロが教団に報告した虚きよ偽ぎである。

　実際は、いつ〈獣ベステイア〉になるともしれぬ〈獣胎〉エンブリオ──秘ひ匿とくしているのが明かされれば、すぐさま極きよつ刑けいに処しよされても抗こう弁べんできぬ異い端たん中の異端。

　そんな事実をあっさりと胸に秘めたまま、青年神しん父ぷは聞き返す。

「今回も手伝ってもらうつもりですが、それが何か？」

「……場合によっては、その能力は〈獣ベステイア〉に利用される──ないし〈獣胎〉エンブリオと同じように、〈獣ベステイア〉と似にた存そん在ざいに変化する可か能のう性せいを考えても良いのでしょうか」

「ああー、なんせブラックボックスの技術ですからねえ。しかも副産物でしょ？　僕の立場じゃ、はいともいいえとも言えないよ？」

　いつもの調ちよう子しで、カルロは首を傾かしげる。

　ラーフラは無表情のまま、至し極ごく当然の質しつ問もんをぶつけた。

「……そんな技術を、〈獣ベステイア〉との戦たたかいに導どう入にゆうするんですか？」

「だったら断罪衣イスカリオテの原理だって、僕らはちゃんと分かってるわけじゃないでしょ？　これも同じですよ」

　言って、カルロは革かわ張ばりのチェアに深く身みを埋うずめる。

「危険だろうが、未知だろうが、とりあえず使えるカードを集めて片かた端はしから使ってみるしかないってだけの話。〈獣ベステイア〉との戦いなんてのは、どこでもそうじゃないのかな」

「……申もうし訳わけありませんが、肯こう定ていしかねます。それはあなたの信条ですか？　聖せい戦せんで生き残った数少ない聖せい人じんとしての」

「いいやあ。ただの貧びん乏ぼう性しようです」

　くつくつと、肩を上下させた。

　今のジョークが、自分でツボに入ったらしい。

　それから、こう付け加くわえた。

「その、いつも『申し訳ありません』から入るのは、君きみの出しゆつ身しんか来らい歴れきと関係してるのかな？」

「……申し訳ありません。質問の意味が分かりません」

　ラーフラがかぶりを振る。

　漆しつ黒こくの瞳ひとみから窺うかがえる感情は、遠い国の夜のように静しずかであった。

　カルロは、続けて言う。

「君は、確か教団の異端審問官インクイジターじゃなかったっけ。当時は史上最年少で教理省の異い端たん審しん問もん局きよくに入局したって話題になってたと思うんだけど」

「……申し訳ありませんが、正式な資格はいただいてません。それに、異端を忌いみ嫌きらうのは審問官でなくとも、信者ならば皆同じと考えます」

「うん、まあそれはそうだけどね。異端の定義と扱いには個々の裁さい量りようもあるんじゃないかな」

「……裁量を許していては、異端は異端ではなくなります」

　ラーフラの瞳は、何の思いもなく、真っ直ぐにカルロを映うつしたままだった。

　あらゆる感情を交まじえぬ率そつ直ちよくさが、なぜだか妙みように虚むなしくて、カルロにため息いきをつかせた。

　少年は、かまわずに問とう。

「あの〈獣ベステイア〉も、同じではないでしょうか？」

「へえ。〈獣ベステイア〉について、何か意見があるのかな」

　訊きいたカルロに、ラーフラは少し間をおいてから言う。

「噓うそを許さない……ということじゃないでしょうか」

　と、囁ささやいたのだ。

「噓を、許さない？」

「……偽いつわりを許さない。ニセモノを許さない。だから、たとえ裏うら返がえしにしてでもその相あい手ての本当が知りたい。勝手な推すい測そくで申もうし訳わけありませんが、私にはあの行こう為いがそういう苛か烈れつな主しゆ張ちようのように思えます」

　誰だれよりも厳きびしく、ラーフラの言こと葉ばは教区長室に響ひびいた。

「なるほど、ねえ。それも一いち理りあるかな」

　顎あごを撫なでて、カルロが思いを馳はせる。

「……最後に、ひとつ」

「はらら。まだありますか」

　苦笑したカルロに、ラーフラはある人物の名前を告つげる。

「ブラザー・イザヤのことです」

「ほほう」

「やはり、ブラザー・イザヤは断罪衣イスカリオテを使えないのですか」

「ああ、彼は記き憶おく喪そう失しつだからねえ。断罪衣イスカリオテの適てき合ごう条じよう件けんは精せい神しん状じよう態たいと密接に関係してるし、無理ないんじゃない？　いやはやノウェムの起動は問題ないようで良かったよ」
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「……分かりました」

　うなずきとともに、チョーカーとピアスが揺れた。

　足音も高く、ドアの向こうへと立ち去さる。

　ラーフラの姿すがたが完全に消えてから、

「あー、困ったなあ」

　と、カルロは自分の金きん髪ぱつををいじくった。

　愉たのしそうに唇くちびるが歪ゆがんで、まるで困っているようには見えなかった。

「やっぱり疑われてるよねえ、あれ。こっそりスパイとかするタイプじゃないけど、勘かんは良さそうだもんねえ。わざわざああいうタイプを寄よ越こすってことは、おかしなことするなよーって、教団からの釘くぎ差さしだよね。ああ困った困った。でも、そういう意い図とでもなければ、うちに断罪衣イスカリオテの資格者くれないよねえ」

　ぺらぺらと、自分の内ない心しんを整理するようにひとりごちる。どこまでも噓うそっぽくて安っぽい、パルプフィクションのような光景。

　それから、ふと遠い目になって付け加くわえた。




「……君きみだったら、一体どうしたんだろうねえ、『九く瀬ぜ諫いざ也や』」




　本当に、本当に懐なつかしそうな声で呟つぶやいたのだった。





２






「イザヤ兄にい様さま」

　教区長室を出た後、先に通路へ出たイザヤを玻は璃りは呼び止めた。

「ごめんなさい。私、また倒たおれちゃって。〈獣ベステイア〉が出たとき、イザヤ兄様が私を庇かばってくれたのですよね？」

「あ……そ、そうなりますかね」

　曖あい昧まいに笑って、イザヤは人の良さそうなふりで頭を搔かいた。

　そういう風ふうに記き憶おくのつじつまが合わされてるなら、こちらから訂てい正せいすることもあるまい。

「気分は……どうですか？」

「あ……いつもより、ちょっといいぐらいですわ。いつも、〈獣ベステイア〉を感じるとしばらく気持ち悪いんですけど、今日はそんなこともありませんし」

「そうですか。……玻璃さんはこれから？」

「はい、検査ですわ」

「検査!?」

　イザヤの顔色がさあっと青ざめる。

「ど、どうかしました？　〈獣ベステイア〉の大たい罪ざいや階かい位いを確かく定ていするのに、私が感じた波は長ちようの確認が必ひつ要ようなんですけれど」

「あ……〈獣ベステイア〉の方の検査ですか」

　ほっと、イザヤが胸を撫なで下ろす。

　そうしてから、ふと思った。

　そもそも、あの妖よう女じよがまっとうな検査ごときで暴ばく露ろされるものだろうか。

　あるいは、見つけられたところで、どうにかなる相あい手てなのか？　瞬しゆん間かん移い動どうさえたやすく起こした、自分が誰だれか分からないという人格は、そもそも天てん災さいにも似にた人の手の及およばぬ現げん象しようではないのか？

（あいつ……いきなり出てきて、いきなり眠りやがって）

　理り不ふ尽じんな出現と消しよう滅めつに怒いかりを感じていると、不安げな声がかけられた。

「イザヤ、兄にい様さま？」

「あ、いや」

　まじまじと少女を見ていたことに気づき、あわててイザヤは手を振った。

　玻は璃りもまた、そんな少年の顔を少し見つめてから、

「あの……」

　と、おずおず切り出した。

「今日は、楽しかったですから！」

「え？」

「少ししかいられなかったですけど、美術館はとても楽しかったですわ。なんだか、二年前の聖せい都とに戻ったみたいで」

　ぱあっと、内側からこぼれるような笑え顔がおだった。

　少女にとって、それだけ二年前の記き憶おくは愛いとおしいものだったのだろう。

　あるいは、今日のことも。

（…………）

　イザヤにとっても、それは意外な感情を伴ともなって、胸に響ひびいた。

　まるで、冷たい雨の日にコンクリートから生はえた一いち輪りんの花を見出したような、ひどく淡あわくて、どこかしら切せつない感かん傷しようだった。

「だから、良かったら、またお願ねがいします」

　さっと、制服のスカートをつまんでのお辞じ儀ぎ。

　ひとつ息をついて、イザヤも微び笑しようした。

「ええ、喜よろこんで」

　それから、

「あ、そうだ」

　と、少年は顔を上げた。

「少し、教えていただけますか？」

「はい？」

　玻は璃りが、小さく首を傾かしげた。







　しばらく、イザヤは黙だまり込んだまま、地下施し設せつを進んだ。

　三つほどエレベーターを乗り継つぎ、金属やリノリウムでいまいち統とう一いつされてない通路を歩いていく。その通路もひたすら長く、時には曲がりくねり、時には坂になったりと、規き則そく性せいが感じられない。

　まるで、入り組んだ広大な地下迷宮ラビリンスだ。

（……ったく、秘ひ密みつ施設だからって、無む駄だに面めん倒どうなつくりにしやがって）

　ぶちぶちと、愚ぐ痴ちを思う。

　教団の地下施設について、イザヤも全ぜん貌ぼうを把は握あくしているわけではない。さっき道順を玻璃に教えてもらわなければ、右う往おう左さ往おうしていたことだろう。

　十分ほどしたところで、足が止まった。

　目の前の扉とびらのプレートには、『第六研究室』と書いてあった。

　内側に入ると、少年には用よう途とも分からない、いくつもの高度な機器が並んでいた。蜘く蛛もの網あみのように大量のケーブルが床ゆかを這はい、各種ＬＥＤが明めい滅めつを繰くり返している。

　マニピュレーターの間をくぐりぬけて、イザヤの視し線せんはその中ちゆう央おう──機械仕掛けのベッドへと向いた。

　冷たい金属のベッドの上に、人形が横たえられていたのだ。

　イザヤの存そん在ざいに気づいて、すぐノウェムは身じろぎした。

「っ──イザヤ様！」

「いいから寝ねてろよ」

　ぞんざいな口く調ちようで、イザヤはしっしと手を振った。

「あ、あ……で、でも」

　ぱちくりと何度も瞬まばたきして、人形が躊ちゆう躇ちよする。

「いいから」

「りょ、了りよう解かいしました。でしたら、失礼させていただくのが私です」

　渋しぶ々しぶと、ノウェムがうなずいた。

　妙みように弱々しい仕し草ぐさで、聖職衣カソツクを毛もう布ふみたいに引き寄せ、じっと少年の方を見る。

「じゃあ、俺はこれでいいや」

　イザヤは適てき当とうに、近くにあった業務用のパイプ椅い子すに座すわる。

　予算は潤じゆん沢たくだと思うのだが、ところどころこういう安っぽい品があるあたり、人間らしい感じがして、少年は苦く笑しようした。

　それから、

「メンテナンスとか修しゆう復ふく中とかいうから、てっきり機械技ぎ師しがたくさんへばりついてるかと思ってたけど、ここ、お前しかいねえのな」

「はい。基本的には自じ己こ機き能のうだけで修復できるようになってるのが私です。もとよりイブ・カダモン・シリーズは非公開技術が多いですし、理解できる技師もほとんどいないのが現在です」

「ロストテクノロジーだとか言ってたものな。あん？　じゃあ、お前が動けなくなってたら、どうすんのさ」

「その場合は、ここの都と市しサーバーの〈クリュプタ〉が修復を担たん当とうすることになってます。逆ぎやくに〈クリュプタ〉の修復プログラムは私に預けられてますので、相そう互ごに安全を確保している状態です」

「なるほどね。文字通り、この街まちとお前は一いつ心しん同どう体たいってわけだ」

　イザヤが、感想を漏もらす。

　そうしながら、なんとなくほっとしていた。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』でなく、本来の自分の口く調ちようで喋しやべれるのが、随ずい分ぶん久ひさしぶりな気がしたからだった。この都市で、イザヤの正体を知っている相あい手ては、ノウェムとカルロしかいない。『九瀬諫也』の仮か面めんを外はずせるのも、このふたりの前だけということだ。

　……いいや。

　それだけ、だろうか。

　安心してしまった自分がなんだかむかついて、イザヤは癖くせっ毛けをかきむしった。

「で？　修しゆう理りの具ぐ合あいはどうなんだよ。なんか、足はもうついてるみたいだけど」

「右足は……自分でパージしただけですので。比ひ較かくするなら、地面に打ち付けられたダメージ検けん証しようの方が時間がかかってます。現在は警けい戒かい態たい勢せいですので、細かい修復よりは検証と戦線復帰を優ゆう先せんしてる次し第だいです」

　聖職衣カソツク越ごしに右足を撫なでて、ノウェムが答える。

　少し間をおいて、人形はそわそわと、もう一度口を開いた。

「あの……」

「あん？」

　眉まゆをひそめたイザヤに、固い声で人形は訊きいたのだ。

「それを……こちらの被ひ害がい状じよう況きようを、確かく認にんに来たのだと考えてよろしいでしょうか？」

「……まあ、そうだよ。なんかまずかったか？」

「い、いえ！　洗礼者バプテイストとしては当然の義ぎ務むですし判断だと存じます！　ですがイザヤ様がそういう判断を自分から為なしたことは好このましいことですし大変光栄ですので諸もろ手てをあげて賛さん同どうするのが私ですよろしければそのままいてくださると速やかな機き能のう回かい復ふくの増ぞう強きよう効こう果かが望めますのでどうぞお願ねがいします！」

　少年が呆あつ気けにとられるほどの早口で、人形がまくしたてる。

「えっと……つまりその、要ようするに、ここにいていいってことか？」

「は、はい。イザヤ様さえ問題なければ」

　かくかく、と人形がうなずく。

　いつも等速な人形の動どう作さからすると、珍めずらしいぎこちなさではあった。

「相変わらずポンコツだな、お前」

　軽かる口くちを叩たたいて、イザヤは了りよう承しようした。

　パイプ椅い子すを回転させ、少しだけベッドに近づけて、反対向きに座すわる。

　背せもたれに肘ひじをおいて、少年は頰ほお杖づえにした。

　そのまま、ふたりはしばらくの間、動かなかった。

　何かを無理に喋しやべることはせず、ただゆったりと時間に身みを任まかせているだけだった。

（食事のとき、みたいですね……）

　と、ノウェムは思った。

　ふたりでいるとき、この少年の食事は基本的に無む口くちだ。

　ただ、がつがつと片かた端はしから咀そ嚼しやくしながら、鳥の照てり焼きやら煮に込こみハンバーグやら気に入った食材があると「これなんて料りよう理り？」とだけ訊きいてくる。

　そうした時間が、ノウェムにとってはお気に入りであった。

　ひどく暖あたたかで──触ふれているだけで、微び笑しようしてしまいそうな空気。

　ずっとそれに触れていたいようにも思ったが、ノウェムはかぶりを振って、こう切り出した。

「あ、あの、イザヤ様、昨日きのうのことですけれど……」

「あん？」

「ですから、その……昨日の……十八時五十六分二十八秒に、教区長室で、イザヤ様を追い出してしまった一連の出で来き事ごとですが……」

　息いきの詰つまったような声で、ノウェムが言う。

　実際、人形は詰まらせていたのだ。

　息でなく、思考を。

（……どうして……制せい御ぎよできないのが私でしょう……？）

　思考構造に、雑音ノイズが混じっていた。

　生体部分の神しん経けい系けいを制御しきれず、不ふ必ひつ要ような電流が何度となく、人形の高速思考を乱みだす。千ち々ぢに乱みだれた電流パルスは心しん臓ぞうを主とした血流にも影えい響きようを与えていた。

　それでも、なんとか口にする。

「昨日きのうのことは……私の反はん応のうが過か剰じようだったかと判断します。申もうし訳わけありません」

「申し訳ありません、ね……」

　対して。

　あの修しゆう道どう司し祭さいの口くち癖ぐせを思い出して、イザヤは顔をしかめた。

　どうにも、あいつも気に入らなかった。常つねに下した手でに出ながらも、こちらを見定めているような視し線せんが、少年の意い識しきにざらついていた。

（……カルロのヤツも、そういう言い方だったしな）

　ラーフラが御みさ陵さぎ市しに再配置された理由を、カルロはわざと曖あい昧まいにぼかした。

　あれは、少年への遠回しな警けい告こくでもあったように思う。

　ラーフラが御陵市に来た理由に、公式の名めい目もく以上のものがあるという警告。

　無論、そうでなくても、玻は璃りの体質もイザヤの正体も隠かくし通さねばならない事じ項こうだが、断罪衣イスカリオテを使うラーフラの立場を考えれば、なお注意せねばならないのは当然だろう。

　問題は……だからといって、イザヤにできることなど何もないということだ。

　結局、ニセモノには、ニセモノである以外の何もできない。

　今度のため息いきは、ひどく深くなった。

「ったく……俺が本物だったら、何の苦労もなかったのにな」

「イザヤ様！」

　不意に、耳元で怒ど鳴なられて、イザヤはパイプ椅い子すから飛び跳はねた。

「な、なんだ？」

「イザヤ様は、どうして……」

　人形は、数秒可か憐れんな唇くちびるを震ふるわせたが、かぶりを振ってうつむいた。

「いいえ、何でもありません。反応が過剰だったのが昨日の私と判断しました。ゆえに同じ過失は繰くり返さないのが私です」

「って、あ、ああ」

「…………」

　小さな拳こぶしを固めて、うつむいたまま、じいっとノウェムが沈ちん黙もくする。

　その沈黙がやたらと重くて、少年もまた口を閉ざした。

　ただ、自分の言こと葉ばがこの人形を傷きずつけたのかと思うと、それが棘とげみたいに自分の内側に刺ささっていた。

（昨日……って？）

　ノウェムが急に機き嫌げんを悪くして、教区長室から追い出されたのは覚えている。

　そのときは、人形でも機嫌が悪くなるのかと単たん純じゆんに考えていたが、もっと別の要よう因いんもあったろうか。

　たとえば、自分の発言の……。

「…………っ」

　不意に、イザヤは納なつ得とくして、息いきを止めた。

　そして、苦く笑しようした。

（……ああ、そうか）

　やっと、人形の怒いかりの理由が分かった気がしたからだ。

　だとしたら。

　こいつは、本当に馬ば鹿かだ。

　人形のくせに、どうしてこんなにも人間らしいことを考えるのだろう。そういう人形の在あり方が、イザヤにはひどくもどかしくて、くすぐったかった。

（……でも）

　しかし。

　だからといって、イザヤの感じている想いを払ふつ拭しよくできるわけじゃないのだ。

　イザヤが、自分が本物なら良かったと言うのは、単たんなる劣れつ等とう感かんではない。

　それもあるが、そもそも厳げん然ぜんたる事実なのだ。

　その事実を曲げてまで、少年は自分を肯こう定ていできない。そんな風ふうに肯定できる理由も感情も、少年の中に存そん在ざいしない。

　だって、自分はどうしようもなく──

「イザヤ様」

　と、ノウェムが呼んだ。

　イザヤは、困ったように唇くちびるを歪ゆがめた。

「おお」

「イザヤ様がニセモノでしたら……やはりニセモノなのが私でしょうか？」

「んなわけねえだろ。お前は間ま違ちがいなく、紛まがうことなく本物だよ。今日だって、断罪衣イスカリオテも使えねえのに、あんだけ渡わたり合ってたろーが」

　肩をすくめて、イザヤは目を細める。

　片足を失っても、なお〈獣ベステイア〉との戦たたかいをやめようとしなかった人形の姿すがた。たとえ断罪衣イスカリオテがなくとも、その勇ゆう姿しには一いつ切さいの曇くもりさえなく。

　あれこそは、本物だ。

　あれこそが、本物だ。

　なのに今、その本物が自分を問といつめる。

「……はは」

　と、イザヤは乾かわいた喉のどで笑う。

「でも、俺はできそこないの代だい用よう品ひんだ。英えい雄ゆうとやらの幻想ゆめをなんとか取り繕つくろって一年間保もたせるためだけの、出で来きの悪い贋がん作さくだね」

「…………」

　ノウェムは、機械のベッドの上で、ぎゅっと唇くちびるを嚙かんでいた。

「納なつ得とくできねえのか？」

「はい。できないのが私です」

「正直なヤツ」

　思わず、素直に苦く笑しようがこぼれる。

　ちょっとだけ、羨うらやましかったかもしれない。

　こんな風ふうに素直であるなら、生きることはきっと輝かがやかしい瞬しゆん間かんの連続だ。そんな相あい手てが人形であることは、神かみ様さまの精せい一いつ杯ぱいの皮ひ肉にくかもしれない。

「でもな。納得できてもできなくても……」

　イザヤは、そこで言こと葉ばを切った。

　あまり、この先を言いたくなかったからだ。

　それでも、

「……ノウェム。『九く瀬ぜ諫いざ也や』が死んでるって教団に知れたら、この都と市しはどうなる？」

「……おそらく、見捨てられるでしょう。士し気きの瓦が解かいは絶望的です。教団にとっても無む理りに維い持じする必ひつ要ようがなくなります。結果、〈獣ベステイア〉が生まれる地脈へ影えい響きようするとしても、この都市を消滅させることに躊ちゆう躇ちよは覚えないものと考えます」

「だよな。だけど、俺だっていつまでもニセモノを演じてられないぜ。ニセモノのメッキなんていつかは剝はげる。そうでなくても一年間の約やく束そくだ。腐くされ眼がん帯たいがラーフラとか新人を呼んだのも、メッキが剝げる前に戦力増ぞう強きようを急いだんだろ。──まあ、それでバレたりしたら本ほん末まつ転てん倒とうなわけで、あいつがやってるのはホントにギャンブル丸出しだけどな」

　唇を歪ゆがめて、イザヤは言う。

　実際、あの眼帯神しん父ぷは教会なんかよりカジノでディーラーでもしている方が、よほどお似に合あいであろう。

　そして、

「だからさ」

　と、付け足たす。

「やっぱり、最初の『九瀬諫也』が死んだのが間ま違ちがってるんだよ。本当の主しゆ役やくが舞ぶ台たいを降りたから、俺みたいなのが代わりをしてるけど、やっぱり似合いじゃない。本物の主役がいたら、誰もこんな苦労をする必要はなかった」

　言って、微び笑しようした。

　どういう顔をして言えばいいのか、分からなかったからだ。

　分からなかったから、『九瀬諫也』として使っていた仮か面めんを選んだ。イザヤではなく『九瀬諫いざ也や』の顔を少年は選んだ。

　曖あい昧まいに、何もかも包つつみ込む微び笑しよう。

　そう、何もかも、その仮か面めんに隠かくしてしまえ。




「俺は、やっぱりニセモノだ。そして俺さえ本物なら皆救すくわれた。それが事実だ」




　はっきりと告つげた。

「──私は！」

　と、ノウェムが胸を押さえる。

「ただ、イザヤ様がほかの誰だれかでなくて良かったと考えているのが私で──」

「それも分かってる」

　イザヤがうなずいた。

　少しだけ嬉うれしくて、それ以上に切せつなく感じた。

　すっと、片手で顔を隠す。

「だけど、僕には認められません」

　その手を下ろしたときには、そこにはもう『九く瀬ぜ諫也』が立っていた。

（…………）

　下へ手たな芝しば居いはごめんだ。

　どうせ本物になれないなら、完かん璧ぺきなニセモノがいい。

　ニセモノをやらされる側の、せめてもの、それが矜きよう持じというものだろう。

「この都市には『九瀬諫也』が必ひつ要ようで、そうじゃない誰かは必要じゃありません。それでいいんです。だからこそ、僕はニセモノをやっていられます」

　会話ではなく。

　一方的に、相あい手てへ宣せん言げんするような囁ささやき。

　それを区切りに、イザヤはパイプ椅い子すから立ち上がった。

　速くもなく遅おそくもない足取りでマニピュレーターの下をくぐってから、『九瀬諫也』らしく丁てい重ちように頭をさげた。

「おやすみなさい、ノウェム。一いつ刻こくも早い回復を願ってます。今度こそ、ふたりで〈獣ベステイア〉を滅ほろぼせるように」

「…………」

　ノウェムは何も言えなかった。

　それは、誰もが望む『九瀬諫也』の在あり方だったはずなのに。

　扉とびらが閉まるとともに──明めい滅めつするＬＥＤだけを残し、薄うす闇やみが研究室を包み込んだ。
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　同じ頃ころ。

　その修しゆう道どう司し祭さいは、地下施し設せつの一室に座ざしていた。

　御みさ陵さぎ市しにおいて、レベル３以上のセキュリティ権限を持つ者にだけ許される、管理端たん末まつの前である。

　コンピ端ュータ末のモニターから発せられた光が、少年のピアスを照てり返している。薄うす闇やみに溶とける黒い肌はだと硬こう質しつの表情もあいまって、少年修道司祭の姿すがたはマネキンのようにも見えた。

　ラーフラである。

　モニターに映っているのは、御陵市における教団組織と地下施設の資料だった。

　御陵市における教団の地下施設は三十層以上からなり、開発時期や使用用よう途とによって細かく区分けされている。階層ごとに足たした全面積では、御陵市の地表にも匹ひつ敵てきするほどだ。

　すでに、その資料の大たい半はんをラーフラは閲えつ覧らんしていた。

　この教区の構造を、認にん識しきするためである。

（これが、御陵市……）

　ラーフラは、かすかに片かた眉まゆをあげる。

　ほかの五都と市しに比べて教団の庇ひ護ごが弱く聖せい人じんの少ない御陵市が、それでも〈獣ベステイア〉から身みを守れていた理由を、今の少年修道司祭は納なつ得とくできた。

　最前、〈獣ベステイア〉との戦いで出会った朱と鷺き頭とう玻は璃り。

　彼女を次期後こう継けい者しやとする朱鷺頭グループの全面的な支し援えんもあって、この都市はひとつの要よう塞さいと化かしている。

　最終的には断罪衣イスカリオテを持つ聖人でなければ対処できぬにせよ、そこまでの過か程ていは圧あつ倒とう的てきだ。断罪衣イスカリオテを調整するための設備や人材、低位の〈獣ベステイア〉に対たい抗こうするための〈槍ランス〉や自動戦せん闘とう設備、果はては戦闘後の処しよ理りのマニュアルまで……完かん璧ぺきといってもよい。

　むしろ、完璧以上だ。

　ほかの都市において〈獣ベステイア〉の存そん在ざいが発覚せぬ理由は、発見した一いつ般ぱん人じんが喪そう神しん現げん象しようによる記き憶おく喪そう失しつを起こしやすいことと後の情じよう報ほう操そう作さが大きい。しかし、この都市ではシステムによる〈獣ベステイア〉の隔かく離りと市民の避ひ難なんが徹てつ底ていされていた。

　隔離と避難ができていればこそ、大がかりな戦闘にも耐たえられる。

　これなら、第六階位クラスの〈獣ベステイア〉であっても、かなりの長期間足止めすることが可か能のうだろう。聖人の少なさを、この都市は十分以上に補ほ強きようしている。

　しかし、それは、この都市のもうひとつの事実を明らかにしていた。

　教団の力と、朱鷺頭グループの勢力の、アンバランスさ。

（申もうし訳わけありませんが……やはり監かん査さは必ひつ要ようですね）

　口にせず、ラーフラは考える。

　そっと、首元のチョーカーへ手をやった。その金属のプレートの裏うらに刻きざまれた文字は、少年と直ちよく属ぞくの上じよう司しだけが知っている。

　異い端たん審しん問もん官かんの、証あかしたる秘ひ文字。

　カルロが口にした審問官に──ラーフラはやはり任命されていたのだ。

（……この都と市しは……歪いびつです）

　ラーフラは思う。

　さきほどの、教団と朱と鷺き頭とうグループとのアンバランスさだけではない。

　カルロが予想しイザヤが汲くんだように、彼がこの都市へ再配置されたのは、教団のある派は閥ばつが御みさ陵さぎ市しに疑念を抱いだいていたからだ。

　たとえば、ノウェムの存そん在ざいだってそうだ。

　すでに廃はい棄きされていたはずの、イブ・カダモン・シリーズの末まつ裔えい。

　あのカルロという枢すう機き卿きよう代だい行こうが、どのような手段で獲かく得とくしたのかは分からない。たかだか二十代後半という若さで枢機卿代行になりおおせたこともそうだが、あの青年の持つコネクションや影えい響きよう力りよくはラーフラにもはかりしれなかった。

（単たんに、聖せい戦せんで戦たたかった聖人というだけではないでしょう）

　次々と移り変わるモニターの映像を見つめつつ、ラーフラは思考する。

　本来ならば、カルロ・クレメンティは『九く瀬ぜ諫いざ也や』と並ならび称しようされてもおかしくない、断罪衣イスカリオテの使い手なのだ。

　断罪衣イスカリオテによる模も倣ほう奇き蹟せきは、使い手をも蝕むしばむ。

　あたかも神かみの恩おん寵ちようを真ま似ねることの天てん罰ばつのように、それぞれに違ちがったカタチで侵しん食しよくする。

　聖戦を経へてなお現げん役えきという聖人は、カルロを含めても数人だけだ。まして御陵市のような聖人の少ない環かん境きようでは、カルロ本人もまた〈獣ベステイア〉との戦線に参加せざるを得ず、この神しん聖せい侵食を避さけられない。

　この街まちの教区長を務つとめることは、カルロ・クレメンティにとって自じ殺さつ行こう為いに等しい。

　なのに。

　記き録ろくを見る限りでは、むしろこの教区の設立からして、カルロは大きく関わっている。

　なんのためだ？

（……いいえ、そもそも）

　ラーフラは、記き憶おくを辿たどる。

　もうひとり、断罪衣イスカリオテを纏まとっていた聖人に思い至いたったのだ。

（……ブラザー・イザヤは……本当に『九瀬諫也』でしょうか？）

　ラーフラは、かつての『九瀬諫也』と出会ったことはない。

　初めて断罪衣イスカリオテを纏まとった英えい雄ゆうのひとり。聖せい戦せんで最もつとも多くの栄えい誉よを受けた聖人中の聖人。第九祭さい器きたるノウェムの洗礼者バプテイスト。

　記き憶おく喪そう失しつだとは聞いた。

　立ち居い振ふる舞まいも、履り歴れきとの齟そ齬ごはない。

　しかし。

　それでもなお、ラーフラには違い和わ感かんが残っていた。

〈獣ベステイア〉と出会った聖人は、ああいう顔はしない。多かれ少なかれ、神の敵てきと戦たたかう聖人には、自みずからの信しん仰こうを全まつとうできる喜よろこびがある。文字通りの悪あく魔まへ抗あらがうことに対して、信仰と闘とう志しの熱を吹き上げるはずだ。

　それが、あのイザヤからは感じられなかった。

　たとえ記憶はなくしても、信仰心まで失うしなったわけではなかろうに。

　何な故ぜだ？

（…………）

　いくつかの可か能のう性せいを考えて、ラーフラは放ほう棄きした。

　証しよう拠このない憶おく測そくなど何の役にも立たぬ。

　それに、

「……申もうし訳わけありませんが、どうせ同じです」

　ふわりと、少年の唇くちびるに笑えみが浮かんだ。

　チョーカーやピアスで飾かざられた微び笑しようは、ひどく神しん聖せいで、ひどく酷こく薄はくであった。

「異い端たんならば……〈獣ベステイア〉ともどもに狩かるだけです。偽ぎ証しようならば……教理の名のもとに罰ばつするだけです。ええ、どのような事情があろうと、偽証は暴あばかれ、罰せられねばならない。それは十じゆつ戒かいの教理のもと、必然であり絶対なのですから」

　異い端たん審しん問もん官かん。

　あるいは教理の権ごん化げとなって、黒い肌はだの少年は、その瞳ひとみに密ひそやかな信仰の熱をたぎらせていたのだった。
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　夜や半はんを過ぎて、街まちはひっそりと静しずまりかえっていた。

　昼下がりに、二週間ぶりの避ひ難なん訓くん練れん警報が発令されたため、多くの住民がいつもより早く帰路についたらしい。それでいて不安らしい空気も漂ただよっていないのは、すでに皆慣なれているためだろう。

　ある意味で、世せ界かいは壊こわれている。

　宗しゆう教きようテロに備えた、緊急避難訓練。

　最初は一度ごとに怯おびえていた市民の神経も、警けい報ほうの繰くり返されるたびに擦すり切れ、今や怠たい惰だな日常と成なり果はてている。禍まが々まがしい日常がただの非日常にすり替わった事実は、〈獣ベステイア〉という魔ま性しようが現実に浸しん食しよくしはじめたということに他なるまい。

　そんな第七区の住じゆう宅たく街がいの、ほぼ末まつ端たんに位置する家屋だった。

　真ま新しくも平へい凡ぼんな一いつ軒けん家やのリビングに、イザヤは座すわっていたのである。

「…………」

　イザヤは、黙もく々もくと遅おそい夕食を摂とっていた。

　教団──カルロに用意された自じ宅たくだ。

　ノウェムとふたりで、この二週間ばかりを過すごしてきた家だった。

　まだノウェムは戻ってない。

　修しゆう復ふくに手間取っているのか、別の理由かも知れない。

　イザヤはただ、昨日きのうノウェムがつくってくれていた、冷めた食事を頰ほお張ばっていた。

　もとよりメンテナンスを行う予定だったので、一両日分は保もつよう作り置きしてもらったものだが……蒸むした鶏とり肉にくやシーザーズサラダを口へ運びながら、少年は不ふ思し議ぎそうに顔をしかめた。

　こんなに、味あじ気けなかったろうか。

　朝に食べたときは、もう少しマシだった気がする。

　それより前──最後にノウェムと食べたときは、思わず何度も舌した鼓つづみを打った記き憶おくさえあった。

「…………」

　少年の、手と口は止まらない。

　作業的に、食事以外の何かも飲み込むようにして、咀そ嚼しやくしつづける。

（……あのポンコツも、なんか食ってんのか？）

　ふと意い識しきがよそにそれて、歯はぎしりする。

　数時間前の、第六研究室での出で来き事ごとをまた思い返してしまったからだ。

　そんなことに何の意味もないのに。

「ああ糞くそ！」

　椅い子すを蹴けりつけ、少年は思いきり背せ筋すじを伸のばした。

　もやもやしたものが、どうしても喉のどの奥おくにしがみついて離はなれなかった。どれほどに肉を嚙かみ裂さき、嚥えん下かしようとも、粘ねん膜まくにその感覚がへばりついていた。

　いがらっぽく喉を刺さす、小さな棘とげのような痛いたみ。

　その痛みに顔をしかめて、天てん井じようを睨にらみつけていると、チャイムが鳴った。

「…………っ」

（あい、つ……っ？）

　立ち上がると、自然にその後が早足になった。

　急ぐ足取りをせめて駆かけ足になるのだけは押さえて、一階へと下りていく。

　カメラのモニターも確たしかめずに、玄げん関かんを開き、イザヤは硬こう直ちよくした。

「こんばんは、イザヤ兄にい様さま」

　清せい楚そに頭を下げ、玻は璃りがドレスの裾すそをつまんだのだった。

　数すう秒びよう、その顔を見つめて。

　イザヤは、黙だまって拳こぶしを振り上げた。

「っ!?」

　驚おどろいた顔の玻璃の目前で拳はぴたりと止まり、少年は尖とがった歯はを剝むいたのだ。

「──ふざけるなよ、てめえ」

「あらら」

　と、玻璃が笑った。

　可か憐れんな瞳ひとみの内に、とろりとした愉ゆ悦えつの光が浮いていた。ゆるく朱しゆ唇しんを舐なめる舌した先さきは、ちろちろと蠢うごめくだけで、見る者の魂たましいまでも奪うばいそうに悩なやましい。

　どちらの玻璃かなど、尋たずねるまでもなかった。

「どうしてバレたのかしら。屋や敷しきでも教団の検査でも、誰だれにも気が付かれなかったのに」

「全員目が腐くさってただけだろ。だいたい他人のふりなら、俺の方がよっぽどマシだ。仕し草ぐさや口く調ちようだけ再現すりゃあ誰でもごまかせるって思うなよ」

「そういうもの？　ねえ、今度教えてもらってもいいかしら？」

「誰が、お前なんざに」

　小さく、舌打ちする。

　その間も、視し線せんはそらせなかった。

　ずくずくと心しん臓ぞうが痛いたいぐらいに鳴っていた。

　すでに、分かっていることがある。

　この妖よう女じよは──確かく実じつに、自分を殺すぐらいはたやすくやってのける。

　理由など、ただの気き紛まぐれで十分だろう。内ない臓ぞうの臭においに悦えつ楽らくし、裏うら返がえしになった血肉へ耽たん溺できする相あい手てに、人命を尊とうとぶ気質などあるとは思えない。ここにいるのは限りなく〈獣ベステイア〉に近く、〈獣ベステイア〉以上の化ばけ物だった。

「そう邪じや険けんにすることないのに」

　と、女の唇くちびるが赤い三日月を思わせて笑う。

　イザヤは、ふざけるな、ともう一度言った。

「〈獣ベステイア〉を喰くうとか言っておいて、途と中ちゆうで勝手に消えやがったのは何だよ。おかげで俺も玻璃も殺されかけた」

「あなたの希望を優ゆう先せんしたからよ」

　平然と、妖女がドレスの肩をすくめる。

「あたしの『力』って全然融ゆう通ずうがきかないのよ。規き模ぼこそそれなりだけど、使ったら疲つかれてこてんと寝ねちゃうわけ。半日ぐらいならわりと早く起きた方かしら。この身体からだの主しゆ導どう権けんだって基き本ほん的には向こうの方が強いのよ。うんざりしちゃうわよね？」

「…………」

　イザヤは、驚きよう愕がくに息いきを飲む。

　自分の弱じやく点てんを──あっさりと妖よう女じよがバラしたからだ。

　そして、その意味を予想したからだった。

「んふ」

　と、愉たのしそうに妖女が鼻を鳴らした。

「ねえ。今、何を考えたの？　何を想そう像ぞうしたの？　すっごく心しん臓ぞうがどきどきしてるでしょ。息も三割わりぐらい荒あらくなってるわよね？　汗かん腺せんからしてる臭においは冷や汗あせかしら？　そうすると、あなたが考えたのってたとえば──」

　ゆるり、と妖女の頭が円を描えがき、すぐに納なつ得とくしたように上下した。

「──口封ふうじ、とか？」

　その言こと葉ばに、イザヤの身体が強こわ張ばる。

　ごくりと飲み込んだ唾つばが、食道へくだっていく音がやけに大きく聞こえた。

　そう。

　だったら、どんな弱みを語っても問題ないだろう。喋しやべる口がなくなれば、妖女の正体を知る者とていなくなる。考えてみれば、妖女にとってこれ以上の選せん択たく肢しは存そん在ざいしない。

　自然と一歩だけ足が下がり、一歩だけで耐たえた。

「逃げないの？」

「あいにく、奇き蹟せきも何も使えない、噓うそと姑こ息そくしか取り柄えがない人間でね。どうせ殺されるなら、殺す相あい手ての顔ぐらいちゃんと見たい」

「ご立りつ派ぱね」

　妖女が、ゆるりと手を持ち上げる。

　指の長さの倍ほども、鋭するどく爪つめが伸のびる。

　その爪がイザヤの首くび筋すじに刺さり、一筋の血を垂たらしても、少年は動かなかった。

「いい香かおり」

　と、妖女は微笑ほほえんだ。

「若々しくて、とろりとしてて、花開く直前の蕾つぼみを握にぎり潰つぶしたみたい。このまま、自分の身体にこすりつけたくなっちゃう。きっと最高の気持ちになれるわ」

「黙だまれ」

「あら。殺されるよりも、そう言われる方が嫌いやなの？」

　意外そうに、妖女が言う。

「これが、朱と鷺き頭とう玻は璃りの身体からだだから？　イザヤ兄にい様さまイザヤ兄様って、あんなに無む邪じや気きになついて、あなたへ呼びかけてた娘の身体だから？　ねえ……イザヤ兄様」

　最後の言こと葉ばとともに、妖よう女じよの表情がそっとほころんだ。

　つつましく、清きよらかに。

　美術館での短い逢おう瀬せを、あんなに喜んでいた少女の顔に。

　朱鷺頭玻璃の、その顔に。

「やめろ！」

　首くび筋すじに突つき刺ささった爪つめもかまわず、イザヤは叫さけんでいた。

　一歩進み、異い物ぶつが肉に埋うまる感かん触しよくを覚えながら、少年は妖女を睨にらみつけていた。

「殺すぞ、てめえ……！」

「素す敵てきな言葉ね。それがあなたの地じ？　やっと見れたわ」

　玻璃の微び笑しようが、妖女のそれへと戻り、深くなる。

「ああ、ここに来るまでの間、あなたの口封ふうじについて考えていたのだけど──良かった。それがあなたの地だったら、もうひとつぐらい方法がありそう」

「方法？」

「そうよ。あなたは、死にたくない？」

「当たり前だろうが」

「じゃあ、こういうのはどうかしら」

　形の良い顎あごが上下して、はっきりとこう告つげたのだ。

「あなた、私の恋人になりなさい」

「……………………………………………………………………………………………………は？」

　反はん応のうは、数すう秒びようどころか、一分近くも遅おくれた。

　少年の思考が完かん膚ぷ無なきまでに停止した時間であった。凍とう結けつして宇う宙ちゆう空間に封ふう印いんされたんじゃないかと思うほどの、完全停止状態。そのままホルマリンにでも漬つければ、『九く瀬ぜ諫いざ也や』のピン留め標ひよう本ほんになったかもしれない。

「だって、それが一番いいでしょう？　ずっと、あたしとあなたが一いつ緒しよにいる理由になるわ」

　鋭するどい爪を頸けい動どう脈みやくに触ふれさせたまま、妖女はあでやかに言う。

「あたしたち、良いパートナーになれると思うの。お互たがいに、誰だれにも言えない秘ひ密みつを抱えてるんだし、こんなに強い結びつきってないんじゃないかしら？」

「……ふざけるな」

　と、少年は三み度たび口にした。

　まるで、妖女の真しん意いがつかめない。

　まさか、今の戯たわ言ごとをまるきり信じ込めと言うのだろうか。真っ当に交こう渉しようが成立するのは、相あい手ての言う結果が自分にも想像できるときだけだ。

　こんな化ばけ物と恋こい人びと同どう士しになったところなど、夢ゆめの中ですら考えがたい。

　しかし、妖よう女じよは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「そう？」

　そして。

　濡ぬれた眼まな差ざしで、甘あまく、こう囁ささやいたのである。




「でも……あたしなら、あなたを本物にしてあげられるわよ？」




「……っ、な？」

　その意味が理解できず、しかしあまりにも自分の中心を貫つらぬかれて、イザヤが絶ぜつ句くする。

　さきほどの怒いかりの熱さえ、瞬しゆん時じに奪うばわれるほどの甘あまさ。

　そんな少年を見やって、

「ねえ」

　と、女は続ける。

「あなたは、『力』が欲ほしいんでしょう？」

　言こと葉ばを、無む視しできない。

　妖女の声は、耳び孔くうを這はいずる毒どくのようだ。腐くさり果はててなお美しい果か実じつのように、その毒は少年の身体からだを痺しびれさせていく。もっと恐ろしいのは、その痺れを快かい感かんとして受け入れてしまいそうな自分がいることだった。

　それほどに、妖女の誘さそいは逆さからいがたかった。

　血を吸すった爪つめが、すうと少年の纏まとった聖職衣カソツクへと降りた。

　妖女が、言う。

「たとえば……あなたがずっと着ている断罪衣イスカリオテの『力』があれば……あなたは本物になれるわよね？」

「────っ！」

　イザヤが震ふるえた。

　その言葉に、覚えがあった。

　たった一度、イザヤが奇き蹟せきを経験した記き憶おく。

「この断罪衣こいつは……」

　と、呻うめきがこぼれた。

「この断罪衣イスカリオテと……二週間前に起きたあれは……てめえがやったのか？」

「んふ」

　妖女は、はぐらかすように鼻を鳴らす。

「あたしは、呼ばれたから来ただけ。とてもとても強く呼ばれたから。ああ、ひょっとしたらお礼れいを言わなきゃいけないのかも。あなたはあたしを起こしてくれた。ずっとずっと眠っていた──ひょっとしたらこの娘が死ぬまで眠っていたかもしれないあたしを、あんなに力強く起こしてくれたんだもの」

　妖よう女じよの爪つめが、少年の肌はだを滑すべる。

　かすかに削けずり、鋭するどい痕あとだけが肌に残る。

　まるで、イザヤこそが一番の罪ざい人にんなのだと言うように、その爪は淡あわい痛いたみを刻きざみつけていく。

「すぐに……あの〈獣ベステイア〉は見つかるわよ」

　と、妖女は告つげた。

「あたしを見て、あたしの声を聞いて、あたしの匂においを知って……そこまでして、あたしを求めずにいられる〈獣ベステイア〉なんていないもの」

　その瞳ひとみが含んだあだの、なんと凄すさまじいことか。

　傾けい国こくの美び姫きという。賢けん王おうを堕だ落らくさせ、一国を傾かたむけるほどの美女のことだ。しかし、この妖女が相あい手てならば、どのような王も没ぼつ落らくを喜よろこびこそすれ、一いつ片ぺんの悔くいも抱いだかずに死んでいったことだろう。

〈獣ベステイア〉相手にも退しりぞかぬ聖せい女じよと、〈獣ベステイア〉さえ喰くらうという妖女。

　どちらが、本当の玻は璃りなのか。

「…………」

　長い間があった。

　数十秒だったか、数分だったか。

　それだけの時間をおいて、イザヤはやっと口を開いた。




「……どうしてほしいんだ？」




　にんまりと、妖女の唇くちびるに会かい心しんの笑えみが浮かんだ。
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「……どうしてほしいんだ？」

　イザヤがそう言ったときだった。

　にんまりと妖女が笑みを浮かべ──すぐに、その視し線せんを自分の腰こしあたりに落としたのだ。

　ドレスの内側から震ふるえる携けい帯たい電話を取り出して、耳元にあてた。

「もしもし、朱と鷺き頭とうです」

　先までのやりとりがすべて間ま違ちがいだったかのような、いつもどおりの玻璃の声。

「はい。ちょうどイザヤ兄にい様さまと一いつ緒しよにいますわ。……はい」

　うなずいて、携けい帯たい電話をイザヤへと差し出した。

「どうぞ」

「え？」

　眉まゆをひそめたイザヤへ、電話の相あい手てを告つげる。

「カルロ様からですわ」

　声だけはいつもの玻は璃りのまま、しかし瞳ひとみは悪いた戯ずらっぽい妖よう女じよのそれで、イザヤへと携帯を手て渡わたしたのであった。

　一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、少年は促うながされるまま、受話部を耳にあてた。

「もしもし」

「やあ、カルロ・クレメンティですよ？　あれれれれ、イザヤ君が一いつ緒しよとは思わなかったんだけど、どうかした？　ひょっとして邪じや魔まだったりした？　そうするとこの国的には馬に蹴けられて死し刑けいとかいう実にファンタスティックな刑けい罰ばつがあった気がするんだけど、私大だい丈じよう夫ぶですかね？　ひょっとしてもう死刑確定だったりしませんかね!?」

「……ふざけないでください」

『九く瀬ぜ諫いざ也や』としての声で、少年は応こたえた。

　カルロにも今の玻璃の状じよう態たいを告げられない以上、『九瀬諫也』として応対するしかない。

　満足げな顔の妖女にほぞを嚙かみつつ、用よう件けんを訊きく。

「何か、あったんですか」

『いや、今特定ができてね』

「特定？」

『ああ、玻璃さんの手て伝つだいのおかげだね。思ったより早く進んだ。もとより、今回の〈獣ベステイア〉はそれほどうまく隠かくれてるわけじゃなかった。事じ件けんそのものは隠いん蔽ぺいできていても、一度明るみに出れば、後は御陵市この街なりの探さがし方ができる。この一ヶ月のデータを全ぜん検けん証しようするために、いささか〈塔ルーク〉の皆さんに無理してもらうことになりましたが』

　カルロの声には、珍めずらしくも、幾いく分ぶんの自じ負ふが含まれていた。

　この都と市しに対する、誇ほこりでもあったろうか。

　そして、電話の向こう側の神しん父ぷは言う。

『つまり──〈獣ベステイア〉に喰くわれたろう人物が特定できました』

「────っ！」

　イザヤが、携帯を握にぎった手のひらにかすかな汗あせを滲にじませる。

　先の戦たたかいから、わずか半日。

　それで、教団は〈獣ベステイア〉の手がかりを突つき止めたというのだった。

「特定されたのは第十四区在ざい住じゆう、浅あさ黄ぎ香か夜や。十三歳。母親とともにアパートで暮くらしているはずですが、この二週間、母親は姿すがたを見せていません。同じ期間、学校にも登校しておらず、〈塔ルーク〉の調ちよう査さ班はんが遠えん隔かくからの監かん視しを行いました。結果として言えば、まず間ま違ちがいないでしょう。彼女が〈獣ベステイア〉──〈紡ぎスピンドル〉に喰くらわれた相あい手てです」
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　──自分の何もかもが変わった瞬しゆん間かんを、その少女は覚えている。




　女の子は、おとぎ話が好すきだった。

　昔むかし々むかし、母親に読み聞かせてもらったおとぎ話。

　女の子はぬいぐるみをきゅっと抱かかえ込んで、その話を一生懸けん命めいに聞きいていたものだった。

　そして、多くのおとぎ話で、針はりと糸を持った魔ま女じよが出てくるのだ。

　あるお姫ひめ様さまは糸いと紡つむぎの針を刺さされて長い眠りにつくし、あるお姫様は魔女の針と糸でつくられたドレスを着て永えい遠えんの幸せを得えるのだ。

　母親の言うには、そうした魔女には原点があるらしかった。

　運命の糸を、操あやつる魔女。

　からから、からからと回る魔女の糸車に、人間は弄もてあそばれるしかない。

　だから、幼おさない頃ころの女の子は針と糸は魔女の道具だと、心底信じていたものだった。いずれ母親に聞いたおとぎ話自体は忘れても、針と糸という道具にはどこか特別な想おもいを抱いていたと思う。

　そして、ある日唐とう突とつに知った。

　運うん命めいの糸が、ついに自分を絡からめ取ったのだと。

　そう。

　あの人だ。

　自分よりもひとつ、ふたつ上と思われる、黒い髪かみの娘むすめ。

　綺き麗れいだったけど、それだけなら心を奪うばわれはしなかった。

　御みさ陵さぎ学院の制服。きびきびとした歩み。強い意思を秘ひめた瞳ひとみと唇くちびる。

　どれも魅み力りよく的てきだったけれど、それは銀ぎん幕まくの俳はい優ゆうでも見るような感覚で、自分の内側まで響ひびくようなものではなかった。真しん紅くに染そまった夕暮れの下、凜りんとして歩む娘は、ただ遠い世せ界かいの存そん在ざいだった。

　なのに、




　──あの娘は、突然変わったのだ。




　──まるで裏返しにするみたいに、まったく違ちがう『女』に変へん貌ぼうしたのだ。




　一いつ瞬しゆんだけ硬こう直ちよくしたかと思うと、次の刹せつ那なにはぺろりと皮を剝はいだように、淫いん蕩とう極きわまりない『女』が現れていた。

　世界の誰だれもが跪ひざまずきそうな、女王がそこにいた。

　ばかりか自分を一いち瞥べつして、ふわりと微び笑しようしたのだ。

　その鮮あざやかな色彩いろと衝しよう撃げきを、一体何と呼べばいいだろう。

　ずっと、自分は立ちつくしていた。胃いの腑ふから魂たましいを鷲わしづかみにされたように、自分はずっと放心して、その一瞬の色彩いろを脳のう内ないに焼き付かせていた。

　まるで、恋のようだった。

　まるで、啓けい示じのようだった。

　そのとき、自分は思ったのだ。

　みんな、そうなのだろうか？

　本当はみんな、もっと凄すごい──もっと素晴らしい何かを秘ひめているんじゃないだろうか？　ずっと内側に隠かくしたままで、忘れてしまっているんじゃないか？　本当は、そうした裏うら側がわの自分の方が優すぐれているのに、臆おく病びよう者ものな自分たちは押し込めてしまってるんじゃないのか？

　誰だって、裏側の自分に出会いたいんじゃないのか？




「──確たしかめればいい」

　そう言ったのは誰だれだったろう。




「──君きみが、みんなの中なか身みを見てあげればいい」

　どうして、そう思ったんだろう？




　しかし。

　思ってしまえば、後は早かった。

　中身を見るにはどうすればいい？

　ぬいぐるみの中身を見たければ、糸をほどけばいい。

　じゃあ、人間の中身は？

　……それも、簡かん単たんだ。

　ぬいぐるみが糸いとと布ぬのと綿わたでできてるなら、人間は筋きん肉にくと骨ほねと内ない臓ぞうでできてるだけ。ちょっと裏返してあげれば、簡かん単たんに中身を晒さらしてくれる。

　だから、その夕暮れから、自分は夜ごとに街まちを彷徨さまよった。

　目についた人は、片かた端はしから綺き麗れいにほどいて裏返してあげた。

　きっと喜よろこんでもらえると思った。

　裏側に隠かくれてる──本当の自分を教えてあげれば、きっと喜んでもらえるはずだった。

「……なのに……」

　なのに、と女の子は呟つぶやく。

　やっとあの娘と再さい会かいできたのに、自分は何もできなかった。

　糸でつくりあげたカタチは無む惨ざんに壊こわされて、命からがら無ぶ様ざまに逃げてきただけ。

　無惨に。

　無様に。

　それは、弱かったからだ。

　人の真実ほんとうを裏返すのに、自分のカタチでは足たりなかったからだ。

　組み直さなければならない。

　紡つむぎ直さなければならない。

　自分の奥おくの奥から、底の底から、どうしようもない深しん淵えんから……もっと正しいカタチを編あみ出さなければならない。

「……あ……あ……あ……」

　断続的な吐と息いきが、暗い部へ屋やにこぼれる。

　少女の手が、震ふるえる。

　少女の指が、震える。

　あやとりをするみたいに、何度も絡からみ合う。

　イメージは、あの人だ。

　いくらでも、裏うら返がえさねばならない。

　自分のホントが見えるまで、何度だって裏返さねばならない。

　何度も、何度も。

　何度も、何度も。

　何度も、何度も。

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も……飽あきることなく、ずっと続けていた。

　その無む限げんの繰くり返しの、果はてだったろうか。

「……ああ」

　と、少女が呟つぶやいた。

　その肩が、小こ刻きざみに震ふるえた。

　すすり泣くような声とともに、やはり指を動かし続けた。

「……あの人の、匂においがする」

　ずっと、少女は震えていた。
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　よくよく見れば、それは怖こわがっていたのではなかった。

　唇くちびるの端はしは持ち上げられ、不ふ吉きつな三日月のように弧こをつくっている。瞳ひとみの色は歓かん喜きに溢あふれて、呼こ吸きゆうは欲よく望ぼうに荒あらくなっている。

「近くにいるんだ……あの人も……」

　と、少女は喉のどを鳴らした。

　少女は笑っていたのであった。

　少女は泣いていたのであった。

　涙なみだも歓喜もないまぜにして、あまりの感情を抑よく制せいしきれずに、ただただ震ふるえながらも白い指を動かしていたのだった。




　その周しゆう囲いに、たくさんのぬいぐるみが糸をほどかれて、あたかもモルグのようにぶちまけられていた。
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　深夜。

　ざあ、と風に吹かれて、細長い葉が揺れた。

　おびただしい葉が互たがいに擦こすれ、ざわめき、すすり泣くような音をあげている。

　竹ちく林りんである。

　曇くもった夜空に向かって、これでもかとばかりに背せを伸のばした中ちゆう規き模ぼほどの竹林だった。ほとんど手入れもされてないのか、青あお竹だけの植しよく生せいにはまったく秩ちつ序じよというものがなく、おどろおどろしい闇やみだけを内側に孕はらんでいる。

　そんな十四区の竹林の裾すそ野のに、古い小さなアパートがあった。

　露ろ骨こつに傾かたむき、壁かべにはひびが入った廃はい墟きよ寸すん前ぜんの代しろ物もの。

　今、そのアパートの周しゆう囲いを、いくつもの影かげが動いていたのだ。

　あるいは教団の秘ひ密みつ通路より姿すがたを現した装そう甲こう車しやであり、あるいは獰どう猛もうなアンチマテリアルライフルを狙そ撃げきポイントへ設置した兵士であった。あらゆる状じよう況きようを想定して、アパートを円えん周しゆう状じように取り囲んでいる。

　人数にして、四十人近くになるだろうか。

〈槍ランス〉。

　御みさ陵さぎ市しの組織内でも、研究や情じよう報ほう工こう作さくを主とする〈塔ルーク〉に対して、〈獣ベステイア〉との直接戦せん闘とうや聖せい人じんの補ほ助じよを任にん務むとしている部隊であった。

「あそこが……〈獣ベステイア〉の居い場ば所しよってわけだね」

　数百メートルほど離はなれた高台で、カルロが双そう眼がん鏡きようを下ろした。

「すでに住民の避ひ難なんと隔かく離りは終しゆう了りようしています。ほとんど立ち退のき寸すん前ぜんの区く画かくだったのが幸さいわいしました」

　イヤホン越ごしに、無線で返事がある。

　こちらは、〈塔ルーク〉の工作員の声だった。

「〈槍ランス〉の配置も終了しました。いつでも状況を開始できます」

「ええ、少し待まってくださいね」

　ひとつうなずいて、カルロは振り返った。

　そこに、もうふたりの人ひと影かげがたたずんでいた。

　ノウェムと、ラーフラだった。

「ノウェムの調整は終わりました？」

「再接続した足の試用や細かなダメージの確かく認にん過か程ていを省はぶきましたが、九十三％の精せい度どで動どう作さできると判断します」

「なるほど、ラーフラ君は？」

「……ええ、いつでも大だい丈じよう夫ぶです。〈塔ルーク〉の整備班はんのおかげで、断罪衣イスカリオテの再調整も終わってます。ほかと比くらべるようで申もうし訳わけないですが、ここの整備班は優ゆう秀しゆうですね」

「それはなにより」

　にっこりと、カルロが相そう好ごうを崩くずした。

「イザヤ君にノウェムの断罪衣イスカリオテを解放してもらった後、ラーフラ君とノウェムのペアで突とつ入にゆうしてもらいます。〈槍ランス〉の配置も終わってますので、ふたりの必ひつ要ように応おうじて適てき宜ぎ援えん護ごに入る予定です。──こっちに来て早々の本番だけど、ノウェムの能のう力りよくとかはもう把は握あくしてます？」

「……許きよ可かをいただいたセキュリティ内での戦せん闘とう記き録ろくと、性能表はすべて目を通しました。聖アガタの聖せい人じん性質は、こちらの断罪衣イスカリオテと良いパートナーシップを結べるものと思います」

「うんうん。頼たよりにしてますよ？」

「ついては……こちらからの質しつ問もんで申し訳ありませんが、今回、枢すう機き卿きよう代だい行こうはバックアップだけですか？」

　ラーフラの瞳ひとみが、底に淡あわい色を湛たたえた。

　それを意い識しきしてかどうか、カルロはくしゃりと金きん髪ぱつに手をやった。

「できたら勘かん弁べんして欲ほしいですね。なにぶん、聖せい戦せんからずっと出ずっぱりでしたから」

　その意味は、断罪衣イスカリオテの使い手ならば問とうまでもない。

　神しん聖せい侵しん食しよく。

　ある種の名めい誉よでもあり、模も倣ほう奇き蹟せきを使い続けたことによる、不ふ可か避ひの代だい償しよう。

　そう。カルロの長い戦せん歴れきからすれば、症しよう状じようがはじまっている方が普通であり、疑う理由もない──。

「申し訳ありません。よけいな質問でした」

「いえいえ」

　曖あい昧まいな微び笑しようで誤ご魔ま化かしてから、カルロはくるりと振り返った。

「──おお、イザヤ君に玻は璃りさん」

　視し線せんを外はずし、背後へと手を振ったのだ。

　びくり、とノウェムが硬こう直ちよくした。

「…………」

　そのふたりの接近にも、人形はいち早く気づいていた。

　しかし、自みずから声をかけることはできず、カルロが名前を呼ぶまで、じっと立ちつくしていたのであった。

「ごめんなさい。遅おくれました」

「…………」

　厳きびしい面もちで頭を下げた玻璃と対たい照しよう的てきに、イザヤは何も言わなかった。

　一いつ瞬しゆんだけノウェムを見やって、こちらもすぐに顔をそむけたのだった。

「いえいえ、ぴったりのタイミングですよ。ちょうど準備が整ととのったところですからね」

　カルロの言こと葉ばだけが、ひどく空くう虚きよに響ひびいた。

　それから、ちらりと袖そで口ぐちを見て、こう続けた。

「時計合わせ──の必ひつ要ようはありませんね。現時点が二ふた三さん一ひと○まる。十分後の二ふた三さん二ふた○まるをもって、状じよう況きようを開始します」
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（ノウェム、か……）

　銀ぎん髪ぱつの人形を眼がん前ぜんにして、イザヤは顔をそむけた。

　言えることが、何もなかったからだ。

　一いつ瞬しゆん、玻は璃りへ目をやると、少女は〈獣ベステイア〉を前にしてかすかな緊きん張ちようの混じった声で訊きいた。

「どうかしたんですか、イザヤ兄にい様さま？」

　その表情は、純じゆん粋すいに少年を案ずるものだった。

　演えん技ぎではない。

　今の玻璃は、いつもの朱と鷺き頭とう玻璃であった。

「気分が優すぐれないのですか？　半日前に、〈獣ベステイア〉と遭そう遇ぐうしたばかりですし、ひょっとして喪そう神しん現げん象しようが……」

「いや……なんでもないです」

　だから、少年もまた『九く瀬ぜ諫いざ也や』として微笑ほほえむ。

　そんなイザヤを見やって、玻璃はもごもごと口ごもりつつ、整った顔をうつむけた。

「あの……ごめん……なさい」

「はい？」

「せっかく……家で相そう談だんに乗っていただきましたのに……私、立ちくらみを起こしちゃって……い、イザヤ兄様に……その、だだ、抱き留めてもらいましたし」

「ああ……」

　イザヤが微び笑しようする。

　少女が真っ赤になっているのは、長い髪かみから覗のぞいた耳の先だけでも明らかだった。状況が状況でなければ、そのままじたばたと手足を動かしてしまいそうで、珍めずらしくも年とし相そう応おうな可愛かわいらしい素す顔がおではあった。

　──もっとも。

　それも、記き憶おくのつじつま合わせには違ちがいなかったが。

「…………」

　瞳ひとみの奥おくに、かすかな罪ざい悪あく感かんを封ふうじ込めて。

　少年は、三十分ほど前の、自じ宅たくでの会話について思いを馳はせていた。







「……結局、お前は何をさせたいんだ？」

　そう問とうたイザヤに、妖よう女じよの人格を露あらわにした玻は璃りは小さくうなずいたのだった。

「前と同じよ。──あたしを呼んで欲ほしいだけ」

「呼ぶ？」

「残念ながら、あたしも自由に出られるってわけじゃないのよ」

　忌いま々いましげに、妖女は手を振る。

「どんなに頑がん張ばっても駄だ目めなときは駄目。逆ぎやくに何もしてなくても、出なきゃならないときもあるわ。比ひ率りつからいえば、残念ながら向こうの方がずっと多いわね。言ったでしょう？　はっきり意い識しきがあるのなんて、全部で数時間ぐらいだって。大事に扱あつかってほしいわよね、無む邪じや気きな赤ん坊みたいなものなんだから」

「こんな赤ん坊がいてたまるか」

「あらひどい」

　くすくす、と妖女が唇くちびるに手をあてて笑う。

　そして、こう続けた。

「だからこそ、あなたに呼んでほしいのよ。この娘の中から、しかるべき時間にしかるべき場所で、あたしを起こしてほしいの」

「〈獣ベステイア〉を喰くらうために？」

「〈獣ベステイア〉を喰らうために」

　妖女がうなずいた。

「──あたしには、今も聞こえてるのよ」

「何が？」

「この都と市しに響ひびいてる、あの〈獣子〉の鼓こ動どう」

　自分の耳へ触ふれて、頰ほおにかけて愛いとしそうに撫なでさする。

「とってもよく聞こえるわ、あの子の鼓動。……すっごい我が慢まんしてるの。いまにも我慢しきれずに飛び出してしまいたいのを、ずっとずっと我慢してるの。どろどろにたまった大たい罪ざいがいまにもはち切れてしまいそうで……ああ、すっごく美お味いしそう」

　ほう、と吐と息いきをこぼした。

　熱い息は、それだけで世せ界かいを蠱こ惑わくの色に塗ぬり替かえてしまう。

　イザヤは強く唇を嚙かんだ。そうしなければ、自分もこの女の魔ま性しように囚とらわれてしまいそうだったからだ。

　なにもかもを蕩とらかして、堕だ落らくさせんとする緋ひ色いろの魔ま物もの。

　しかし、その堕落は、なんと甘かん美びなことだろう。

「……お前は、何なんだ？」

「そんなの分からないって言ったでしょ。興きよう味みもないわ」

　ぺろり、と妖よう女じよが舌した先さきを覗のぞかせる。

「あたしは、ただ〈獣ベステイア〉を喰くらいたいだけ。でも、御陵市ここの仕組みはちょっと邪じや魔まなの。断罪衣イスカリオテの聖せい人じんに跡あと形かたもなく滅ほろぼされたら、私が食べるも何もなくなっちゃうもの」

「だから……俺が、呼べって？」

「あなたなら、聖人たちに〈獣ベステイア〉が滅ぼされるとき、その場に居い合あわせることができるでしょう？」

「呼ぶというのは……どうすりゃいいんだ？」

「知ってるはずよ」

　と、妖女は言った。

　ひどく淫いん猥わいで、心の芯しんを揺さぶる声だった。

「あなたは、もうその方法を知ってる。そしてあなたしか知らない。あたしを目覚めさせた、あなたしか」







　そして今。

（……もう知ってる……って全然分からねえっつの馬ば鹿か！）

　イザヤは、沈ちん思しする。

　あの直後に妖女は頽たおれ、いつもの玻は璃りに戻ったのだった。

（ゲテモノ喰ぐいの化ばけ物相あい手てに、できそこないのニセモノ俺が何をすりゃいいってんだ？　気に入りそうなゲテモノ料理でも並べりゃいいってのかよ）

　分からない。

　ただひとつ心当たりがあるのは二週間前の事じ件けんだが、あれこそ瀕ひん死しの状じよう態たいで、イザヤに残っているのは曖あい昧まいな記き憶おくだけだった。かといって、こんな話を誰だれかに相そう談だんするわけにもいくまい。




　──『あたしなら、あなたを本物にしてあげられるわよ？』




　あの言こと葉ばを信じたわけではない。

　それでも、イザヤは妖女と敵てき対たいするわけにいかなかった。

　妖女の正体を明かすことは、そのまま玻璃の死につながる。玻璃の死はそのまま御みさ陵さぎ市しの崩ほう壊かいと言い換えてもよい。ラーフラという外部の人間が加くわわった以上、なおさら迂う闊かつな行動はとれなかった。

　今のイザヤの立場は、ひどく危うい──身体からだ中に重しをつけた素しろ人うとに綱つな渡わたりをさせているようなものだ。噓うそをつくたびに重しは増えていって、いつか必かならずバランスを破は綻たんさせる。

（雁がん字じ搦がらめ……どころじゃねえ。どんだけの間、全員に噓を突つき通せっていうんだ）

　大きく、息いきをつく。

　もとより『九く瀬ぜ諫いざ也や』というレッテルを貼はられただけのはりぼてが、いつまで耐たえられるものか。

　重苦しい沈ちん黙もくに、呼びかける声があった。

「──イザヤ様」

「……あ、はい」

　答えて、少年は振り向いた。

　銀ぎん髪ぱつの人形は、いつもと同じ無表情でこちらを見み据すえていた。

「状じよう況きよう開始まで後八分です。断罪衣イスカリオテの解放をお願ねがいしてよろしいでしょうか」

「ええ。……すいません玻は璃りさん、少し離はなれていただけます？」

「はい」

　うなずいた玻璃が、イザヤたちと距きよ離りを置く。

『九瀬諫也』の顔を取り繕つくろいながら、イザヤは人形の横合いに立った。

　ひどく、もどかしい気持ちが湧わいた。

　たった数時間前まで、少なくともこの人形は、何の噓もつかずにすむ相あい手てだった。

　自分が『九瀬諫也』でなくてすむ、ふたりきりの相手。

（それとも……お前なら話せるのか？）

　一いつ瞬しゆん考えて、そんな思考を振り払はらう。

　こっちから突き放しておいてそれでは、あまりに勝手というものだろう。

　少年は、糸いと切きり歯ばに親指を押し当てる。

　たやすく破やぶけた皮ひ膚ふから一いち条じようの血が手のひらへこぼれ、イザヤはそれを人形の背中に押し当てた。

「……ん」

　かすかな吐と息いきが、人形の唇くちびるからこぼれた。

　その内側を貫つらぬくように、少年は彼だけに許された神しん秘ぴを口にする。





「神と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、また九瀬イザヤの血と名において、承認する。──これは新しく、HIC EST ENIMそして永遠なる契約の、CALIX SANGUINIS MEI,私の血のNOVI ET聖杯であるAETERNI TESTAMENTI」






　聖体拝領の典文カノン。

　本来はパンを神かみの肉とし、ぶどう酒を神の血ちとなさしめる儀ぎ式しき。

　聖変化とも呼ばれる一連の行こう為いは、今ここに、人形を聖せい者じやとなさしめる。





「ＤＮＡ一いつ致ち。サーバー・クリュプタと管理者権限による同時承しよう認にんを受じゆ諾だく──聖句箱テフイリン解禁」




「断罪衣イスカリオテ起動。私は模も倣ほうします。私は模倣します。私は模倣します。私は一万六千三百八十四回、神の奇き蹟せきが舞まい降りた状じよう況きようを模倣します」






　展開する。

　人形の纏まとう聖職衣カソツクが、機械音とともに展開する。

　白はく銀ぎんの装そう甲こうが五体を守しゆ護ごし、刃やいばのごとき籠こ手てに瞳ひとみの色と同じ紫水晶アメジストの光が灯ともる。

　顕けん現げんするは、銀ぎん翼よくの鎧よろい。オルゴールの円筒シリンダーがたてるのに似にた無ぶ骨こつな機械音を伴ともなって、人形の背せには天使の翼つばさが広がっていく。

「……んぁ、あ……大だい丈じよう夫ぶ、です」

　展開の安定とともに、内側からこみあげるものをこらえて、ノウェムが胸むな元もとを押さえた。

「無事に、承しよう認にんできました。ありがとうございます」

　そのまま、人形はずっと少年を見つめていた。

「……、ノウェム？」

「イザヤ様」

　しばらくして、人形は唇くちびるをへの字にして呟つぶやいた。

「……ダメです。いろいろ試してみましたが、やっぱり優ゆう先せん順位の変へん更こうは利ききません」

「え？」

　眉まゆをひそめたイザヤへ、人形は彼にしか聞こえぬよう慎しん重ちように声をひそめ、しかしはっきりと告つげたのだ。

「イザヤ様は──自分が本物だったら良かったのにと仰おつしやいました。私にもそれを納なつ得とくするようにと。それはつまり、イザヤ様よりも『九く瀬ぜ諫いざ也や』を優先するように優先順位を変更しろということです」

　断罪衣イスカリオテを纏い、人形は少年を見み据すえる。

　紫水晶のはかない色の瞳は、少年の素す顔がおをすがるように映うつしていた。

「でもイザヤ様。その命令だけは受理しないのが私です。イザヤ様の言こと葉ばに納得しないことを許していただけますか？」

「…………」

　虚きよをつかれた風ふうに、イザヤが言葉に詰つまる。

　少しして、これも声をひそめ、ぶっきらぼうに言った。

「……納なつ得とくするとかしないとかは、そりゃお前の好すきにしていいだろ」

「はい！」

　と、ノウェムがうなずいた。

　台詞せりふよりも、その言葉ことば遣づかいこそが何よりも嬉うれしかったというように、

「……はい」

　と、もう一度、今度はとても小さくうなずいたのであった。
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「…………」

　その光景を、ラーフラは横目に見ていた。

　何を話しているかは分からない。しかし、ひとつの事実は明らかだった。

（ブラザー・イザヤが、イブ・カダモンシリーズ・ＥＫ─09ｈの洗礼者バプテイストであることは確たしかですか……）

　少年の正体を疑いもしたが、ノウェムの断罪衣イスカリオテの解放権を持つことは間ま違ちがいないようだった。

　イブ・カダモンシリーズが聖せい戦せんのロストテクノロジーである以上、その権利に偽ぎ装そうの余よ地ちは薄うすい。〈獣ベステイア〉の喪そう神しん現げん象しように陥おちいらないところからしても、やはり本人と考えるのが妥だ当とうだろう。

（もうひとつ……考えることが残ってます）

　視し線せんを移す。

　イザヤと人形の後ろに控ひかえている少女。

　朱と鷺き頭とう玻は璃り。

　そして、聖戦時、朱鷺頭玻璃に付与されたという体質。

〈獣ベステイア〉と感応するというそれは──。

「──どうかしたかい？　ラーフラ君」

　不意に、カルロが問うた。

　思考を中断して、ラーフラはかぶりを振る。

「いえ、何でもありません」

「そう？　でしたら、最終確かく認にんをしますよ？　断罪衣イスカリオテの性せい能のうと聖人性質を鑑かんがみて、今回はまずノウェムに切り込んでもらおうと思います。ラーフラ君は距きよ離りをとってもらって援えん護ご射しや撃げきと狙そ撃げきに専念。〈槍ランス〉は〈獣ベステイア〉を逃がさないように足止めします。いいですか？」

「……申もうし訳わけありませんが、ひとつ提案します」

「おや、何でしょう？」

　眉まゆをひそめたカルロへ、ラーフラはまるで申し訳なくなさそうに続けた。

「……玻は璃り様さまが〈獣ベステイア〉と感応するというなら、〈獣ベステイア〉がなんらかの手段で直接玻璃様を狙ねらう可か能のう性せいは高いと考えます」

「それはまあ」

　もとより、玻璃は〈獣ベステイア〉のおとりにもなるぐらいだ。

　今回の作戦においては、先に〈獣ベステイア〉の居い場ば所しよが確かく認にんできたため、その必ひつ要ようがなくなったが、少女の体質は強く〈獣ベステイア〉を誘ゆう引いんする。

　そして、そこまでしかラーフラには知らされてない。

「おそらく、クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうが玻璃様を警けい護ごするつもりだったかと思いますが──それを私がやるのはいかがでしょう」

「ラーフラ君が？」

「枢機卿代行の状態からすると、その方が望ましいかと思います。作戦行動上、〈獣ベステイア〉の狙いはひとつに絞しぼれた方が有ゆう利りですし、こちらも対たい抗こうしやすいです」

　カルロの状態。

　さきほど、カルロ自じ身しんの告つげた言こと葉ば。

　神しん聖せい侵しん食しよく。獅し子しの刻こく印いんが施ほどこされた眼がん帯たいの、向こう側。

　革かわの眼帯の表面に触ふれて、カルロは黒い肌はだの少年へと訊きき返す。

「……急な話ですね。こんなタイミングでですか？」

「……ええ」

　ラーフラがうなずき、チョーカーが揺れた。

　裏うらには審しん問もん官かんの証あかしが刻きざまれた、金属のチョーカー。

　こんなタイミングだからこそ、意味がある。

　朱と鷺き頭とう玻璃に何らかの秘ひ密みつがあったとして、このタイミングで行動をともにするなら、それを隠かくす余よ裕ゆうもないはずだった。

「…………」

　数すう秒びよう、沈ちん黙もくが場に流れ、

「──私は、かまいません」

　これは、玻璃が口にしたのだった。

　真しん紅くのドレスの胸むな元もとに手をおいて、少女は一歩前に出たのである。

「〈獣ベステイア〉との戦たたかいに加くわわれるなら、それは朱鷺頭玻璃にとっての本ほん望もうです。退しりぞく理由が見あたりません」

　激しい言葉の内に、混じりけのない、〈獣ベステイア〉への怒いかりがあった。

　正しき者の怒り。

　踏ふみにじられた者を誰だれよりも知るゆえ、むしろ冷たく研とぎ澄すまされる激げき怒ど。

（……これは）

　と、ラーフラも舌したを巻まいた。

（そういえば……この娘は聖せい戦せんでの生き残りでもありましたか……）

　その瞳ひとみに意い識しきを奪うばわれかけたとき、

「──では、こちらからもひとつ提案しましょう」

　と、カルロが指をたてたのだ。

「提案？」

「ええ、イザヤ君くん」

　と、少年を呼ぶ。

「はい。なんです？」

「玻は璃りさんと一いつ緒しよに、ラーフラ君についていってくれませんか」

「は？」

「イザヤ君が一緒ならば、万一ノウェムの断罪衣イスカリオテが戦せん闘とう中に発動終しゆう了りようした場合も挽ばん回かいがきくでしょう？　無む論ろんふたりが足あし手でまといにならないよう、〈槍ランス〉の援えん護ごもつけますし、念ねんのための保険もかけてあります。どうです？　ラーフラ君」

「それは……もちろんかまいませんが」

　ラーフラが瞬まばたきする。

　むしろ、好こう都つ合ごうといってもいい。

　イザヤへの疑いが完全に晴はれたわけでもない。もう一度、間近で〈獣ベステイア〉への反応を見られるなら、それは願ったりかなったりである。

「イザヤ君は？」

「……え、ええ。異い存ぞんはありません」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、イザヤもうなずいた。

　視し線せんが何かを訴えるようではあったが、カルロは目を合わせずにやりすごした。

「……では、後はノウェムとラーフラ君の現場判断におまかせしましょう。ちょうど三分前になりましたし」

　襟えり元もとのマイクへカルロが囁ささやくと、〈槍ランス〉の装そう甲こう車しやの一台が近くの道路で止まった。

　断罪衣イスカリオテを持たぬ玻璃とイザヤの足代わりということらしい。都と市し用ようの迷めい彩さいを施ほどこされたずんぐりとした車体は、巨きよ大だいな鉄のカエルを想起させた。

　ラーフラも含ふくめて乗り込むと、装甲車はそのまま所定の位置へ走っていった。

「…………」

　ノウェムは、それをじっと見やっていた。

「ノウェム？」

　カルロが問とうと、小さくうなずいた。

「状じよう況きようを開始します」

　その言こと葉ばとともに。

　ノウェムは、一直線に〈獣ベステイア〉の巣すくう竹ちく林りんへと駆かけ出した。





２






　駆けるノウェムの姿すがたは、まるで解き放たれた矢であった。

　高台より飛び降り、アスファルトを疾しつ走そうし、軽々と電でん柱ちゆうを飛び越こえていく。白はく銀ぎんの断罪衣イスカリオテもあいまって、それは美しい天使の疾しつ駆くとも見えた。

　イザヤたちは、それを装そう甲こう車しやの内側のモニターで確かく認にんしていた。

（どうなって……やがる……？）

　少年は、困こん惑わくしている。

　カルロが、自分をラーフラの戦場に押し込めたことだ。

　イザヤがいたところで、〈獣ベステイア〉はどうにもならない。

　所しよ詮せん、自分はニセモノで、正体の露ろ見けんしそうな行こう為いは可か能のうなかぎり控ひかえるべきである。そんなことは、誰だれよりもカルロこそが承しよう知ちしているはずだ。

　確たしかに、ノウェムの断罪衣イスカリオテを解放するという役割はあるが、それがどれほど重要なことなのか、イザヤには判断できない。もとより、あの断罪衣イスカリオテがどれぐらいの時間保もつのかだって、少年は知らないのだ。

（あの腐くされ眼がん帯たい……またぞろ納なつ豆とうでも潰つぶしたみたいなにまにま笑いしやがって、今度は何考えてやがる？）

「──イザヤ兄にい様さま」

　と、思考するイザヤに、声がかかった。

　隣となりに座すわったまま、玻は璃りは腹ふく部ぶを押さえていた。

　少女の肉体が、〈獣ベステイア〉に反はん応のうしているらしかった。

「〈獣ベステイア〉が大きく脈みやく動どうしました。……気づいたのかも」

「……大だい丈じよう夫ぶです」

　イザヤは、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の声でとりなす。

「ノウェムは、本物ですから」

「あの人形を信じているのですか」

　不意に、無む言ごんだったラーフラが問とうた。

「イブ・カダモンシリーズ・ＥＫ─09ｈの戦せん闘とう記き録ろくは、事実上、二週間前の三回だけと確認してます。申もうし訳わけありませんが、実戦証明済みコンバツト・プルーブンというのはまだ早そう計けいではないでしょうか」

「信じるとか信じないじゃありません。ノウェムは僕の剣けんで僕の盾たてですから」

「……剣で、盾ですか」

　ラーフラが、軽く息いきを止めた。

　イザヤもまた、自分の喉のどからこぼれた言こと葉ばに驚おどろいていた。

　しかし表情には出さず、あくまで『九く瀬ぜ諫いざ也や』としての演えん技ぎを続ける。

「主しゆの言われるとおり、『剣けんをとるものは皆剣で滅ほろびる』なら、いずれ僕も滅びるのが道どう理りです。ですが、滅びる最後の瞬しゆん間かんまで、剣をとったことを後こう悔かいしません。だから、信じるとか信じないじゃないんです」

　付つけ焼やき刃ばで教えられた、聖せい典てんの知ち識しき。

　強く、ラーフラを見つめる。

　黒い肌はだの少年は、やはり無表情を崩くずさず、わずかな間をおいて小さくうなずいた。

「……なるほど。失礼な質しつ問もんで申もうし訳わけありませんでした。では、私も準備するとしましょう」

　ラーフラが、装そう甲こう車しや内部の梯はし子ごに手をかける。

　そのまま、走る装甲車の上面へと、身体からだを乗り出したのだった。
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「……私は、何を期き待たいしてるんでしょうね」

　カルロは、苦にが笑いを湛たたえて、椅い子すに身みを埋うずめていた。

　多くのモニターが、青い光で青年神しん父ぷの顔を照てらしている。刻こく々こくと変わる状じよう況きようを、イザヤたちの見ているよりずっと多くの視点から捉とらえていた。別のモニターにはノウェムやラーフラ、玻は璃りの生体データも表示されている。

　指し揮き装甲車の内側である。

　通信設備や、対〈獣ベステイア〉用の特とく殊しゆ装そう備びをありったけ詰つめ込んだ枢すう機き卿きよう専用仕し様ようの装甲車は、限定された状況においては、単たん独どくで教団施し設せつのネットワークルームに互すると言われている。

「今いま頃ごろ、イザヤ君は怒ってるでしょうねえ……」

　くつくつと、カルロが肩をそびやかす。

　あの視し線せんは「何考えてるやがる、この馬ば鹿か」と訴うつたえていた。

　実際、少年にしてみれば、寝ね耳みみに水も良いところであったろう。真まっ当な人間以上の戦せん闘とう力りよくもなく、訓くん練れんを受けたこともない少年など、戦場に出る意味は皆かい無むに等しい。むしろ足あし手でまとい以外の何者でもない。

　それでいて、カルロはイザヤをラーフラと同行させた。

　実のところ、確かくとした理由があるわけじゃない。

　ただ……。

「いやはや。私はいつもなんか企たくらんでるみたいに思われてるんですかね？」

　にまにまとした人の悪い笑えみを広げ、カルロは椅子の肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつく。

　青年神しん父ぷは変わらない。

　いつものように、のんびりと微び笑しようしているだけだ。

　しかし、その隻せき眼がんの底だけが──鋭するどい光を湛たたえていた。

「さあイザヤ君、あなたはどう動きます？」
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　いくつものカメラに映うつっているのを感じながら、ノウェムは竹ちく林りんを疾しつ走そうしていた。

　百メートルを、わずか四秒。

　聖せいアガタの断罪衣イスカリオテの機き動どう速度は四階かい梯ていに位置する。

　断罪衣イスカリオテの内でも、ごく一部のみに許された速度だった。

　その『力』を受けたノウェムは、凄すさまじい速度で夜を駆かけ抜けていく。

（……イザヤ様まで）

　走りながら、ノウェムは思う。

　人形にとっても、イザヤや玻は璃りが戦場に連れ込まれるのは想定外であった。まだしも玻璃は囮おとりとして投入される可か能のう性せいを考こう慮りよしていたものの、自分の主あるじである少年までも同じ目に遭あうのは想像の埒らち外がいだったのだ。

　だからこそ、

（……すぐに、決着をつけます）

　それが、イザヤにも玻璃にも最も被ひ害がいの少ない方法だった。

　すでに、人形の電でん子しチップは周しゆう囲いのあらゆる地形情じよう報ほうをダウンロードしていた。

　標ひよう的てきの巣すくう竹林そばのアパートは、もともと老ろう朽きゆう化かが進んでおり、ほとんどの部へ屋やが空室となっている。数少ない住民もすでに避ひ難なんや誘ゆう導どうが完かん了りようしており、〈獣ベステイア〉と目もくされている少女以外はもぬけの空からの状態だ。

　つまり、全力を出すことに躊ちゆう躇ちよはいらない。

「っ！」

　アパート直前で、ノウェムは大地を蹴けった。

　浮き上がった身体からだが簡かん単たんに三階の高度に達したことこそ、魔法に近かった。

「コード──0jp[image: ]GKU」

　ほとんど浮遊するような跳ちよう躍やくの頂ちよう点てんで、〈聖せい十じゆう字じの剣けん〉が白はく銀ぎんの軌き跡せきを残す。

　壁かべが裂さけた。

　モルタル材の壁など紙よりもたやすく断ち切れ、歪ゆがんだ菱ひし形がたに開いた穴あなから、人形は悠ゆう然ぜんとアパートの内側に突とつ入にゆうする。

　中は、闇やみであった。

　窓まどが目め張ばりされているだけではなく、内側の電球もただひとつとて灯ともっていない。

　そして、人形は見た。

「…………」

　闇やみの中。

　ひとりの女の子が、そこに座すわっていた。

　十三歳。中学校の制服を着たまま、じっと手元を見下ろしている。

　ノウェムの存在などかまいもせずに細長い指を交差させて、不ふ可か視しのあやとりみたいに忙いそがしく動かしていた。

　浅あさ黄ぎ香か夜や。

〈獣ベステイア〉に喰くらわれた市し民みんとして、すでにノウェムのデータにあった。

　無む言ごんで、ノウェムは〈聖せい十じゆう字じの剣けん〉を振るった。

　液体金属の刃はは、何の抵てい抗こうもなく少女の首を刎はねるはずだった。

　瞬しゆん間かん、




「……できたあ」




　と、無む邪じや気きな声がこぼれたのだ。

　同時、その頭ず蓋がいめがけた〈聖十字の剣〉は、硬かたい音をたてて跳はね返ったのである。

（──糸の、砦とりでっ!?）

　ノウェムのセンサーでも認にん識しきできないほどの細い糸が、少女の周しゆう囲いに張り巡めぐらされていたのだと、人形は看かん破ぱする。

「できた、できたあ」

　人形の方など一いち瞥べつもせず、少女は何度も喝かつ采さいの声をあげた。

　ノウェムの切り裂さいた壁かべから淡あわい月光が差し込む以外は、完全なる闇。常じよう人じんには見通せるはずもない暗闇の中で、少女は無邪気に呼びかける。

「やっと……できたあ」

　声が伸のび上がり、少女の唇くちびるは淡あわくほころぶ。

　それから、ゆっくりと──本当にゆっくりと、人形を向いたのだ。

　その周囲に、糸がふるふると巡る。

　不ふ可か視しの糸が何十本、何百本と撚より合わされ、やっと人形が知覚できるほどの太さになったのだ。それでもやっと数ミクロン。

　撚り合わされた糸は、さらに何度も何十度も撚り合わされ、新しいカタチをとっていく。

「お姉ちゃんも、ホントの顔があるの？　あたしがめくってあげる」

　少女の舌したが、そんな言こと葉ばを吐はいた。

　無む数すうの糸いとは、その間も一定の法ほう則そくを伴ともなって絡からまり続ける。

　たった今、ノウェムの剣けんを防いだのも意い図と的てきなものではなく、この部へ屋や自体を別の何かに変化させていた──その結果が招まねいたようだった。

　そうだ。

　まるで、この部屋は──

（……繭まゆ……っ!?）

　そんな印いん象しようが電でん子しチップをよぎったとき、ノウェムはすでに反はん応のうしていた。

　少女と〈獣ベステイア〉から目を離はなさず、そのまま背はい後ごの竹ちく林りんへ跳ちよう躍やく。

　月げつ光こうに繚りよう乱らんと銀ぎん髪ぱつを振り乱みだしながら、人形はアパートの部屋を見み据すえ、そのまま聖せい霊れい機関を起動する。





「限定量子干渉場、固定。仮か想そう数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・聖せい女じよアガタの第三種奇き蹟せきを起動。──すなわち一万六千三百八十四回の試行を開始します」






　断罪衣イスカリオテが謳うたう。

　オルゴールの円筒シリンダーを思わせて、聖霊機関が二次稼か働どうする。

　二千年近く前の神の奇蹟を模も倣ほうし、世せ界かいを欺あざむいて、上書きしはじめる。





「私は模倣します──聖女アガタの炎を！」






　炎ほのおが、竹林に生まれた。

　銀色の炎が。

　それはおびただしく伸のびた竹や笹ささの葉は一枚たりとも燃やさず、精せい密みつにアパートの内側へと螺ら旋せんを描えがいたのだ。〈獣ベステイア〉をはじめとした魔ま性しようだけを駆く逐ちくする、奇蹟の炎であった。

　銀炎が、アパートを侵しん食しよくする。

〈獣〉を滅ほろぼすまで、その炎は絶たえぬはずだった。

　しかし。

　突とつ然ぜん、炎が跳はね飛んだ。

　ばかりか、次の瞬しゆん間かん、アパートが大きく裂さけたのだ。

　積つみ木遊びのように古びた屋根がずるりと傾かたむき、壁かべと柱はしらの内側が剝むき出しとなる。次々と瓦が礫れきが崩ほう落らくして、竹林を大きくざわつかせた。

「な……っ！」

　銀ぎん炎えんの欠片かけらに、ノウェムが呻うめき、

「ほら、できたでしょう？」

　と、少女の声が響ひびいた。

　裂さけたアパートから、巨きよ大だいな糸いと細ざい工くの翅はねが広がった。

　異い様ように細さい密みつな模も様ようを描えがかれた翅は、おぞましいことにいくつもの眼がん球きゆうを覗のぞかせてもいた。

　数回はばたくだけで烈れつ風ぷうが竹ちく林りんをひしぐ。そうする内にも四枚の翅は大きく膨ふくらんでいき、最終的には産み落としたアパートの倍ほどの体積になって、悠ゆう々ゆうと夜空へ浮き上がった。

「これが、あたしのホントのカタチ」

　少女は笑っていた。

　少女は嗤わらっていた。

　夜の狭はざ間まで、それに取り込まれて、幸せそうに微び笑しようしていた。




　それは──あまりにも巨大な、あまりにも歪いびつな、糸細工の『蛾が』であった。





３






　啞あ然ぜんと見上げていたのは、数すう瞬しゆんであった。

〈獣ベステイア〉の蛾がゆっくりと、しかしその巨体からすれば異常なほどの速度である方向へと飛ひ翔しようしたからだった。昼過ぎに鷲わしのカタチを取っていたときと異ことなり、一秒間に十数回もはばたく翅は夜空を侵しん略りやくするように竹林の向こうを目指した。

　そこには、竹林から続く高たか台だいがそびえている。

　そして、ノウェムを支し援えんすべく停車した、〈槍ランス〉の装そう甲こう車しやが。

（玻は璃り……様さまを……っ!?）

　振り返ったノウェムが、即そく座ざに聖せい霊れい機関を稼か働どうさせる。





「私は模も倣ほうします──聖せい女じよアガタの炎を！」






　ノウェムの四方──正確に東西南北より銀ぎん炎えんが生まれ、妖よう蛾がを追った。

　今度の炎ほのおは鋭するどく垂すい直ちよくに跳はね上がって、それぞれが〈獣ベステイア〉の翅へと食らいつく。

　しかし、聖せい炎えんは〈獣ベステイア〉を焼くことができなかった。

　炎に取り付かれる前に、〈獣ベステイア〉は自みずからの翅を分ぶん離りしたのだ。

　千ち切ぎれた部位の魔ま糸しは、大地へと降り注そそいだ。

　あたかも美しい鱗りん粉ぷんに似にて、しかしそれは万ばん物ぶつを断だん絶ぜつせしめる魔糸の雨。

　縦じゆう横おう無む尽じんに、竹林が裂けた。

　何百本と伸のびた竹が、残らずノウェムに向かって倒たおれ込んだのである。すべてが斜ななめに裂けていく光こう景けいは、まるで世せ界かいの終わりのようにも思えた。たとえ魔ま糸し自体は回かい避ひしても、無む傷きずではすまされない崩ほう壊かいだった。

　それを見み届とどけてから高たか台だいへと向き直り、妖よう蛾がの触しよつ角かくはぴくりと震ふるえた。

　まだ、装そう甲こう車しやは遠く離はなれている。

「標的を捉えましたターゲツト・イン・サイト」

　硬こう質しつの声が、〈獣ベステイア〉に聞こえたかどうか。

　数百メートルの距きよ離りをおいたまま、その上面に人ひと影かげが立ち上がっていた。

　あるいは、〈獣ベステイア〉もまた、かつての自分を脅おびやかした相あい手てを覚えていたのかもしれない。

「ノウェムさんには申もうし訳わけありませんが……予測通り、まっすぐに来ましたね」

　少年修しゆう道どう士しの黒い瞳ひとみは、ピアスにはまった宝ほう石せきと同じく、無感情に〈獣ベステイア〉を映うつしていた。

　ラーフラ。

　瘦そう身しんに纏まとった聖職衣カソツクが、大きく波打って断罪衣イスカリオテの本質を露あらわにする。





「限定量子干渉場、固定。仮か想そう数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・ダビデの第三種奇き蹟せきを起動。──すなわち八千五百十六回の試し行こうを開始します」






　腕うで輪わが鳴り、その手が摑つかんだのは装甲車に設置された鋼はがねの凶きよう器きだった。

　その銃爪ひきがねを引き絞しぼり、少年の声と断罪衣イスカリオテの機械音声が一いつ致ちする。





「我は模も倣ほうする。──ダビデの投石器を！」






　凄すさまじい砲声とともに、〈獣ベステイア〉の身体からだがちぎれたのだ。

　どおおおおっと連続した轟ごう音おんは、見る者の腹はらの底そこどころか、骨ほね身みにまで響ひびきわたった。

　三十ミリ・チェーンガン。

　先の戦たたかいで使った拳けん銃じゆうやサブマシンガンなどとは比くらべものにもならぬ、軍隊を相手取るための大口径機関砲。運うん搬ぱんだけで兵士を数人必要とする巨きよ砲ほうが、〈槍ランス〉の装甲車には設置されていたのだった。その砲門がいま断罪衣イスカリオテによってダビデの聖せい性せいを上書きされて、吼ほえ猛たけっている。

　無む論ろん、魔ま弾だんの本領は、機関砲となってもいささかの遜そん色しよくもない。

〈獣ベステイア〉の回かい避ひ行動をあざ笑うように、それぞれの砲ほう弾だんが自みずから軌き道どうを変えて先回りする。巨人ゴリアテを打ち倒たおしたダビデの石と同じく、一分に数千発という魔弾は比ひ喩ゆ抜きに同じ数の軍隊と化して、〈獣ベステイア〉へと殺到した。

　砲ほう声せいは、どよもす鬨ときの声のようだった。

　いくら〈獣ベステイア〉が巨きよ大だいになろうが、その軍隊は無限。

　着ちやく弾だんした先から虚こ空くうごとセカイを抉えぐり、『再さい構こう築ちく』もさせずに破は壊かいの坩る堝つぼへと巻き込む。落らく雷らいでさえかくやという衝しよう撃げきとともに、無数の薬やつ莢きようが装そう甲こう車しやの車輪に跳はね返った。

　凄すさまじい量の火花と塵じん煙えんが散った。

　ベルトマガジンを撃うち尽つくし、銃じゆう身しんの冷れい却きやくを待まちながら、ラーフラは〈獣ベステイア〉を見み据すえた。

　その目が、大きく見開かれた。

「な……っ」

　かろうじて身みをひねったのは、くぐってきた修しゆ羅ら場ばのたまものであったろうか。足あし下もとから跳ね上がった不ふ可か視しの刃やいばを、少年の第六感だけが捉とらえ、機関砲から手を離はなさせた。

　刹せつ那な。

　砲ほう身しんが、半なかばから裂さける。

　ついで、装そう甲こう車しやの前面もまた斜ななめに裂けた。

　内側を露あらわにしながら、装甲車からは叫さけび声があがった。

　車内でも前面に詰つめていた〈槍ランス〉の隊員が、身体の半ばからずれていったのである。血袋としか言い様ようのない量の血が、装甲車の内側から外へびゅうと噴ふき出していった。

「すごい……すごい！」

　夜空に、無む邪じや気きな声が響ひびいた。

　妖よう蛾がの胴どう体たいに埋うめ込まれた、少女の笑い声だった。

[image: ]

　歓かん喜きであった。

「あたし、こんなにすごい！　こんなに綺き麗れい！　やっとあたし、本当にあたしなんだ！」

　驚きよう喜きと狂きよう気きとが、境さかい目めをなくして混じり合う。

　無む傷きずのまま、〈獣ベステイア〉の妖よう蛾がは御みさ陵さぎ市しの夜空に滞たい空くうしていたのであった。
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　目を剝むいたのは、ラーフラばかりではなかった。

　指し揮き車しやのモニターで戦せん況きようを確かく認にんしていたカルロもまた、その隻せき眼がんを大きく見開いたのである。

「まさか……」

　と、腰こしを浮かせる。

　最初に『蛾が』のカタチを見たとき、カルロは単たんに糸いと細ざい工くを造り替えただけだろうと思っていた。中位の〈獣ベステイア〉にはままあることだ。自分を造り替えることでより戦せん闘とうに適てき応おうするタイプには、カルロも苦戦させられたことがある。

　しかし、今の〈獣ベステイア〉はそういう問題を通り越こしていた。

　武ぶ装そうを変えて強化したはずのラーフラの砲ほう弾だんさえ無む効こう化かされたとなれば、より本質的な──魔ま性しようとしての『力』そのものが上じよう昇しようしたとしか思えない。

「この短期間に……位い階かいが上昇している……っ？」

　信じがたい。

　いいや信じたくないように、カルロは口元を覆おおった。

　しかし、その瞳ひとみだけはどうやってもスクリーンから離はなせなかった。
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「…………」

　裂さけた装そう甲こう車しやの横合いへ転がって、ラーフラは無傷の〈獣ベステイア〉を見上げる。

　ラーフラには、自分の魔弾が防がれた理由が分かっていた。

　あれだけの砲弾を撃うちながら、確実な手て応ごたえがひとつもなかったからだ。

　つまりは、一千発を越こえる砲弾をすべて〈獣ベステイア〉の魔糸が切り裂さいたのだ。初速マッハ２以上の砲弾をひとつも余あまさず切り落とした精せい密みつ性せいもさることながら……ラーフラが戦せん慄りつしたのは、それを可能とした〈獣ベステイア〉の根こん源げん的てきな『力』の上昇である。

　ありえない現げん象しようだった。

　少なくとも、聖せい戦せんよりこれまでの〈獣ベステイア〉の常じよう識しきからはありえないことだ。

　昼下がりの戦たたかいでは、〈獣ベステイア〉の位階は高く見積もって準五階位かそこら。しかし、今の〈獣ベステイア〉は優ゆうに第四階かい位いに匹ひつ敵てきした。

　下へ手たすれば、それ以上……。

（……何が……あったんです……？）

　時間をかけ、人を喰くらえば、〈獣ベステイア〉の位い階かいは上じよう昇しようする。

　しかし、たかが半日でこれほどまでの上昇というのは、ラーフラの知る〈獣ベステイア〉では考えられなかった。

　七種の大たい罪ざいの、いずれとも異ことなる性質。

（新しい……〈獣ベステイア〉……っ？）

　人類の天てん敵てきもまた、成長を遂とげているということか？

　断罪衣イスカリオテなどという奇き蹟せきのニセモノの──冒ぼう瀆とく的てきな技術の、その先へ進化しているということか？

　胡う乱ろんな想像を振り払はらい、ラーフラは断罪衣イスカリオテの背中へ手を差し込む。

　引き戻された手が握にぎっていたのは、二挺ちようのサブマシンガン。

　ウージー・カスタム。

　しかし、その魔ま弾だんが放たれることはなかった。

　妖よう蛾がの形成した口こう吻ふんが長く伸のびて、装そう甲こう車しやの内側からある少女の身体からだを捕らえ、悠ゆう々ゆうと夜空へ引き上げたのである。

「玻は璃り……様さまっ！」
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　玻璃は、すべての状じよう況きようを認にん識しきしていたわけではない。

　訓くん練れんは受けていても、根こん本ぽん的てきには非ひ戦せん闘とう員いんである。

　ノウェムのような電でん脳のうサポートもなければ、断罪衣イスカリオテの使い手のように感覚を強化されているわけでもない。ゆえに、モニターを見つめてはいても、〈獣ベステイア〉の能力まで十じゆう全ぜんに理解できてはいなかった。

　だから、その直前まで玻璃も気づけなかった。

　装甲車の前面が切り裂さかれ、目の前にいた〈槍ランス〉の隊員の上じよう半はん身しんが失われて、やっとそれが〈獣ベステイア〉の攻こう撃げきだと悟さとったのだ。

「イザヤ兄にい様さま！」

　咄とつ嗟さに、隣となりにいたイザヤを庇かばって手を広げる。

　瞬しゆん間かん、腰こしに絡からみついた凄すさまじい力によって、装甲車の内側から浚さらわれたのだ。

　そこまでが……玻璃の認識の範はん囲いだ。

　そして、今。

「っ……！」

　胸きよう骨こつを圧あつ迫ぱくする魔ま糸しの口こう吻ふんにあえぎ、玻は璃りは夜や気きに身体からだを震ふるわせる。

　空中数十メートルの高み。魔糸の形成した翅はねは忙いそがしく気流を攪かく拌はんしている。

　もがいた爪つま先さきと地上までの距きよ離りがひどく非現実じみて、玻璃の意い識しきを朦もう朧ろうとさせた。

　目前の〈獣ベステイア〉の胴どう体たいには、見知らぬ少女の顔が埋うもれている。

　名前は知っていた。

　浅あさ黄ぎ香か夜や。

〈獣ベステイア〉に喰くらわれたという、十三歳の少女。

「……やっと、会えた」

　と、その少女が囁ささやく。

　ねっとりと、こちらの鼓こ膜まくにへばりつきそうな声。

　その声に、自分自じ身しんへの執しゆう念ねんを聞き取って、玻璃は訊きいた。

「あなたは……なんですの？」

　震えながらも、まっすぐに問とう。

　この期ごに及およんでも、少女の瞳ひとみには恐怖こそあれ、それに敗北する兆きざしはなかった。

　清せい冽れつなまでの、強い意志。

　それに見み惚とれるように、〈獣ベステイア〉と同化した少女は訴うつたえる。

「ねえ、あたし、綺き麗れいになったでしょう？」

　ぞぶり、と妖よう蛾がの胴どう体たいに埋うもれていた少女の手が剝はがれる。

　その手でもって、少女は自分の頰ほおを撫なでる。とても愛いとおしいものへ触ふれているみたいに、ほおと甘あまい吐と息いきをついた。

「こんなに……綺麗になったでしょう？　あたし、あなたみたいにとってもうまく裏うら返がえったでしょう？」

「裏……返る？」

　玻璃が眉まゆを寄せる。

「何の、こと？」

「……さあ、早くしてよ」

〈獣ベステイア〉の顔が、玻璃に近づく。

　魔糸でできた口吻が、きつく玻璃の腰こしを絞しぼり上げる。

「っん……あ……」

「ああ、早く……」

　その苦く悶もんの表情かおこそ至し高こうの悦えつ楽らくというように、〈獣ベステイア〉の少女は唇くちびるを歪ゆがめてみせた。長い舌したを一生懸けん命めいに伸のばし、玻璃の汗あせの一いつ滴てきでも舐なめ啜すすりたいというようにぶるぶると震わせた。

「早く……あなたも前みたいに……裏返ってみせて……。あたしみたいに……『蝶ちよう』になってみせて……」




　その刹せつ那なだった。




　ぞんっと妖よう蛾がの翅はねが弾はじけた。

　動揺から立ち直り、ラーフラの魔ま弾だんが背はい後ごから妖蛾を穿うがったのである。

「しつ……こい……っ！」

　少女の顔が憤ふん怒ぬに染そまり、魔ま糸しが地ち表ひようへ吹ふき荒あれる。

　切せつ断だんの嵐あらしは、ラーフラはおろか地上に生きとし生けるものすべてを寸すん断だんせんと降り注そそぐ。

　対して、





「我われは模も倣ほうする。──ダビデの投石器を！」






　迎げい撃げきするは、ラーフラの魔弾。

　さきほどの砲ほう弾だんのときの真ま逆ぎやくに、今度は魔弾が魔糸を押さえ込む。精せい密みつ性せいにおいては劣おとらぬと主しゆ張ちようするように、夜よ闇やみに何十という火花が散ちった。

「申もうし訳わけありませんが……」

　少年の瞳ひとみは、〈獣ベステイア〉と、〈獣ベステイア〉が捕とらえた玻は璃りに据すえられていた。

（本当に……玻璃様は〈獣ベステイア〉と感かん応のうする……？）

　ロストテクノロジーという言い訳はともかく、〈獣ベステイア〉をおびきよせる『力』はこれで証明された。

　問題は、その『力』が何に起因するかということだ。

　本当に、聖せい戦せんのロストテクノロジーなのか。

　それとも、別の要よう因いん──罰ばつせられるべき異い端たんに属ぞくするモノなのか。

（だが……後です！）

　マズルフラッシュ。

　銃じゆう口こうが、連続して魔弾を放つ。

　異い端たん審しん問もん官かんであるより前に、少年もまた〈獣ベステイア〉に抗あらがう戦せん士しであった。

「申し訳ありませんが……ここで滅ほろびていただきます！」

　魔糸を迎撃し続ける。

　無論、おびただしい魔糸のすべては相そう殺さいしきれないが、こちらを傷きずつける軌き道どうの糸だけは確実に撃うち落とす。少年自じ身しんと、〈槍ランス〉の隊員のいる装そう甲こう車しやを残して、半径数十メートルの地面が細切れに裁さい断だんされた。

　あまりに鮮あざやかに断たち切られた地面は、まるで豆とう腐ふのようだった。

　それでいて、ラーフラは一いつ歩ぽたりとも退しりぞかない。

　二挺ちようのサブマシンガンを天てん使しの盾たてとするように、誇ほこらしげに掲かかげたまま下ろさない。

「そんなの……すぐに……っ」

〈獣ベステイア〉に喰くわれた少女が、さらなる魔ま糸しを吐はき出さんとする。

　しかし、今度はそれよりも早く──白はく銀ぎんの人ひと影かげが、魔糸の途と切ぎれた隙すき間まを縫ぬって夜空を跳とんだのだ。





「私は模も倣ほうします──聖せい女じよアガタの炎ほのおを！」






〈聖せい十じゆう字じの剣けん〉。

　その剣は、今銀色の炎に燃えていた。液体金属の刃はが聖アガタの炎を纏まとい、はっしと振りかぶられる。

　純じゆん粋すいな白銀の色を残して、煌きらめきが流れた。

　一いつ閃せん。

〈獣ベステイア〉の本体ではなく、玻は璃りを捕とらえた口こう吻ふんを狙ねらい、刃は一いち撃げきで断たち切った。

「ノウェム！」

「少し、我が慢まんしていただきたく願ねがいます」

　ぎこちなく言って、玻璃を抱いた人形が落下する。

　その人形の背中を、怒ど濤とうの魔糸が追った。

「ああああああああ！」

　自分の身みを切られたとき以上の悲ひ痛つうな絶ぜつ叫きようをあげて、〈獣ベステイア〉が狂くるったように魔糸を繰くり出したのだ。

「返せ！　返せ返せ返せ返せ返せ返せ返せ返せ返せ返せ返せ返せ返せ返せ！」

　絶叫とともに吐き出された魔糸は、先の数倍もあろう。

　糸の津つ波なみとも紛まがう圧倒的な物量を背に、しかし人形は高らかに謳うたった。





「私は模倣します──聖女アガタの炎を！」






　ごお、と燃え上がる奇き蹟せきの炎。

　魔糸を逆ぎやく流りゆうして、それらの炎が〈獣ベステイア〉を焼いたのだ。

　縮ちぢれた糸と糸が擦こすれ合い、ひどく耳障ざわりな音をあげる。あるいは地じ獄ごくで焼かれる罪ざい人にんのようでもあった。

　片手に玻璃を抱いたまま、人形が高台を蹴ける。

　細切れに断たれた地面を次々と跳び回り、炎を免まぬがれた魔糸を〈聖十字の剣〉で断つ。玻璃の重量など、まるで意いに介かいさないようだった。

　それを見て、ラーフラは小さく息いきを飲んだ。

（これが……第九祭さい器き……）

　一度は〈獣ベステイア〉に敗れた人形の、真しんの実力。

　おそらく、基き礎そ的てきな実力は自分と変わらない。しかし、〈獣ベステイア〉の基本的な攻こう撃げきパターンを、ノウェムは前の戦たたかいで学習していたのである。たとえ〈獣ベステイア〉が位い階かいを上じよう昇しようさせていても、思し考こう体たい系けいが変わらぬ以上、そのパターンに大差がないのは道どう理りであった。

　そのパターンに従したがって、人形は斬きり、燃やす。

　綱つな渡わたりのように、詰つめ将しよう棋ぎのように、〈獣ベステイア〉の攻撃を凌しのいでいく。

　その背中こそは、まさしく戦場に臨のぞむ天てん使しのようだった。

（だったら……）

　ノウェムの背に、ラーフラは銃じゆう口こうを向けた。

　銃ひき爪がねを引く。





「我われは模も倣ほうする。──ダビデの投石器を！」






　どお、と虚こ空くうが抉えぐれた。

　銀色の髪かみが十数本ほど千ち切ぎれ──別の気け配はいも途切れた。

　人形の死し角かくから襲おそいかかった魔ま糸しが、ラーフラの魔ま弾だんによって撃うち抜かれたのだ。

「…………」

　ノウェムは銃声に振り返りさえせず、視し界かいに入る魔糸を焼いていた。

　くすり、とラーフラは微び笑しようする。

　互たがいに、それが当然だと思ったからだ。

　断罪衣イスカリオテの使い手として、たとえ相あい手ての人格を信用してなくても、〈獣ベステイア〉と戦うのに利用し合うのは必然の流れだった。

　本来は、それこそ断罪衣イスカリオテの戦術でもある。

　聖せい人じん性質によって模倣奇き蹟せきは大きく異ことなる。

　この違ちがいを戦場での役割分ぶん担たんに置き換えるのが、断罪衣イスカリオテの戦い方だ。

　人間には及およばぬ〈獣ベステイア〉を打ち倒すための、人間ゆえに姑こ息そくな──人間ゆえに尊とうとい知恵。だからこそ、申もうし合わせずとも少年と人形は互いに死角をカバーしあい、互いに〈獣ベステイア〉を牽けん制せいし合う。

（人形でも……それに違いはありませんか……）

　かすかに、爽そう快かいな気分が湧わいた。

　御みさ陵さぎ市しに来る以前、ラーフラが経へてきた修しゆ羅ら場ばと同じだったからだ。

　言こと葉ばでなく、その刃やいばと弾だん丸がんと奇き蹟せきとで、ラーフラとノウェムは語り合う。

　イノチをすり減らしながら、人形ははじめて同どう志しを得たのかもしれなかった。

「っつあ！」

　ぞん、とノウェムの剣けんが周しゆう囲いの魔ま糸しを薙なぐ。

　それから、片かた腕うでに抱いた玻は璃りを下ろした。

「今、終わらせます」

「……ええ」

　小さく、玻璃がうなずく。

「やって、しまって！」

　強く拳こぶしを掲かかげた玻璃をおいて、ノウェムは横っ飛びに跳はねた。

　近くの樹じゆ木もくを蹴けった。

　三角飛びに跳とび上がり、口の中でコードを呟つぶやく。

「コード──J9HNGT'#T」

　電流が走り、液体金属を硬こう化かさせる。

　選ばれたカタチは大おお鎌がま。二週間前、〈獣ベステイア〉を両断した必ひつ殺さつのカタチ。

　刃に奇蹟の炎ほのおを練ねり込めて、人形が大鎌を振るう。

　それだけで、何十という魔糸が断たたれた。

　逃れた魔糸も、ノウェムを襲おそわんとしたものはラーフラの魔ま弾だんが撃うち払はらった。

　ノウェムが切り込み、ラーフラが援えん護ごする。ブリーフィングでカルロの言っていたコンビネーションは奇くしくもここに成立し、〈獣ベステイア〉の上を行った。

　妖よう蛾がの翅はねを蹴って、さらに跳ちよう躍やく。

　三日月を背せに大鎌を構えた人形は、あたかも美しい死しに神がみとも紛まがった。

〈獣ベステイア〉に取り込まれた少女さえ、不吉な夢ゆめを見るかのように茫ぼう然ぜんと唾つばを飲み込んだ。

「お前……なんかが……どうして……あたしの邪じや魔まをするの……！」

「理由なら簡かん潔けつです」

　中空で、ノウェムは呟いた。

「この都と市しとイザヤ様を傷きずつける相あい手てを、許さないのが私です」

　妖蛾の頭上で、ノウェムは大鎌を振り落とした。

　その動きが、ぴたりと止まった。

　完全に、停止したのだ。

「────っ！」

　寸すん瞬しゆん生じた隙すきをついて、妖蛾の翅から魔糸が迸ほとばしり、人形の脇わき腹ばらと腕うでとを抉えぐり抜いた。

　腕からは白い液体が、脇腹からは赤い血ちが舞まった。

　がくり、と頭が下がった。

　失しつ墜ついする。

　翼つばさをもがれた小鳥のように墜つい落らくする身体からだが、虚こ空くうで留とどまった。妖よう蛾がの魔ま糸しが人形を捕とらえていたのである。

　操あやつり人形にも似にて静せい止しした人形の四し肢しから、大量の冷れい却きやく剤ざいが排はい出しゆつされた。

　ラーフラが息いきを止めた。

　玻は璃りが口元を覆おおう。

「ノウェム……っ！」

　最も絶望的な声をあげたのは、イザヤであった。
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　装そう甲こう車しやの内側は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化かしていた。

　魔糸に断たち切られた〈槍ランス〉の隊員がごろりと狭せまい車内に倒たおれ、装甲車自体も前面が斜ななめにずれて機能を停止した。

　ばかりか、残った隊員たちさえ半数以上が白しろ目めを剝むいて倒れたのである。

　喪そう神しん現げん象しよう。

　強大な〈獣ベステイア〉は、その存そん在ざいだけで人を屈くつ服ぷくせしめる。

（くそ……ったれ……！）

　自分自じ身しんも返り血をあびて、イザヤが奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　床ゆかに撒まき散ちらされた内ない臓ぞうと凄すさまじい臭においに、胃いの底から苦くて酸すっぱい液体がせりあがった。

　転がるように装甲車の外へ飛び出したのは、単たんなる条件反射だ。

　玻璃をさらわれたことや、〈獣ベステイア〉に対する怒いかりなどよりも、もっと単たん純じゆんに、少年自身が閉へい鎖さ空間の惨さん状じように耐たえられなかったからだ。

　しかし、それでも少年は信じていたのだろう。

　心のどこかで、第九祭さい器き──ノウェムと呼ばれる人形への信しん頼らいがあった。あの人形だけは何者にも敗北しないという、憧どう憬けいにも似にた確信を持っていた。

　なのに。

　そこで見たのは、大おお鎌がまを振るったノウェムが停止した瞬しゆん間かんだった。

　停てい滞たい自体は、ほんの一いつ瞬しゆん。

　だが、致ち命めい的てきな遅おくれ。

　イザヤには見えぬ魔糸が人形を穿うがち、白い液体と赤い血が舞まった。

　大量の冷却剤が蒸じよう発はつし、人形の身体を覆う。そのときには断罪衣イスカリオテの装甲や聖せい霊れい機関は収納され、単たんなる聖職衣カソツクに戻っていた。

　考えられることは、ひとつしかない。

（断罪衣イスカリオテの……発動時間が……!?）

　イザヤの考えていたよりも、ずっと早い。

　最初に発動してからこれまで、手間取ってはいたがせいぜい十分かそこら。

　焦あせりと戸と惑まどいが、少年の喉のどからつきあがった。

「ノウェム……っ！」

　そう叫さけんだイザヤへ、弱々しく人形の顔があがる。

　その身体からだが、痙けい攣れんした。

　さらに深く、魔ま糸しが潜もぐり込んだのである。

「あは……あはは……」

　ついで、笑い声が聞こえた。

　恐怖と、そこから解放された歓かん喜きがないまぜになった、ひどく嗄しわがれた声だった。

「やっぱり……あたしすごい……あたしには神かみ様さまがついてる……神様が来てくれたんだ……だから蝶ちようになれたんだ……」

　少女が笑う。

　胸までを妖よう蛾がの内側に埋うめたまま、顔をさする。

　指の間から覗のぞいた瞳ひとみは、狂きよう信しん者しやのような恍こう惚こつを湛たたえていた。

「あなたの……おかげよ……」

　禍まが々まがしい〈獣ベステイア〉の視し線せんの先で、玻は璃りが硬こう直ちよくした。

「私が……何ですって……？」

「さあ、早く見せてよ！　あたしに！　あなたの裏うら側がわ！」

　玻璃の言こと葉ばを聞かず、少女は高らかに笑った。

　赤い舌したが千ち切ぎれそうなほどに突つき出される。妄もう執しゆうが少女の身体を──妖蛾の翅はねを思い切り打ち震ふるわせた。

　空中に固定されていたノウェムが、墜つい落らくする。

　ついで、おぞましい眼球の貼はり付いた翅から、膨ぼう大だいな魔糸が豪ごう雨うのごとくに降り注そそいだ。

　今度ばかりは、ラーフラにも迎げい撃げきしきれなかった。

　弾だん倉そうを交こう換かんしながら、地面に転がる。

　その断罪衣イスカリオテを魔糸が追って、端はしから地面が崩くずれ去さっていく。

　そして。

　イザヤは、地面に膝ひざをついていた。

　その前で倒れているのは、墜落したノウェムであった。

「ノウェム……？」

　呼びかける。

　答えはなかった。

　まるで壊こわれた操あやつり人形のように、第九祭さい器きは動かなかった。

　裏うら返がえしにこそなっていないものの、魔ま糸しはどれだけ人形の内側を貪むさぼったものか。まして、途と中ちゆうで魔糸に捕とらえられたとはいえ、ノウェムの墜つい落らくした高さは十数メートル以上にものぼる。

「何を……してるんです、ノウェム？」

　かろうじて『九く瀬ぜ諫いざ也や』の体てい裁さいだけは保たもちつつ、イザヤが訊きいた。

「早く、起きなさい。あなたは……僕の剣けんでしょう？　断罪衣イスカリオテでしたら……僕が解放しますから……」

　声が掠かすれた。

　喉のどがひりあがって、やたらとつっかえた。

　さきほどの装そう甲こう車しやのときとは似にて非ひなる何かが、少年の胸の内側を荒あらしていた。

　それはたちまち膨ふくれ上がって、少年のかぶった堅けん固ごな仮か面めんさえ壊こわす勢いきおいで、激しく喉の奥おくを打ちよう擲ちやくした。

　その目が、大きく剝むかれた。

「イザヤ……様……」

　と、呻うめきがこぼれたのだ。

　倒れたまま、四し肢しの接合部からはばちばちと火花を散ちらしていた。

「ノウェム！」

「コード──0jp[image: ]GKU」

　液体金属の剣が硬こう化かする。

　一いつ瞬しゆんぶるりと液体に戻りかけるほど曖あい昧まいなカタチではあったが、そのまま少年の背はい後ごを薙なぎ払った。

　イザヤを貫つらぬかんとした魔糸が、その刃やいばに断たたれたのだ。

　しかし、それが限界であったか、再ふたたび人形は前のめりに倒たおれ、ぎりぎりで少年に抱き留められたのだった。

「すごいすごい……このお人形さんすごい！　まだ頑がん張ばるんだ！」

　少女が哄こう笑しようする。

　嘲ちよう笑しようする。

　もはやこの戦場は制したと言わんばかりに、好すき放ほう題だいに笑い飛ばす。

　実際、その通りだ。

　ノウェムは倒れ、ラーフラは魔糸を避けることしかできぬ。装甲車の隊員たちも、ほとんどは魔糸と喪そう神しん現げん象しように倒れている。

　対たい抗こうできるものは、すでにいない。

「…………」

　なのに、イザヤは逃げることもできなかった。

　逃げることも、考えられなかった。

（この……馬ば鹿かが……）

　壊こわれた人形を抱いたまま、少年はガチガチと奥おく歯ばを鳴らしていた。

　胸の中で暴あばれているのは、黒くて暗い衝しよう動どうばかり。

　何が怖こわいのかも分からず、ただ頭の中を延えん々えんと同じ言こと葉ばが巡めぐっていた。




　──『あたしなら、あなたを本物にしてあげられるわよ？』




　恐おそろしく、甘あまい囁ささやき。

　ぎこちなく少年の首が回った。

　玻は璃りへと。

　朱と鷺き頭とう玻璃は、この魔ま糸しの雨の中でも無む傷きずだった。

　無論、〈獣ベステイア〉が執しゆう着ちやくしている以上この娘を傷きずつけないのは道どう理りだったが、イザヤの脳のう裏りには別の言葉を呼び起こした。




　──『だからこそ、あなたに呼んでほしいのよ。この娘の中から、しかるべき時間にしかるべき場所であたしを起こしてほしいの』




「イザヤ……兄にい様さま……」

　と、その玻璃の唇くちびるが乾かわいた声で囁ささやいた。

「え……？」

「今……来ます……そうしたら……二週間前と同じに……」

　少女が、空を見上げた。

〈獣ベステイア〉の妖よう蛾がよりも、さらに上。

　そこにあるのは、不ふ吉きつな曇くもり空と、その裂さけ目に輝かがやいた三日月だけ。

　しかし今、三日月を七つの影かげが切り裂いたのだ。

　その影は──戦せん闘とう機きの編へん隊たいであった。

　ぎりぎりまで低てい空くう飛行した機体たちは、妖蛾へと一いつ斉せいに空対空ミサイルを放った。

　さしもの〈獣ベステイア〉も、この伏ふく兵へいは察さつ知ちしてなかったか、つかのま反はん応のうが遅おくれた。たかだか十数発のミサイルを切り落とし損そこね、その一発が糸いと細ざい工くの翅はねを叩たたく。

「耳を塞ふさいで、口を開いて！」

　刹せつ那な、灼しやく熱ねつの業ごう火かが妖蛾を包んだ。

　暴力的な光こう芒ぼうと爆音が高たか台だいを蹂じゆう躙りんし、周しゆう辺へんの酸さん素そを貪むさぼって膨ぼう張ちようした。

　それが落ち着くまで、十数秒ほどであったろうか。

「……こんな……もので……っ」

　業ごう火かの中から、糸いと細ざい工くの翅はねが広がり、無む惨ざんに焦こげた少女が現れた。

　爛ただれた皮ひ膚ふは瞬しゆん時じに元もとへ戻り、つるりとした頰ほおを取り戻す。とろけた眼球も潰つぶれた唇くちびるも、間ま違ちがいだったように再さい生せいした。

　無論、いかなる威い力りよくであろうと、単たん純じゆんな現代兵器では〈獣ベステイア〉の『再さい構こう築ちく』を凌りよう駕がしえない。この現げん象しようは当然の結果でもあった。

　しかし、改あらためて高たか台だいを見下ろして、少女は目を剝むいた。

　高台には、玻は璃りやイザヤの姿は残っていなかった。

　爆ばく炎えんに焼かれたわけではない。妖よう蛾がから地面までは相そう当とうな距きよ離りがあったし、現げんに高台へ生はえた雑ざつ草そうとて一部が破は片へんにまとわりついた炎ほのおで焦こげた程てい度どだ。

「どこ……に!?」

〈獣ベステイア〉としての感覚が、残り香がを捉とらえた。

　散ちっていく戦せん闘とう機きたちの内の、一機であった。

　ミサイルを放った直後、散開ブレイクした戦闘機たちの背はい後ごに、もう一機、小型のジェット機が飛んでいたのである。

　少女が妄もう執しゆうする相あい手ては──その機体の中だった。

「…………」

　数秒、少女は絶ぜつ句くした。

　すぐに、その瞳ひとみが異常なまでの熱を宿やどした。ミサイルのそれなどよりずっと熱く、ずっと禍まが々まがしい地じ獄ごくの炎であった。

「逃がさない……」

　妖蛾のはばたきが大きくなった。

　嵐あらしを巻き起こし、壊こわれた装そう甲こう車しやはそのままに、ジェット機を追ったのだ。

「絶対に……逃がさない……！」
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　握にぎりしめた梯はし子ごが、ハッチへと吸い込まれていく。

　強力なウィンチに引っ張り上げられて、イザヤはジェット機の胴どう体たいへと転がり込む。勢いきおいで強く肩を打ちつけたが、そんなことより腕うでの千ち切ぎれそうな激げき痛つうの方が百倍も上だった。

「かあ……っ！」

　肺はいに残っていた息いきを、全部吐はき出す。

　勢いで、片かた手てで抱いていたノウェムががたりと床ゆかに落ちて、ぎくりと身を強こわ張ばらせた。

「……ノウェ……ム……っ」

　返事はない。

　人形は、完全に動きを止めていた。

　無む惨ざんに白と赤に濡ぬれた聖職衣カソツクで、瞼まぶたも閉じていた。苦く悶もんに細い眉まゆを寄せながら、強く十じゆう字じ架かを握にぎりしめて横たわった姿すがたは、さながら敬けい虔けんな眠り姫ひめを想そう起きさせた。

「──大だい丈じよう夫ぶ、ですわ。断罪衣イスカリオテは停止してますけど、ダメージコントロールは機能してますもの。もう、血ちも止まってるでしょう？」

　その声に、イザヤはやっと顔をあげた。

　同じくしゃがみこんでいた玻は璃りの言こと葉ばであった。その隣となりには、少女を抱いて先んじてハッチへ転がり込んだラーフラもたたずんでいた。

　加速中のジェットエンジンが、小さな機体をごおごおと揺らしている。

　その機内へ放送が流れた。

『二番、六番、七番に喪そう神しん現げん象しよう発生。自動操そう縦じゆうに切り替わりました』

　すると、少女は凜りんとして立ち上がり、こう告つげたのだ。

「追つい撃げきの必ひつ要ようはありません。すぐに撤てつ退たいしてください」

『〈獣ベステイア〉が移動を開始。〈槍ランス〉第二部隊、撤退を開始しました。また〈塔ルーク〉第三部隊・工作班はんの処理は終わりました』

「喪神現象からの治ち療りようを最さい優ゆう先せん。第三部隊の工作班は予定通り所定地点に回してください。こちらも作戦段階を[image: β]ベータ３スリーに移行します」

　襟えり元もとのマイクを通じて、玻璃がそれぞれに指示を下す。

　その様よう子すに、ようやっとイザヤは自分の居い場ば所しよを見回した。

「これ、は……」

「先週搬はん入にゆうしたばかりの、自じ己こ制せい御ぎよ型がたジェット機ですわ」

　と、玻璃が小さくうなずく。

「ほかの戦せん闘とう機きも、自己制御と本部からの遠えん隔かく操そう縦じゆうの並列式。喪神現象への対策として進めていたひとつです。カルロさんも言っていたでしょう？　念ねんのための保険をかけておくって」

「…………」

　保険がある、とは聞いていた。

　しかし、イザヤが前線についたのが直前だったため、自分の直接関わらない部分までは知ち悉しつしてなかったのだ。

　まして、ジェット機が救きゆう出しゆつに来るなど考えるはずもあるまい。

　ミサイルの爆発の中、ハッチから下ろされた梯はし子ごを摑つかめたのなんて単たんなる僥ぎよう倖こうの賜たま物ものだ。いくらジェット機が速度を落としていたといっても、千回やれば九百九十回は失敗し、残る十回は腕うでが千ち切ぎれて終わるだろう。はたしてそうならなかったのは……イザヤが纏まとっている聖職衣カソツクのためだったろうか。

「イザヤ兄にい様さまとノウェムも、前にやったことでしょう？」

　沈ちん黙もくしたイザヤに、玻は璃りが唇くちびるを尖とがらせる。

　二週間前、戦場となった遊園地でイザヤは似にた作戦をとったのだ。

　その際は、ジェットコースターを使って〈獣ベステイア〉から逃げ出したのだが──ジェットコースターとジェット機ではまるで違ちがう。スケールという以上に、あくまでその場凌しのぎでしかないイザヤの思考と、戦術として組み込んだ玻璃の思考の違いだった。

（これが……本気で戦たたかうって……ことか？）

　腕を押さえたまま、慄りつ然ぜんとイザヤは少女を見つめる。

　この少女もまた、〈獣ベステイア〉と戦う戦士だった。

　断罪衣イスカリオテがなくても──未知の魔性に喰くらわれていても、その苛か烈れつな意志だけは誰だれにも譲ゆずらない。

　だからこそ、朱と鷺き頭とう玻璃はこの場に立っているのだった。

　それは、紛まぎれもない本物の証あかし。

　少年には眩まぶしすぎる。

「イザヤ兄様」

　と、玻璃は呼びかけた。

「イザヤ兄様は、どうします？」

「俺……いや、僕は……」

　一瞬仮か面めんさえ忘れかけて、イザヤが拳こぶしを握にぎった。

　自分ができることが何か、分かってしまったからだ。

　少年にできることは、結局この哀あわれな人形を起こして、もう一度戦場に送り出すことだけなのだと──そんなことを今いま更さらに悟さとったのであった。

「…………」

　その沈黙から、玻璃も少年の葛かつ藤とうを理解した。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。イザヤ兄にい様さまはノウェムを見ていてくださいませ」

　すう、と玻は璃りは一歩右足を引いた。

　ドレスのスカートをつまんだカーテシーお辞儀。

「ラーフラさん、ついてきていただけますか」

「ええ」

　ピアスを揺らし、黒い肌はだの少年がうなずいた。

「…………」

　イザヤは動けなかった。

　どうしても、この場を動くことができなかった。

　ちら、と一度だけラーフラが振り返った気がした。

　少年は気が付かなかったが──その視し線せんの延長上に、点々と赤い血ちが滴したたっていた。
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　操そう縦じゆう室しつに入って、玻璃は一いつ瞬しゆん痛いたましい顔になった。

　年配の操縦士が計器類に突つっ伏ぷしていたからだ。

　喪そう神しん現げん象しようは、玻璃を助けに来てくれた操縦士をも蝕むしばんでいたのだ。

　もちろん、ほかの戦せん闘とう機きと同様、遠えん隔かく操縦に徹てつすることもできた。

　そうできなかったのは、このジェット機はほかと違ちがって玻璃たちを救助する役目があったからだ。玻璃たちを救うため、より遅おそく、より低空を飛び、繊せん細さいな操縦を行おこなう必ひつ要ようがあった。

　だからこその、今。

「ごめんなさい」

　ほとんどの喪神現象の犠ぎ牲せい者しやは、しかるべき処しよ置ちをとれば回復する。まして〈槍ランス〉の隊員となれば、当然覚かく悟ごしている状態だ。

　それでも玻璃は謝あやまった。

　それから隣となりにある、もうひとつの操縦席へ潜もぐり込む。

　さっとレーダーを見て、玻璃はすぐに緊きん張ちようを表情に宿やどらせた。

　円形のレーダーの中ちゆう央おうに向かって、左後方より緑色の影かげが接近しつつあったからだ。

　高こう分ぶん子しガラス窓まどの向こうでは、凄すさまじい勢いきおいで黒い雲が流れていき、それだけに追ってくる影の速度も実感できた。

「やっぱり……追ってきますのね。ただのミサイルじゃ『再さい構こう築ちく』されて終わりですもの」

「申もうし訳わけありませんが……ひとつ尋たずねてよろしいですか」

　ラーフラが口を開いた。

「ええ、何です？」

「怪け我がですか」

「え？」

「さきほどから血ちが」

　金属の床ゆかに垂たれた赤い染しみを、ラーフラが指さした。

　真しん紅くのドレスゆえに目立たなかったが、玻は璃りの下か腹ふく部ぶにはじっとりと血が滲にじんでいたのだ。

「〈獣ベステイア〉と感かん応のうした……結果ですわ」

　下腹部を押さえて、玻璃は微び笑しようする。

「今はだいぶ、痛いたみは引きましたけれど」

「〈獣ベステイア〉に近づけばそうなると分かっていて、私の提案に乗ったのですか？」

　もとより、玻璃を前線に連れてきたのはラーフラである。

　玻璃が軽くかぶりを振る。

「そのときも言いました。退しりぞく理由がありません」

　はっきりと、口にしたのだった。

　その潔いさぎよさに、ラーフラさえも気を飲まれた。

　無理に自分を奮ふるい立たせるのではなく、ただ信しん仰こうにすがるのでもなく、至し極ごく当たり前に少女が言い放ったからだった。

　そんな様よう子すに、ラーフラはある単たん語ごを思いつき、そのまま口にした。

「……まるで、聖せい痕こんですね」

「そんな立りつ派ぱなものじゃありませんわ」

　と、玻璃は唇くちびるをほころばせた。

「それとも慰なぐさめてくださってるのかしら。気が付きませんでしたけど、ラーフラさんって意外に親切ですのね。ひょっとして、普ふ段だんむっつりしてるのは職しよく務むに忠ちゆう実じつだから？」

「…………っ」

　こほん、とラーフラが咳せき払ばらいする。

　そうしながら、黒い肌はだの黒い眉まゆをかすかに歪ゆがめた。

　まるで、うっかり制服のボタンを掛かけ違ちがえていたことに、昼休みになってやっと気づいた学生のような顔をしていた。

　それを誤ご魔ま化かすみたいに言う。

「あなたこそ、他人をからかわず真ま面じ目めな顔をしているのは、ブラザー・イザヤの前だけなんですか」

「イザヤ兄にい様さまは関係ありません！」

　ばん、と計器を叩たたいて立ち上がってから、自分の行動がどれだけ台詞せりふを裏うら切ぎっているか思い知り、玻璃の顔が耳まで真っ赤になった。

　ラーフラも、これほどの反はん応のうが返るとは思わなかったか、きょとんと目を丸くした。

　それから、

「なるほど……確たしかに、関係なさそうです」

　うなずきに、しゃらんと首くび飾かざりが揺れる。

「あ、あの、これは……」

「では、痛いたみ分けということに」

　少し溜りゆう飲いんが下がったのか、ラーフラから折おれた。

　玻は璃りも倣ならって、ぽてんと操そう縦じゆう席せきに戻る。

（……不ふ思し議ぎな方ですね）

　そんな少女に、ラーフラは目を細める。

　命を鑢やすりにかけるようなこんな瞬しゆん間かんに、当たり前の女の子の顔をする。それどころか、〈獣ベステイア〉を怖おじない凜りんとした勇気さえも、ごく自然に同どう居きよさせている。

　異い端たん審しん問もん官かんとして監かん視しすべき相あい手てに、不本意ながらラーフラは興きよう味みをそそられていた。

　ぱちぱちと順番にスイッチをいれていく少女へ、問といかける。

「ひょっとして、玻は璃りさんが操縦されるんですか？」

「あら。だって、このジェット機を〈槍ランス〉に発注したの私ですもの。テスト飛行にも協力させていただいてます」

　少し茶ちや目めっ気けのある笑顔で、玻璃は操縦席から振り返った。

「ラーフラさんには、〈獣ベステイア〉の迎げい撃げきをお願ねがいできますか？　確か機銃ならいけますよね？」

「え、ええ。ミサイルやロケットみたいな自動推進式では駄だ目めですが、機銃のようなタイプでしたら聖せい性せいを付与できます」

　その言こと葉ばにうなずいて、玻璃は窓まどの外を見つめた。

　遠く広がっているのは、湾わん岸がんにそびえた高こう層そうビル地帯と──その先の暗黒洋やみわだの淵ふちであった。

「すぐ追いつかれない程度に速度を落としますが、遠からず海に出ます」

　高層ビル地帯を越こえれば、直接海となる。

〈塔ルーク〉の工こう作さく班はんによって、あらかじめジェット機の航こう路ろとなる地区や海域は封ふう鎖さしてもらっている。市民の喪そう神しん現げん象しようを防ぐため、ホログラム投とう射しや機きの準備もしてあるし、船と出くわす心しん配ぱいもない。

　しかし、別の障しよう害がいが玻璃たちにはあった。

　断罪衣イスカリオテの『力』は、御みさ陵さぎ市しに流れる市民の信しん仰こうによって成り立っている。海に出て一定以上離れてしまえば、模も倣ほう奇き蹟せきもまた発動しなくなる理り屈くつであった。

　だから、

「〈獣ベステイア〉とは、そこまでに決着をつけます」

　静しずかな決意を秘めて、玻璃ははっきりと口にした。
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　イザヤは、ノウェムの手を握にぎっていた。

　ひどく細い手だった。

　驚おどろくほどに白く、手首なんてイザヤの半分ぐらいしかない。

　人じん工こう皮ひ膚ふはいたるところが傷きずついて、めくれた部分からは内側のケーブルや人工筋きん肉にくが剝むき出しとなっていた。

　そのすべてが少年の剣けんであろうとし、少年の盾たてであろうとした結果なのだった。

　イザヤを守ろうとしてくれた──その想おもいの果はてなのだった。

（……どうすれば、いい）

　少年の頭の中は、ぐちゃぐちゃだった。

　自分のやっていることの罪つみ深さを、真ま正しよう面めんから突つきつけられたのである。どれほどに取り繕つくろったところで、少年の所しよ業ぎようは単たんなる外げ道どうでしかない。それが嫌いやなら、この相あい手てを単なる『人形』と割り切って、使い捨てられる対象と思えばいい。

　分かっていたはずだ。

　分かっていたはずなのに、今の少年はそれに耐たえられない。

　変わってしまっている。

　この都と市しに来たときの少年と、今の少年は、明らかに違ちがってしまっている。

　たとえ、それがほんの些さ細さいな違いでも。

（どうすれば……俺は、こいつに報むくいて……）

　その思考自体、以前の少年にはなかったことだとも気づかず──

　機械音に、振り返る。

　再ふたたび、ハッチが開いたのだ。

　外部からの轟ごう音おんに眉まゆをひそめると、少しだけ遅おくれて、操そう縦じゆう室しつからラーフラが現れた。

　ハッチのそばに据そえられていた巨きよ大だいな機き関かん砲ほうが自動的にスライドし、ジェット機の背はい後ごへと砲ほう身しんを固定される。

「まだ……やるんですか？」

「申し訳ありませんが、〈獣ベステイア〉が追ってきていますので。相そう対たい速度ですと一分内に射しや程てい距きよ離りに入るそうです。……ノウェムさんの具ぐ合あいはいかがですか」

「……分かりません」

　実際、イザヤにはノウェムの詳くわしい状態など分かりようもない。

　ただ、人形の細い吐と息いきと白い横顔から、どうしても意い識しきをそらせなかった。

「…………」

　数すう秒びよう沈ちん黙もくして、ラーフラは少年に指示した。

「ブラザー・イザヤ。申もうし訳わけありませんが、砲ほう弾だんの箱はこを取ってください」

「……分かりました」

　のろのろと、イザヤが動いた。

　どっしりと重い砲弾のベルトが詰つまった金属の箱を寄せると、ラーフラは無む造ぞう作さに手を突つっ込んだ。

　そのまま、声をひそめて言ったのである。

「今なら……こちら側の会話はほとんど記き録ろくされません。喪そう神しん現げん象しようへのフィルターと、ジェット音の両方で搔かき消えるはずです。それを承しよう知ちの上で聞いてください」

「は？」

　顔をしかめたイザヤへ、単たん刀とう直ちよく入にゆうな問といが発せられた。

「あなたは……本当に『九く瀬ぜ諫いざ也や』なんですか」

　そんなことを、ラーフラは訊きいたのだ。

「な、にを……」

「誰だれかに、『九瀬諫也』を強制されているのではないのですか？　たとえばクレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうとかに」

（…………っ）

　顔に答えが出ていないのを祈いのるしかなかった。

　ラーフラの問いは、そのまま少年の心しん臓ぞうを抉えぐっていた。

　少年の言こと葉ばを待またず、ラーフラの断罪衣イスカリオテが機械音声をあげた。





「限定量子干渉場、固定。仮か想そう数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・ダビデの第二種奇蹟を起動。──すなわち八千五百十六回の試し行こうを開始します」






　すでに聞き慣なれた、模も倣ほう奇き蹟せきの始動聖せい句く。

　世せ界かいが書き換えられる違い和わ感かんとともに、ラーフラが訊く。

「どうですか？」

　あくまでひっそりとした、しかしエンジン音に搔き消されぬ声こわ音ね。

「もしも脅おどされているのでしたら悪いようにはしません。安全な場所まであなたを確保した後に審しん問もんします」

　ざらり、とラーフラが札ふだを切った。

　審問という言葉の意味は、イザヤにも分かる。

　異い端たん審問官。

　自分と同じぐらいの年のこの少年は、場合によってはカルロやこの都と市しを破は滅めつさせかねない審しん判ぱんの主ぬしだったのだ。

「……そんなはず、ないでしょう」

　かろうじて言ったイザヤに、ラーフラは瞼まぶたを伏ふせた。

「すぐに答えられないならかまいません」

　そして、機き関かん砲ほうに触ふれなおした。

　三十ミリ回転式多砲身ガトリング砲。

　単たん純じゆんな破は壊かい力りよくだけでいうなら、先のチェーンガンにも勝まさる兵器。

「一いち撃げきで……〈獣ベステイア〉を屠ほふります。終わらせてしまえば、あなたも語りやすくなるでしょう」

　そう言って、ラーフラは機関砲に装そう塡てんされていたマガジンベルトを、逆ぎやくに取り払はらったのである。

「ラーフラさん、何を──」

「この奇き蹟せきに、弾だん丸がんは必ひつ要ようありません」

　イザヤの持ってきた箱はこにマガジンベルトを突つっ込み、ラーフラは呟つぶやく。

「ゴリアテを屠ったのは投石器ではありません。投石機で倒した後、ダビデはゴリアテの剣けんを奪うばい、その剣でゴリアテの首を刎はねたのです」

　そして、断罪衣イスカリオテとともに少年は囁ささやいたのだ。





「我われは模も倣ほうする。──ダビデの奪うばいし剣を」






　どくん、と。

　機関砲が、脈みやく動どうした。

　断罪衣イスカリオテから伸のびたケーブルが次々と機関砲に突き刺ささり、その砲門自体を造り替えていく。金属が飴あめみたいにねじまがり、回転式多砲身はひとつの巨きよ大だいな砲身へと変じた。断罪衣イスカリオテの腕さえその中に取り込まれ、ラーフラと巨大砲身自体が一体化したのである。

　今までの、魔弾ではない。

　奪ったゴリアテの剣は、そのままダビデの伝でん説せつとなった。

　ラーフラの新あらたな模倣奇蹟は、いかなる武器をも神の恩おん寵ちようへと変換する──すなわち、自身の断罪衣イスカリオテに武器そのものを取り込んでしまうのだった。

「それ……は……」

「あの〈獣ベステイア〉の能力は十分に把は握あくしました。だったら、いかに進化しようが同じことです」

　無感情な瞳ひとみに、〈獣ベステイア〉への強きよう烈れつな憎ぞう悪おがこもっていた。

　それは、開いたハッチの彼方かなた──夜の向こうから次し第だいに膨ふくれ上がる巨きよ影えいを見つめていた。

「もう、来た……っ!?」

　イザヤが、目を見開く。

　しかし、ラーフラは動かなかった。

　半なかば融ゆう合ごうした銃爪ひきがねに指をかけたまま、ぴくりともしない。

「ラーフラさんっ……」

「まだ……です」

　取り込んだ状態を維い持じしているには何らかの負ふ担たんがかかるのか、ラーフラのこめかみにはじっとりと汗あせが浮き始めていた。

　緊きん迫ぱくした時間は、たった数秒で数十分を嚙かみしめるようだった。

「まだ……」

　びうん、と魔ま糸しが唸うなった。

　それは、ジェット機のぎりぎりをかすめ、翼つばさの一部を切り裂さいた。

　大きくジェット機が傾かたむき、烈れつ震しんのごとくにふたりの体を揺さぶる。ハッチの近くに剝はく離りした破は片へんがぶつかり、衝しよう撃げきでイザヤの足をもつれさせた。

「つあ……っ！」

　かろうじて座ざ席せきを摑つかみ、吹き飛ばされないように踏ふん張った。

　それでも、ラーフラだけは動かなかった。

「まだ……」
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　いいや。

　動いてない、わけではない。

　ほんのわずかずつ、砲ほう身しんはずれていた。

　この闇やみの中でも、ラーフラの瞳ひとみは妖よう蛾がの姿すがたを捉とらえているらしかった。相あい手ての動きを読み、照しよう準じゆんに微び調ちよう整せいをかけているのだ。

　極きよく度どの集中に気け配はいはかすみ、黒い肌はだの少年は吐と息いきさえ薄うすれていった。

「ま……だ……」

　掠かすれた声が……遠く、何かを摑つかむように揺れて。

　そのタイミングだったか。

　ハッチの向こう──視し界かいいっぱいに、妖蛾の姿が膨ふくらんだ。

　その禍まが々まがしい身体からだから放たれる、魔ま糸しの旋せん風ぷう。

「今──っ！」

　ラーフラの視し線せんが、妖蛾へと食い入った。

　瞬しゆん間かん、融ゆう合ごうした砲身に風が巻いた。

　ありえないほど膨ぼう大だいな空気が〈獣〉の放った魔糸さえも取り込み、奇き蹟せきそのものと化かした砲身へ吸い込まれる。





「我われは模も倣ほうする──ダビデの奪うばいし剣を！」






　咆ほう吼こう。

　放たれたのは、単たんなる砲ほう弾だんなどではなかった。

　夜の闇よりもさらに暗い、凄すさまじい漆しつ黒こくの奔ほん流りゆうが、妖蛾の巨きよ体たいを飲み込んだのだ。

　さきほど、ラーフラは言った。

　ダビデは奪った剣でゴリアテを殺したのだと。

　つまるところ、ゴリアテの罪つみをもって、ゴリアテを殺したのだ。

　ならば、ラーフラの新あらたな奇き蹟せきとは、単たんに武器と一体化するだけではない。ゴリアテの罪を──〈獣ベステイア〉の『力』を奪い、それを自らの『力』に上うわ乗のせすることだった。

〈獣ベステイア〉の罪さえ自らの『力』に変える、奇蹟！

「……滅、べ……っ！」

　ラーフラの叫さけび。

　起きた現象は、爆ぼう縮しゆくというにふさわしかった。

　妖蛾を飲み込んだ奔流が反転し、今度は〈獣ベステイア〉を中心に雪な崩だれ込んだのだ。

　奔流の元もととなった魔糸──〈獣ベステイア〉の罪が、〈獣ベステイア〉自身へ帰るようでもあった。自みずからの成なした罪の重さに打ちひしがれるごとく、妖蛾の身体がへしおれ、押し潰つぶされる。

　こぼれた衝しよう撃げきの余よ波はだけで、こちらが吹き飛ばされそうになった。

　空気分ぶん子しのひとつずつさえ消しよう滅めつさせずにはおかぬ威い力りよく。まるで無む尽じんの雷かみなりでも放たれているかのようで、轟とどろく破は壊かい音おんは永えい遠えんに続く絶ぜつ叫きようとも思えた。

　妖よう蛾がに防ぐ術すべもなく、漆しつ黒こくの圧あつ壊かいに飲み込まれた糸いと細ざい工くの体は、虚こ空くうさえ巻き込んで爆ばく裂れつする。

「やった……!?」

　イザヤが身みを乗り出す。

　しかし、少年は気づいてしまった。

　圧壊に滅ほろぼされた妖蛾の向こうに──夜空を舞まう、もうひとつの妖蛾の姿すがた。

　その胴どう体たいに、笑う少女をイザヤは見た。

「しまっ……た……！」

　ほぼ同時。

　自分が滅ぼしたモノの正体を、ラーフラも悟さとる。

　糸細工の妖蛾もまた、追われるラーフラが決死の攻こう撃げきをかけることを見抜いていたのだ。ゆえに、その一いち撃げきを回かい避ひするために、自分の糸をほどいて、もう一体の分ぶん身しんをつくりあげていたのである。

　融ゆう合ごうされた砲ほう身しんに、再ふたたび風が吸い込まれる。

　だが。

　ラーフラの判断は、ほんのわずか遅おそかった。

　新あらたな奇き蹟せきによる疲ひ労ろうもあったのだろう。先の戦たたかいにおいて、第二種の模も倣ほう奇蹟を使わなかったのは単たんにノウェムがいたからだけではなく、その疲労度も魔ま弾だんに比くらべて大きく勝まさったからに違ちがいない。

　滅ぼしたはずの妖蛾の破は片へんから、凄すさまじい勢いきおいで魔ま糸しが伸のびて、黒い肌はだの少年を束そく縛ばくしたのである。

「くぁ──！」

「ラーフラさん！」

　イザヤが振り返ると同時に、さらなる異い変へんがジェット機を襲おそった。

　急激な失速。

　墜つい落らく。

　自分たちのいる機体の後部と──操そう縦じゆう席せきのある前部とで、ずるりと通路がずれたのを、イザヤは見た。

　妖蛾のさらなる魔糸によって、ジェット機自体が真っ二つに断たたれたのである。

　それも、当然だ。

〈獣ベステイア〉の狙ねらいは……操縦席にいる玻は璃りだけだったのだから。

　途と轍てつもない衝しよう撃げきが機体を震しん撼かんさせた。

　切り離はなされたイザヤたちの後部は、ジェット噴ふん射しやに押されて大きく回転する。

　外部へ、投げ出される。




　──おびただしい高こう層そうビルが立ち並ぶ、湾わん岸がん地帯の上空へと！





２






「うあああああああああああああっ！」

　自分の叫さけびを、遠くイザヤは聞いた。

　断罪衣イスカリオテを纏まとったラーフラはともかく、自分がこの高度から叩たたきつけられれば、間ま違ちがいなく助かるまい。文字通り骨ほねまで微み塵じんとなって、誰だれにも見分けがつかぬ軀むくろとなり果はてるしかない。

　落ちていく。

　落ちていく。

　落下速度に従したがって、空気の粘ねん性せいが徐々に増し、少年は光あふれる湾岸地帯へと墜つい落らくしていく。

（……か、は……）

　どこかで、イザヤは諦あきらめていた。

　醒さめていた。

　笑っていた。

　それもいい。

　こんなものだろう。

　所しよ詮せんニセモノとしてやってきた身みだ。

　思ったよりも早かったが、いつかこんな風に朽くちることもあるだろうと──それぐらいは考えていた。

　あるいは、良かったかもしれない。

　ラーフラはイザヤのことを疑っていた。

　メッキの剝はげかけた自分が迂う闊かつに長らえれば、今度こそ決定的な証しよう拠こを握にぎられていたことだろう。その前に死ねたことは、幸しあわせと呼んでもいいのかもしれない。

　あのにまにま眼がん帯たいに得とくになるってのは、少しだけ癪しやくだけれども……。

　そこまで考えて、不意にイザヤは目を開いた。

　視し界かいの端はしに、銀色が映うつっていたからだ。

　真まっ逆さかさまに落ちていくそのヒトガタは──少年の心しん臓ぞうを、もう一度、今度こそ芯しんの芯まで抉えぐり抜いた。




「────っ！」




　ノウェム。

　機能停止していた人形もまた、一いつ緒しよに墜つい落らくしていた。

　墜落しながら、かすかに目を開いていた。

　傷きずついた手を、必ひつ死しに伸のばしていた。

　ひどくぎこちない動きだった。

　そして、こんな最中にその囁ささやきが聞こえたことこそ、奇き蹟せきだったに違ちがいない。

　あるいは幻げん聴ちようだったかもしれないが、少なくともイザヤにとって、その言こと葉ばだけは間ま違ちがえようがなかった。

　ほつり、と少女の唇くちびるは、こんな名前を囁いたのだ。

「勇ゆう哉や……様さま……」

　イザヤが息いきを止めた。

　それが、とうに打ち捨てたはずの、自分の本当の名前だったからだ。

　その名を教えたとき、人形はひどく馬ば鹿かげたことを言わなかったか。




　──『ああ……では、イザヤは本当にあなたの名前でもあるのですね』

　──『だって、勇哉はイザヤとも読めるでしょう。これからイザヤ様を呼ぶときは、九く瀬ぜ諫いざ也やではなく、あなたの名前を呼べると考えるのが私です。よろしいですか、イザヤ様』




　少年は、震ふるえた。

　何かとんでもない間違いを、自分がしでかしていた気になった。

　人形は、ずっと誰だれを呼んでいたのか。




　──『俺は、やっぱりニセモノだ。そして俺さえ本物なら皆救すくわれた。それが事実だ』

　──『この都と市しには「九瀬諫也」が必ひつ要ようで、そうじゃない誰かは必要じゃありません。それでいいんです。だからこそ、僕はニセモノをやっていられます』




　ニセモノだとか、本物だとか。

　そんなことで、自分は誰を傷つけていた？

　そんなことに、誰かを傷つけるほどの意味があったのか？

　……第一。

　本物になろうとしたのは、誰かの背中に見み惚とれたからじゃないのか？

　あの背中をもう少しだけ見ていたいと、そう思ったからじゃなかったのか？

「ノ……ウェム……っ」

　手も、震ふるえていた。

　気がつくと、それは人形の方へ伸のびていた。

　ごおごお、と音がする。

　落ちていく。

　落ちていく。

　どうしようもない落下のさなかで、少しずつ少年と人形が近づいていく。

（冗じよう談だんじゃ……ねえ……っ！）

　思った。

　こんな死に方は、嫌いやだ。

　こんな風ふうに悔くやしさを抱えて、死ぬのは嫌だ。

（いいや……！）

　急に、怒いかりがこみあげた。

（……どうして、悔くやむ必ひつ要ようなんかがある……っ）

　まるで溶よう岩がんが噴ふん出しゆつするように、途と轍てつもない熱が腹ふく腔こうから湧わき上がる。

　次から次へと湧いて、身体からだ中の血管という血管を暴走する。

（……どうして、俺が悔やまないといけねえんだ。あのにまにま眼がん帯たいに捕つかまえられて……あんな化ばけ物なんかにやられて……あんな無表情インド野や郎ろうなんかに正体握にぎられかけて……ここで死んだ方が良かったかもなんて……そんなくっだらねえことをうだうだ考えなきゃならねえんだ……！）

　秒びようが切り刻きざまれる。

　刹せつ那なが引き延のばされる。

　はてしなく緩かん慢まんになった時間の中で、イザヤは思う。

　人形が、近い。

　互たがいの指が、互いを求めて彷徨さまよい、こすれ合う。

（俺は……こいつを……）

　喉のどから熱がこぼれぬよう、歯はを食いしばった。

　やるべきことは分かってる。

　決断しなきゃならないのは、ひとつだけ。

　ひとつしかない。

（俺は……）

　手を、摑つかんだ。

　強く、強く、ありったけの力を込めて握った。

　吼ほえた。




　二週間前、あの娘を呼んだのと同じに──！





[image: †]






　異い変へんが起きたのは、操そう縦じゆう室しつも同様だった。

　後部と切り離はなされたことで、ジェット機の操縦室も必ひつ然ぜんに墜つい落らくしたのである。

　幸さいわいエンジンは後部だったために爆ばく散さんはせず、切り離された前部自体が何らかの物体によって受け止められたものの、衝しよう撃げきを受けた玻は璃りはコンソールにうずくまっていた。

　その少女が、びくり、と身みを震ふるわせた。

　小さざ波なみのごとき震えであった。

　ゆっくりと少女は顔をあげた。

　それまでの少女が清せい楚そ可か憐れんなお嬢じよう様さまで、顔のパーツ自体は寸すん分ぶんの変化もないだけに、淫いん蕩とう妖よう艶えんな美び貌ぼうは地じ獄ごくのように印いん象しよう的てきであった。

「……ええ、その願ねがいを叶かなえてあげる」

　真まっ赤かな舌したを動かし、自分の唇くちびるを舐なめ上げる。

　操縦席のベルトを外はずし、解放された吐と息いきさえ喘あえぎのように甘あまい。そのくせ、妖よう女じよの瞳ひとみはどこかはかなく、彼方かなたの想おもい人を見つめるようだった。

「……それがあなたの願いなら、あたしが叶えてあげる」
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　妖よう蛾がは、遠巻きにそのジェット機を見つめていた。

　海かい域いきへ出る直前──湾わん岸がんに開発中のツインタワービルの間で、切り裂さかれたジェット機の前部は静せい止ししていた。

　あたかも、蜘く蛛もの巣すにつかまった虫のようだった。

　撚より合わされた魔ま糸しが、ツインタワーの間で縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡めぐらされ、機体を捕とらえているのだった。

　そして、見つめる妖蛾の側も巨きよ体たいを半分近くに縮ちぢませている。

　糸いと細ざい工くでできた身体からだをほどき、自らの分身とこの蜘蛛の巣をつくりだしたことで、妖蛾の体積は大きく失われていたのだ。

　しかし、それだけの意味はあった。

　厄やつ介かいな人形は破は壊かいしたし、唯ゆい一いつ懸け念ねんだったあの銃じゆう使いの聖せい人じんも放ほう逐ちくしたのだ。

　高空から落とした程てい度どで死ぬかどうかは分からないが、今の自分を妨ぼう害がいすることは不ふ可か能のうだろう。

　しかし、妖よう蛾がは切り離はなされたジェット機に近づけなかった。

「どういうこと……？」

　少女が首を傾かしげる。

　自分の意思を離れて、どうしても翅はねがジェット機の方へ羽はばたいてくれないのだ。

　まるで、精神こころより先に身体からだが怖がっているみたいに。

　そして、見た。

　蜘く蛛もの巣すに現れた人ひと影かげを。

　ツインタワーの間に静せい止ししたジェット機の断面で、人影は長い髪かみを搔かきあげた。

　地表百数十メートルの空気を存分に楽しむようでもあった。

　それから、やっと妖蛾の方を見上げたのだ。

「ああ、あなたね」

　と、囁ささやいた。

　唇くちびるの動きだけで淫みだらな、見ているだけで大切なものを奪うばわれてしまいそうな美び貌ぼう。

　その顔を見た瞬しゆん間かん、少女は自分が爆発するかと思った。

「やっと会えた……っ！」

〈獣ベステイア〉の胴どう体たいから這はい出るようにして、少女は叫さけんでいた。

「あなたにっ！　あなたに会いたかったの！　あたし、あなたみたいになりたくてこうなったんだもの！」

「…………」

　玻は璃りは、ただそんな少女をつまらなそうに見つめていた。

「ねえ！　もっと近づいていい!?　いいよね!?　あたし、あなたにずっと会いたかったの！　ずっとずっと会いたかったんだもの！　もっと近くで、舐なめられるぐらい近くで、もっとずっと、忘れられないぐらいずっと、あなたの顔を眺ながめていたかったの！　だからこうして綺き麗れいな蝶ちようになって……」

「蝶？」

　玻璃の表情が崩くずれた。

　少女の眉まゆが寄せられる。

　くつくつとおかしそうに、玻璃が肩を震ふるわせたのだ。

　ひどく、胸に差し迫せまってくる仕し草ぐさだった。

　流れるような眉一ひと筋すじ、気だるげにもちあげられた指一本の演出で、こちらの胸むねをざわつかせるやりかたを妖女は心こころ得えているようであった。

　いいや、たとえ仕草に意い図となどなくても、妖女の存そん在ざい感かんは絶大である。

　その一いつ挙きよ一いち動どうまで、見る者の目を奪うばわずにはおくまい。

　現げんに、〈獣ベステイア〉と同化した少女がそうであるように。

　そして今、妖よう女じよは冷れい厳げんな瞳ひとみを〈獣ベステイア〉へ向け、朱あかい唇くちびるを手の甲こうで覆おおって、かすかな声を夜や気きへと偲しのばせたのだ。

　嘲ちよう笑しようであった。

　相あい手てのすべてを、根こん底ていから否ひ定ていする響ひびきであった。




「あなたの、どこが蝶ちようなの？」




「……え？」

　少女が、ぽかんと口を開いた。

　ずっと目の前にあった何かに、今までまったく気づかなかったというように。

　何度も瞬まばたきし、指先を震ふるわせながら、少女は自分の胸へと触ふれた。

「何、を？　あたしは……」

「あなたは、どう見ても醜みにくい蛾がよ」

　くだらなそうに唇を歪ゆがめて、妖女は白い指を自みずからの足あし元もとへ滑すべらせた。

「────っ？」

　少女が凝ぎよう固こした。そのまま石せき像ぞうに変じたかとも思われた。

　ツインタワーの片方はミラービルとなっており、月げつ光こうに照てらされた糸いと細ざい工くの妖よう蛾がを映うつし出していたのである。

「いままで自分の姿すがたが見えなかったのかしら？　それとも、見て見ぬふりをしてただけ？　どっちにしても、結局は同じコトだけど」

　妖女が笑う。

　その一ひと言ことごとに、〈獣ベステイア〉はどんな剣けんや弾だん丸がんを受けるよりも激はげしく打ち震えた。

「……え？　違ちがう。違うでしょ。違うはずよ。だってあたし……」

「そんなに蝶に憧あこがれてたの。どんなに今が駄だ目めだっていつかは蝶になれるって？　馬ば鹿か馬ば鹿かしいわね。そんなわけないのに。ニセモノがどんなに頑がん張ばったところでニセモノよ。滑こつ稽けいな自分探さがしを続けたところで、結局滑稽な自分が見つかるだけ」

　以前、カルロは言った。

　この〈獣ベステイア〉の大たい罪ざいは、〈傲ごう慢まん〉か〈嫉しつ妬と〉であろうと。

　ここに、その結論が下される。

「〈傲慢〉の大罪は、自分の本当の姿さえ忘れさせるわ」

　と、妖女が口にしたのだ。

　その意味を悟さとったのか、〈獣ベステイア〉はざあと離れた。胴どう体たいに同化しながら少女は耳を塞ふさいでいた。どうしてもその先を聞きたくないと、訴うつたえるようだった。

　それでも、妖よう女じよの声は手のひらをすりぬけ、鼓こ膜まくを直接震ふるわせたのだ。

「真しん実じつなんかどうでも良いのが〈傲ごう慢まん〉でしょう。

　自分の妄もう想そうに埋うもれてこその〈傲ごう慢まん〉でしょう。

　そして、〈獣ベステイア〉の姿すがたは、無む意い識しきの底からもっともふさわしいカタチを選び取る。一度は生まれたカタチを振り捨ててまで、あなたはもっと正しいカタチを求めたんでしょう？　ええ、おめでとう。あなたは強くなったわ。ずっとふさわしいカタチを選べた。──つまり、あなたにふさわしい姿は、その醜みにくい蛾がだったってことよ」

　妖女が言う。

　妖女が告つげる。

　いかに相あい手てが〈獣ベステイア〉であろうと、仮かりにも自分に憧あこがれたという少女に対して、なんと無む惨ざんな言こと葉ばであったか。




「何をどうやっても、蛾は蝶ちようになんかなれやしないのよ」




　しん、と物音が絶たえた。

　世せ界かいに響ひびくのは、妖蛾の翅はねの音だけであった。

　その忙せわしい音さえも、お前は蝶ではないと糾きゆう弾だんしているようだった。

「……そっか」

　と、少女は口にした。

　耳を塞ふさいでいた両手は、力をなくして両りよう脇わきに垂たれていた。

「あなたは……やっぱり違ちがうんだ」

「違う？」

　軽やかに訊きき返した妖女へ、〈獣ベステイア〉は純じゆん粋すいな憎ぞう悪おを叩たたきつけた。

「あたしが憧れた人と違う！　もう一度裏うら返がえしにしてあげる！　今度こそ、あたしの思った通りのお姫ひめ様さまにしてあげる！」

　翅の──一部がほどけた。

　繰くり出される魔糸は、何の誇こ張ちようもなく必ひつ殺さつ。妖女がいかなる存そん在ざいであろうと、一いち撃げきで両断する自信が少女にはあった。その後で念ねん入いりに裏返して、裏返して、自分の夢見た妖女が現れるまで何度でも何度でも裏返すつもりだった。

　しかし、

「それも無理」

　と、妖女は囁ささやいたのだ。

「あたしはもう……あの子の願いを叶かなえたんだもの。おかげでもうくったくた。お腹なかがすいちゃって指一本動かすのも億おつ劫くうだわ」

　そう言った瞬しゆん間かんだった。

　足あし下もとの蜘く蛛もの巣すを貫つらぬいて、『力』の渦うずが屹きつ立りつした。

　それは妖よう女じよを断絶せんとした魔ま糸しをも分解し、ツインタワーよりも高く夜空へ噴ふきあがった。




　光の柱はしらが、生まれたのだ。




　そして、その光の中に、ある人ひと影かげを妖よう蛾がは見た。
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　イザヤが気がついたとき、少年はツインタワーの窓まど際ぎわに揺れていた。

　冷たい腕うでに抱かれ、さらに冷たい風に吹かれている。

　きつく自分の腰こしを抱いているのは、ノウェムだった。

「……イザヤ……様」

　細い声で、人形が呼んでいる。

　それでやっと、少年は自分の状じよう態たいを認にん識しきした。

「ノウェ……ム！」

　あの墜つい落らくの最中、意い識しきを取り戻したノウェムはイザヤを抱き寄せつつ、右腕の液体金属──〈聖せい十じゆう字じの剣けん〉を白はく銀ぎんの鎖くさりと変えてツインタワーに引っかけたのである。

　またも、この人形にイザヤは助けられたのであった。

「…………」

　しばらく、イザヤは声も出なかった。

　何を言っていいものかも分からず、ただ息いきを詰つまらせていると、人形は思いがけない行動を取った。

「ごめんな……さい……」

「ノウェム？」

「イザヤ……様……ごめん……なさい……」

　この人形が涙なみだを流せるのだと、イザヤは知った。

　四し肢し以外が人間であるならそれは当然でもあったが、しかし新しん鮮せんな驚おどろきと──別の感情を伴ともなって、少年の胸むねを叩たたいた。

　片かた手ては鎖を、片手は少年を抱いているため、涙を拭ふくこともできぬ人形は震ふるえてうつむいた。

「ずっと……間ま違ちがえているのが私です」

　唇くちびるを嚙かみ、ノウェムはうなだれる。

「あの〈獣ベステイア〉を捜さがしていたときも……今も……間違い続けているのが私です」

　声ははかなく、高こう層そうの強い風に吹ふき散ちらされていく。

「最初のときは、イザヤ様を伴ともなっていれば良かったんです。その逆ぎやくに、今はイザヤ様を連れてくるべきではなかったんです。選せん択たくの機会はいくつもあったのに、ずっと間ま違ちがえているのが私です」

　最初に、〈獣ベステイア〉と出会ったとき。

　あのときは、イザヤと反はん目もくしていた。勝手な理由で少年と離はなれ、独どく立りつ捜そう査さしていたノウェムはその結果として危機に陥おちいった。

　逆ぎやくに、今はカルロの指令といっても、ノウェムは戦術上の理由でそれを拒きよ否ひすることもできた。

　断罪衣イスカリオテの発動が終しゆう了りようしたところで、戦せん闘とうの最中にやりなおす時間などそうあるものではない。実際、今回の戦闘でもそんなタイミングは存そん在ざいしなかった。

　それが分かっていながら、ノウェムはイザヤの同どう道どうを断らなかった。

　少しだけ、嬉うれしかったのだ。

　イザヤが近くにいてくれるということが、ほんの少しだけど、心を弾はずませてくれた。

　その結果、こんな状じよう況きように少年を巻き込んでいる。

　どうして、そんな自分を認められるだろう。

「申もうし訳わけ……ありません……」

「…………」

　白い頰ほおに切せつなくこぼれる雫しずくを、少年はじっと見つめていた。

　少年にだって、ノウェムを責せめられるはずがなかった。

　ニセモノだとか本物だとか、こだわっていたのは自分とノウェムの両方で、その両方に意味がなかったというだけのこと。

　だから、

「いいや」

　と、かぶりを振った。

「……ごめんな、ノウェム」

　少年は人形に謝あやまった。

　この都と市しに来てから、初めてのことかもしれなかった。

「覚かく悟ごができてなかったのは……俺の方だ」

　聖職衣カソツクの胸むな元もとを握にぎる。

　人形が、瞬まばたきした。

「……え？」

「本物とかニセモノとか以前だ。……大事な覚悟を、俺が決めてなかっただけだ」

「覚……悟？」

　そうだ。

　その覚かく悟ごさえあれば、選ぶ道はあったのだ。

　そもそも自分が怖おそれていたことだって、今にしてみれば明めい白はくだった。馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらいにはっきりと、今のイザヤは自分の気持ちを認にん識しきしていた。

　イザヤは、この人形が壊こわれることを何よりも……

「…………」

　少年は、黙だまって人形を引き寄せた。

　中空で揺さぶられたノウェムが、ひゃっと小さな声をあげて、少年にすがりつく。

「イザヤ、様？」

「耳貸せ」

　視し線せんをそらして、ぶっきらぼうにイザヤが顔を寄せる。

　形のよい耳に、ある言こと葉ばを囁ささやいた。

「それ、は……」

「できるか？」

「理論上は……可か能のうです。断罪衣イスカリオテの稼か働どうはできなくても、一度とはいえ起き動どうしたことがあるなら、イザヤ様は断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやとして認められているはずです。ですが……そんなこと……」

　ノウェムの回答は弱々しかった。

　その切ない声に、イザヤが微び笑しようする。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。きっとできる」

　今度は、人形が息いきを詰つめる番だった。

　いつもの少年と変わらないのに、どうしようもなく惹ひきつけられて、忘れられなくなってしまうような──それはそんな微笑だった。

「分かりました」

　と、人形はもう一度うつむいた。

　なぜか、少年の目を正面から見られなかったからだ。

「……じゃあ、借りるぞ」

　少年の不ぶ器き用ような指が、人形の聖職衣カソツクの内側へ潜もぐり込む。

　びくり、と人形の肢し体しが震ふるえた。
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　──それは、どこで交かわされた会話だったろう。




　少年が、墜つい落らくの途と中ちゆうで見た夢ゆめ。

　だとすれば、実時間はコンマ一秒もなかったはずだ。

　真まっ当な時間も空間も離はなれた場所で、イザヤはその相あい手てと向かい合っていた。

「あら。やっとあたしの恋こい人びとになってくれるの？」

　ひどく嬉うれしそうに、相手は笑っていた。

「約やく束そくは守ってやる。ただし、半分だけだ」

「半分だけ？」

「お前の秘ひ密みつは守る。必ひつ要ようなら庇かばってもやるさ。でも、お前の恋人になんかならねえ。いつ裏うら切ぎるか分からない相手の恋人なんざまっぴらだ」

「正直なこと」

　気け配はいは笑ったようだった。

　そして、こんな風ふうに続けたのだ。




「じゃあ、あたしも、あなたを半分だけ本物にしてあげる」




　濡ぬれた感かん触しよくが──右手を舐なめあげた。
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　半分だけの本物。

　その意味が、今のイザヤにはよく分かる。

　身体からだが異い様ように熱かった。

　とりわけ熱を持っているのは手の平だった。

　右手の皮ひ膚ふの内側を、凄すさまじい熱が蠢うごめいているのだ。

　イメージは毒どく蛇へび。ぞりぞりと皮膚と肉にくの間を鱗うろこで削けずりながら、少年の骨ほねをついばんでますます膨ふくれあがる。熱さよりも激げき痛つうよりも、その感かん覚かくが心ここ地ちよさに変わっていく方がイザヤにはおぞましかった。

　その感覚が、妖よう女じよの与えた契けい約やくの証あかしなのだろう。

「つ……あ……っ」

　骨から脳のう髄ずいまでその感覚に犯おかされそうになるのを耐たえながら、イザヤは指先でまさぐった。

　ノウェムの、聖職衣カソツクの内側である。柔やわらかな身体に触ふれながら、少年の指は数本のケーブルを取り出し、自分の聖職衣カソツクの内側に引き込んだのだ。

「寄よ越こせ」

　と、人形を抱き寄せながら、少年は口にした。

「寄よ越こせ、お前を」

「……与えます」

　人形の声が、唱しよう和わした。

　ひどく透すき通った、静しずかな声こわ音ねだった。

　その声を聞くだけで、イザヤは少し楽らくになった。

「求められただけ与えます。あなたに与えられることこそ喜よろこびとするのが私です」

　その言こと葉ばこそ、献けん身しんの極きよく致ちでもあったか。

　指先に滴したたっていた血ちを人形の背中にこすりつけ、少年は謳うたう。





「神と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、また九く瀬ぜイザヤの血と名において、承認する。──これは新しく、HIC EST ENIMそして永遠なる契約の、CALIX SANGUINIS MEI,私の血のNOVI ET聖杯であるAETERNI TESTAMENTI」







「ＤＮＡ一いつ致ち。サーバー・クリュプタと管理者権限による同時承認を受諾──聖句箱テフイリン解禁」






　すると、人形の聖職衣カソツクから聖せい霊れい機関が稼か働どうし──それは連鎖した。

　少年の纏まとう聖職衣カソツクもまた、機械音声を発したのだ。





「限定量子干渉場、固定。仮か想そう数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・聖ゲオルギウスの第二種奇蹟を起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試行を開始します」






「か……ああ……つあああ……っ」

　灼しやく熱ねつが、イザヤの身体からだを駆かけめぐった。

　そのまま、展開した。

　聖職衣カソツクが。

　ノウェムのそれではなく、イザヤの纏っていた聖職衣カソツクの方が展開したのである。

　本来のフォルムは残したまま、純じゆん白ぱくの装そう甲こうが胸きよう部ぶと腹ふく部ぶとを覆おおい、背中には翼つばさにも似にた帯おびが伸のびて、少年を聖せい戦せんの勇ゆう士しへと仕立て上げる。

　断罪衣イスカリオテ。

　少年のそれも、紛まがうことなき断罪衣イスカリオテであったのだ。





「──試行に失敗。パラメータ注入後、仮想現実の試行回数に問題発生。聖霊機関の出力不足のため、干渉領域と干渉度をそれぞれ二十七％に定義します」






　二度目の経けい験けん。

　二度とはないだろうと思った感覚。

（これ……が……っ！）

　その灼しやく熱ねつのうねりをこらえ、少年は拳こぶしをつくる。

　いわば、断罪衣イスカリオテを騙だますがごとき所しよ業ぎようである。

　本来、イザヤには断罪衣イスカリオテを起き動どうすることはできない。

　しかし今は、ノウェムの聖せい霊れい機関から『力』を汲くみ上げることによって、擬ぎ似じ的てきに資し格かく者しやの能のう力りよくを形成し、強ごう引いんに断罪衣イスカリオテを発動させたのだ。

（……半分だけ……だと……くそ、代だい償しようの方は……倍がけじゃねえのか……）

　イザヤが、苦く悶もんする。

　ノウェムが言いかけたとおり、理論的にはともかく実際の成功確かく率りつは天てん文もん学がく的てきな低さだったろう。

　可か能のうにしたのは……やはり、イザヤの身体からだに渦うず巻まく蛇へびだ。

　かの蛇は、今も少年の右手を這はい回っている。

　断罪衣イスカリオテのそれとは別に、まるで神しん経けいの一本ずつを舐なめ上げ毒どくを注そそぎ込むかのような痛いたみで、少年を苛さいなんでいる。
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「く……ぉ、あ……っ！」

　唇くちびるの端はしから、泡あわが吹きこぼれる。

　がくがく、と大きく四し肢しが痙けい攣れんする。

　眼球が裏うら返がえりかけ、意い識しきが途と切ぎれるのを必ひつ死しで引き留める。





「──再定義による再さい試し行こう、成功。すなわち二万八千二百三十八回の試行を開始します」






　光が、世せ界かいを突つき抜けた。





４






「……な、に？」

　妖よう蛾がと同化した少女は、茫ぼう然ぜんとその光を見つめていた。

　天まで届とどけとばかりに、強く、高く放たれた光の柱はしらであった。

　その光がおさまったとき、ツインタワーの間に張はり巡めぐらされた蜘く蛛もの巣すには、新たな人ひと影かげが立ち上がっていた。

　十七、八ばかりの癖くせっ毛けの少年である。

　右手に握にぎっていた白はく銀ぎんの鎖くさりを引き戻し、片かた手てに抱いていた人形へ渡わたす。

　無む論ろん、その人形は覚えている。さきほど自分に、死をも覚かく悟ごさせた相あい手てだった。しかし、少年の側は妖蛾の印いん象しように残っていなかった。過か去こ二度の戦場にはいたものの、意識にとどめるほどの相手でもないと、意識から排はい除じよしていたのだ。

　なのに、今は──

「何？　あなたは……」

　妖蛾が、声を震ふるわせる。

　目がそらせない。

　純じゆん白ぱくの衣ころもを纏まとって、少年はひどく自然にたたずんでいた。

　古こ代だい、自みずからの民たみを連れて海を割った聖せい人じんのごとく、ただ静しずかな瞳ひとみでこちらを見つめていた。その在あり方があまりにも静かで、こちらの内面までも鏡かがみのように映うつしてしまいそうだった。

　その内面こそ、この妖蛾が最もつとも見たくないものではなかったか。

　ばかりか、同じく蜘蛛の巣に立った妖よう女じよまでも、ひどく嬉うれしそうに少年を眺ながめていたのだ。

「……ふうん。ちゃんとできたのね」

　ほつりと呟つぶやき、妖女は唇の端をつり上げていた。

　その視し線せんが、その表情が──その表情に込められた感情が、どうしても〈獣ベステイア〉には気に入らなかった。

「何なの！　あなたは！」

　魔ま糸しが跳はねる。

　少年に逃げ場などなく、上空から降り落ち、真横へ流れ、正面から突つき刺ささる怒ど濤とうの斬ざん撃げきと化かした。その凄すさまじさを例えるならば、何十人もの不ふ可か視しの剣けん士しに、一いつ斉せいに襲おそいかかられるのにも等しい。しかも剣の一振りずつが世にも稀まれなる名めい刀とうの切れ味を湛たたえて。

　イザヤは、ノウェムを左手に抱いたまま、右手を横に出した。

　そして、囁ささやいた。





「我われは模も倣ほうする。聖せいゲオルギウスの槍やりを」






　光が、凝ぎよう縮しゆくした。

　今度の光は野の放ほう図ずに垂たれ流されるのではなく、少年の手の中で一ひと筋すじの槍となって、ふるりと柔やわらかな円を描えがいたのだ。

　妖よう蛾がの魔糸は片かた端はしからその聖せい槍そうに断たれ、消しよう滅めつした。

「っ──！」

〈獣ベステイア〉に取り込まれた少女は、その光景に息いきを飲み、

（これが……断罪衣イスカリオテ……）

　イザヤもまた、自分の成した行こう為いに驚きよう愕がくしていた。

　少年のすべての知覚力が、飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようしていた。

　百数十メートルも離はなれた地表の、風に揺れる木この葉はの動きまで把は握あくできる。高こう層そうの強風にあっても、不安定な蜘く蛛もの巣すに立つことに何の躊ちゆう躇ちよもない。単たん純じゆんな知覚力だけではなく、『その情じよう報ほうを元もとに何をすればよいか』という判断も断罪衣イスカリオテがサポートしてくれるようだった。

　今の魔糸を断たった一いち撃げきだって、先に必ひつ要ような動きが脳のう裏りへ浮かび、自分はその軌き跡せきをなぞってみたにすぎない。

（……ノウェム、のせいか？）

　ちらりと、視し線せんだけを傾かたむける。

　自分の腕の中で、人形は淡あわく微び笑しようしていた。

　もとよりノウェムの電でん子しチップにはありとあらゆる戦せん闘とうデータも記き録ろくされている。人形の断罪衣イスカリオテと接続したことで、模倣奇き蹟せきの『力』だけではなく、そういう情報も流入しているのかもしれなかった。

　しかし、その代だい償しようは明らかだ。

　今も、少年の右手の内側には、凄まじい熱が蠢うごめいている。

　錆さびた釘くぎにでも貫つらぬかれたような痛いたみだった。

　ノウェムの体もまた、悲ひ鳴めいをあげている。

　人形自じ身しんが訴うつたえなくても、こうして片かた手てに抱いていれば、ただならぬ苦く痛つうにノウェムが耐たえていることは分かった。ノウェムの断罪衣イスカリオテの聖せい霊れい機関が、イザヤの纏まとう断罪衣イスカリオテを支ささえきれないのだ。他人の聖霊機関を使うという想定外の処しよ理りもあいまって、代だい償しようは少年と人形を厳きびしく苛さいなんでいた。

　それでも、イザヤはやめなかった。

　必ひつ要ようなのは覚かく悟ごだった、と少年は言った。

　それは、戦たたかうための覚悟だ。

　ただ生き残るために……自分自身とノウェムを守るために、その結果イザヤがノウェムを壊こわしてしまっても良いという意味の覚悟だ。

　半はん端ぱな庇かばい合いではなく、互たがいが互いを壊してもよいと、受け入れてしまう決意のことだ。

　その覚悟を、決める。

「イザヤ……様……」

　と、ノウェムは囁ささやいた。

「大だい丈じよう夫ぶ……ですから……」

　大丈夫な、はずはない。

　だけど、

「分かってる」

　と、少年はうなずいた。

　うなずいて、〈獣ベステイア〉を見上げた。

「……ひとつ、訊ききます」

『九く瀬ぜ諫いざ也や』を模もして、少年は妖よう蛾がへ問とう。

「あなたは、悔くやまないのですか」

「何を？」

「多くの人を裏うら返がえしにしたのは、あなたにとってどれだけの意味があったんですか」

　すると、妖蛾に埋うめ込まれた少女は、恍こう惚こつと笑ったのだ。

「だって、みんな自分の本当を知りたいでしょ」

　さも当然とばかりに、目を細めたのである。

「だから──あたしは、みんな裏返してあげたんだよ。みんなが知りたい本当を見せてあげたの。ニセモノの自分を裏返して、本当の自分を見せてあげようとしただけ。あたしが憧あこがれたみたいに、みんなきっと凄すごい本物があるんだって証明したかっただけ！」

　少女は訴うつたえる。

　まるで、神に見放された信者のように、声を高くする。

　その声が玻は璃りに向いているのは分かっていたが、あえてイザヤは無む視しした。今の玻璃の変へん貌ぼうをノウェムに悟さとられる愚ぐは避さけたかったからだ。

　妖よう女じよはやはり顧かえりみず、〈獣ベステイア〉の少女はすがるみたいにイザヤへと向き直った。

「あなただって、ニセモノは嫌いやでしょう!?」

「…………」

　少年は沈ちん黙もくする。

　イザヤは、その思考に共感してしまう。

　同調してしまう。

　誰だれだって、ニセモノよりは本物がいいだろう。まして自分がニセモノであるとしたら、誰だって我が慢まんしていたくないだろう。本物になりたいと願ねがわない人なんていないだろう。

　しかし、

「──本物なんて、どこにもないんですよ」

　イザヤは言った。

　ホンモノなんて、ない。

　あったとしても、そんなものはとうに失われている。

　だからこそ、自分のようなできそこないが舞ぶ台たいに引っ張り上げられる。

　だからこそ、自分のようなできそこないが、『九く瀬ぜ諫いざ也や』として告つげなければならない。

「自分を裏うら返がえそうが、見つめ直そうが、そんな都つ合ごうの良い本物なんか出てきません」

　それは、さきほどの玻は璃りと──妖女と同じ言こと葉ば。

「ふざけないで！」

　少女の激げつ昂こうが、夜に噴ふき上がる。

「だったら……だったら、あたしが全部裏返してあげればいい。片かた端はしから全部裏返してちゃんとした本物を見つけてあげればいいのよ！　そうよ、たったひとりでも見つかればいいんでしょう!?　こんなちっちゃな都と市しなんて、全部全部あたしが裏返してあげればいい！　その中でたったひとりでもあたしが納なつ得とくする人がいればいいんでしょう!?」

　少女の言葉は、すでに破は綻たんをきたしている。

　そもそも、最初の──人を裏返せば本物が現れるという自体が妄もう想そうに過すぎぬが、今はそれに加くわえて目的自体が入れ違ちがっていた。皆のためと言いながら、結局自分の納得だけを優ゆう先せんさせようとする、その矛む盾じゆんはどうやっても人と相あい容いれない。

　これは、〈獣ベステイア〉の理り屈くつだ。

　もとは人間であったとしても、とうに踏ふみ外はずしてしまったモノの思考だ。

　その踏み外してしまったモノを、無理矢理に〈獣ベステイア〉の側が再現しようとした──遠い異い世せ界かいの論ろん理りを、無理矢理現実の枠わく組ぐみに翻ほん訳やくしたような言葉。

　だから、イザヤはもうためらわなかった。





「我われは模も倣ほうする──聖せいゲオルギウスの槍やりを」






　再ふたたび、光が凝ぎよう縮しゆくする。

　聖せい槍そうの顕けん現げん。伝でん説せつによれば、その一いち撃げきで龍りゆうを滅ほろぼしたともされる奇き蹟せきの具ぐ現げん化か。

　その槍やりを片かた手てに、ノウェムを抱いて、少年は妖よう蛾がへと跳とんだ。
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（馬ば鹿か……そんなの……っ！）

　少年の跳ちよう躍やくに、妖蛾は密ひそやかに驚きよう喜きした。

　この少年がどれほどの力を秘ひめているかは分からない。

　先の聖槍の一撃だって妖蛾には見切れなかった。場合によっては自分が滅ほろぼされるかもしれない。そういう予感だって抱いていた。

　しかし、空中に跳躍してしまえば、どうやっても動きは限られる。ツインタワーなり蜘く蛛もの巣すなり、再び着地しない限り、軌き道どうを変える術すべはない。

　突つきあがる歓喜とともに、妖蛾ははばたいた。

　大きく弧こを描えがいて飛び離れながら、翅はねをほどいて魔ま糸しを放ったのだ。

　投げかけられた魔糸は、優ゆうに数千を超こえたろう。さきほどのように聖槍の一いつ閃せんで迎げい撃げきされぬよう、時間差さえ備えて、あらゆる角度から解き放つ。

　広大な夜空は、少年と人形にだけ死の檻おりと変じた。

　いずれの糸を断つとも抗あらがえぬ五月雨さみだれの罠わな。

　その様さまに少年も一いつ瞬しゆん戸と惑まどい、慄りつ然ぜんとした背中へ魔糸が食い込んだ。

　研とぎ澄すまされた糸には手て応ごたえさえ感じさせず、少年と人形がともにふたつに裂さけたのだ。

「やった……っ！」

　激げき情じようと安あん堵どに半なかば喘あえいだ声をあげて。

　刹せつ那な。

　騙だまされていたことを、〈獣ベステイア〉は知った。

　切り裂いた少年と人形が──うっすらと煙けむり、消えていったのだ。

「ホログラム映像です」

　と、声があった。

「もともとは……〈獣ベステイア〉の存そん在ざいを隠かくし、喪そう神しん現げん象しようから市し民みんを守って、安全に誘ゆう導どうするための設備です」

　ノウェムが言う。

　それは妖蛾の、さらに高みから降り落ちる声だった。

「ツインタワーにも……設置されていたのが功こうを奏そうしました。〈獣ベステイア〉と戦たたかうために創られたのがこの都と市しです。そして私です」

「────っ！」

　反はん射しや的てきに、妖よう蛾がは頭上へ魔ま糸しを送った。

　けして、〈獣ベステイア〉の反はん応のうは間ま違ちがえていなかった。

　全ぜん身しん全ぜん霊れい、翅はねの半分も削けずるほどの魔糸を一いつ瞬しゆんで繰くり出した思い切りの良さも、ここまで御みさ陵さぎ市しを蹂じゆう躙りんした〈獣ベステイア〉として何ら見み劣おとりするものではない。むしろ追いつめられたからこそ、魔糸の冴さえは十じゆう全ぜんに極きわまった。

　絡からみ合い、獲え物ものを押し包まんと殺さつ到とうする魔糸の群むれ。

　たとえそれが防がれようと、もう一度距きよ離りをとって仕切り直すだけの時間が、妖蛾には与えられるはずだった。

　しかし、敵てきはひとりではなかったのだ。

　分ぶ厚あつい雲の狭はざ間ま、数あま多たの星の下に、白はく銀ぎんの残光を妖蛾は見た。

　少年の腕うでに抱かれていた人形は、自みずから液体金属の刃やいばを──〈聖せい十じゆう字じの剣けん〉を振るって、魔糸を断絶せしめたのである。

　そして夜空の果はてより、神しん罰ばつとばかりに輝かがやきを増すゲオルギウスの槍やりよ。

「おま……えは……」

　掠かすれた妖蛾の声に、イザヤはもはや耳を貸さなかった。

　少年の右手の骨ほねには、蛇へびがきつく巻き付いている。

　ちろちろとこぼれる舌したは炎ほのおとなって神しん経けいを炙あぶり、か細い吐と息いきは猛もう毒どくとなって肉にくを腐くさらせる。単たんなるイメージではなく、実際に取り返しがつかぬ大切なモノを、その蛇は喰らっているのだという確信があった。

　お前の使っている奇き蹟せきなんてニセモノ以下の最悪だぞ、と蛇は囁ささやいている。

　それでも良かった。

　二週間前だって、そう思ったのだ。

　ニセモノだっていい。贋作フエイクだっていい。誤ご魔ま化かしだっていい。

　自分が一瞬でも憧あこがれた本物を救すくえるのなら、ニセモノが何を恥はじる必ひつ要ようがあろう。

　イザヤは、思う。

（本物は……ここにいる……！）

　自分が片かた手てに抱く人形こそは、曇くもりひとつなき本物だ。

　他人が聞けば笑うかもしれぬ。人形が本物だなどと喜劇フアルスの演目かと怒り出すかもしれぬ。それでもイザヤは信じたのだから、今いま更さら迷う必要も疑う必要もなかった。

　何をすればよいのか、自分の『力』をどう振るえばよいのかは、断罪衣イスカリオテが教えてくれている。

　聖せい槍そうを、握にぎる。

　右手に蠢うごめく熱と痛いたみの分だけ、さらに強く、さらに強く。

　さらに強く！

「ノウェム……寄よ越こせ……っ」

「──はい」

　人形の声こそが、少年の意い識しきを支えた。

　たとえ自分の目で見ずとも、柔やわらかな微び笑しようはすでに脳のう裏りに刻きざまれていた。盲もう目もくとなろうが、記き憶おくが風ふう化かしようが、けして消えることのない微笑であった。

「あなたに与えるのが、私です」

「おおおおおおおおっ！」

　咆ほう吼こうする。

　頰ほおに、指に、こめかみに、無数の切り傷きずが走った。避よけきれぬ魔ま糸しの仕し業わざであった。

　さらには断罪衣イスカリオテの装そう甲こうが自みずから剝はく離りしはじめる。他人の聖せい霊れい機関を使うなどという暴ぼう挙きよの果はて、極きよく限げんの負ふ荷かがかかった断罪衣イスカリオテは早くもその発動を終えようとしているのだった。

　それよりも、なお疾はやく！

「イザヤ様！」

　凜りんとした叫さけびが、背中を押した。

　幾いく多たの魔糸を切り裂さき、人形を抱いた少年は光の槍やりを掲かかげた。

（喰くらえよ！）

　そう思った。

　眼前の〈獣ベステイア〉と、自分の内側で蜷局とぐろを巻く蛇へびへ、叫んでいた。

（喰らうなら喰らえ！　いくらでも嚙かみ裂さいて、いくらでも食い千ち切ぎって、いくらでも吞のみ干ほしやがれ。その代わり貰もらえるものは全部貰うし、腹はらを壊こわしても知らねえからな──！）

　まるでそれは、宣せん戦せん布ふ告こく。

　制せい御ぎよしきれぬ『力』を、胸から噴ふき上げる激げき情じようを、自分の底に残っている何でもいいからありったけのものを、右手へ握った槍に込める。

　たった一ひと言ことの聖せい句くに、凝ぎよう縮しゆくする。

　断罪する。





「我われは模も倣ほうする──聖ゲオルギウスの槍を！」






　光が──跳はねる。

　妖よう蛾がの触しよつ覚かくから突つき刺ささった槍は、そのまま光の渦うずを巻き起こした。

　膨ぼう大だいすぎる光の激流は、何もかもを浄きよめずにはおかぬというように、事象のすべてを粉ふん砕さいしながら迸ほとばしる。それが征いくところ空気は奔ほん騰とうし、荒れ狂くるい、離はなれたツインタワーのガラスさえことごとくが融ゆう解かいした。

　白く眩まばゆい破は滅めつこそ、槍やりの本来の姿すがたであった。

　妖よう蛾がの身体からだがその膨ぼう大だいな光に吞のみ込まれ……イザヤとノウェムも等しく溶とけていった。





５






　──しばし、時間が流れる。




　ツインタワーは、再ふたたび静せい寂じやくに包まれていた。

　奇き怪かいな蜘く蛛もの巣すと融とけ落ちたガラスこそそのままだが、先までの魔戦が噓うそだったようにしんと静しずまり返っている。あるいはガラスが融け落ちたことが、籠こもっていた熱気を早々に入れ替えさせたともいえる。

　爆光は消え去さり、吹き散ちらされていた雲も、再び分ぶ厚あつく夜空を閉ざしている。

　夜に飛ぶ鳥もなく、まだ〈塔ルーク〉の工作班はんとて分け入ってはいない。

　百年間そうだったと嘯うそぶくように、摩ま天てん楼ろうは孤こ高こうであった。

　後、ひとつだけ。

　最上階に響ひびく喘ぜん鳴めいを除のぞいて。

「………………………………………………ああ……………………………………あああっ……」

　這はいずっているのは、〈獣ベステイア〉に喰くらわれた少女であった。

　もはや、妖蛾の糸いと細ざい工くはない。

　背中と腕うでの一部に、汚よごれた糸の残ざん滓しがまとわりついているだけだ。

　聖せい槍そうの光に滅ほろぼされる寸すん前ぜん、自分を構成していたほぼすべての魔ま糸しを切り離はなすことで、やっと少女は一いち命めいを取り留めたのである。

「逃げなきゃ…………………………逃げなきゃ………………………………」

　必ひつ死しに、少女は逃げ惑まどう。

（紡つむぎ直さなきゃ……紡ぎ直さなきゃ……紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ紡がなきゃ……！）

　もう一度、糸を紡がなければならない。

　今度こそ、本当の自分を創つくり上げなければならない。

　それこそが自分の義ぎ務むだ。

　自分だけの神しん聖せいなる使命であるはずだった。

　でも、駄だ目めだ。




　──光が、自分を侵しん食しよくする。

　──光が、自分を崩ほう壊かいさせる。




　イザヤの一いち撃げきは、やはり致ち命めい的てきだった。

　少女の身体からだは、勝手にほどけていったのだ。

　今の姿自じ体たいが、巧こう妙みような糸いと細ざい工くだったというように、数歩進むたびに少女の身体は崩くずれていったのだ。

「ああ……っ」

　絶望的な悲ひ鳴めいを少女があげたとき、視し界かいに美しい人ひと影かげが映うつった。

　すると、少女の顔にかすかな希望が灯ともったのである。

「いた……」

　と、すがりよった。

　立つことができずに、ほどける肘ひじと膝ひざだけで必ひつ死しににじりよった。

「あなたが……あたしを変えてくれた……あなたが……あたしの神かみ様さま……」

　どんどんと身体を崩れさせながら、少女が手を持ち上げる。

　同じ最上階の床ゆかに立つ、玻は璃りの方へ。

「勝手に、人のことを神様だとか何だとか祭まつり上げないでほしいけれど」

　長い髪かみをかきあげて、妖よう女じよはため息いきをついた。

　その響ひびきも分からぬように、少女はひたすら玻璃へと懇こん願がんする。

「あたしは……」

　滂ぼう沱だと涙なみだを垂たれ流し、無ぶ様ざまに涎よだれまでこぼしながら、少女は言いつのる。

　ある意味で、それも〈傲ごう慢まん〉の顕あらわれだったろう。自分の都つ合ごうのよい想像を、一人勝手に相あい手てへ押しつける。そうした行こう為いもまた、七つの大たい罪ざいにふさわしい在あり方だ。

　だから、少女は当然の疑問に気がつかなかった。

　ガラスが融とけ落ちるような爆ばく光こうの中で、どうして玻璃は火傷やけどひとつないのだろう。生き血ちで縫ほう製せいしたような真しん紅くのドレスは、どうして焦こげ目ひとつないんだろう。

　そんな思考にも行き当たらず、少女はただ恍こう惚こつに蕩とろけた顔で続ける。

「助けて……助けてくれるよね？　だって、あたしは……あなたに会ったから……こうなったんだもの……！」

　にじりよる。

　去さりゆく聖せい人じんを必ひつ死しに引き留めようとする狂きよう信しん者しやのごとく。

　ありとあらゆる体液を顔中から垂れ流し、玻璃へすがりつかんとする姿は、ある種のおぞましさと崇すう高こうさを同どう居きよさせていた。

「あたし……すっごい綺き麗れいな……あなたの裏うら側がわを見ちゃったから……！　だから……」




「だから、こうなった──なんてことはないわ」




　凜りん然ぜんと、妖よう女じよが言い放った。

「え……？」

　自分の妄もう想そうに耽たん溺できしていた〈獣ベステイア〉さえ、その物言いに潜ひそんだ苛か烈れつさのあまり、冷や水を浴あびせかけられたように竦すくんだのだ。

「今……何を……？」

「あなたがこうなったのは──あたしなんて関係ないって言ったのよ？」

　眼差しは、闇やみをも凍いてつかせる冷気を孕はらんでいた。

〈獣ベステイア〉に喰くらわれた少女などより遙はるかに根こん源げん的てきな、凄せい惨さんたる死の気け配はいを纏まとっていた。実際、その眼差しに見つめられただけで、怒りや依い存ぞんといった感情さえも虚こ空くうに霧む散さんしてしまうのを少女は感じた。

　目の前に立つ妖女は、あまりにも遠く、卓たく絶ぜつした存そん在ざいであった。

　その美び貌ぼうも。

　その邪じや悪あくも。

　そして、その〈傲ごう慢まん〉さえも。

「噓うそよ……」

　たじろぎながら、少女はか細い声でかぶりを振った。

「噓、噓、噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓噓！　あなたが関係ないはずがない！　じゃあ、どうしてあたしは……！」

「理由なんてないわ」

　と、妖女は嘲あざける。

「世界中の不幸にだって、あなたが駄だ目めだったことにだって、あたしと出会った結果あなたがこうなったことにだって、明確な理由なんてないわ。言えることなんて、どこまでいってもひとつしかない」

　瞳ひとみは、少女に据すえられていた。

　やっとまともに見てもらえたというのに、少女はまるで喜よろこべなかった。

　ただ、ひたすら身体からだが震ふるえていた。〈獣ベステイア〉に喰らわれて以来、ずっと考えなかったことに、初めて思いを馳はせていた。

　何か、自分は大事なことを間ま違ちがえていたのだと、やっと悟さとったようだった。




　──この妖女は誰だれだ？

　──裏うら側がわって何だったのだ？

　──一体、自分は何に憧あこがれてしまったのだ？




「そう。言ってあげられることなんて、たったひとつ」

　人差し指を持ち上げて、玻は璃りの瞳ひとみが薄うすく光る。

　やっと、少女は眼まな差ざしの意味を知った。

「あなた……ちょっと運うんが悪かっただけなのよ」

　それは、対等な生物を見る眼差しではなかった。

　人間が食物に向けるような──興きよう味みこそあっても、あくまで一方的に品踏みしているだけの、そういう瞳だったのだ。

　朱あかい唇くちびるが途と方ほうもなく淫みだらに引き裂さけ、嘲笑わらった。

「だから、今のあなた、とっても美お味いしそう」
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　少しして、妖よう女じよは振り返った。
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　最上階の展てん望ぼう台だいに辿たどり着いて、ラーフラの面おも差ざしは緊きん張ちようを深めた。

　纏まとった断罪衣イスカリオテの装そう甲こうが、大きくひびわれている。

　地表に激げき突とつする直前、少年は断罪衣イスカリオテと融ゆう合ごうした砲ほう門もんの反動によって、からくも致ち命めい傷しようを免まぬがれたのだった。

　そのままツインタワーを上り、〈獣ベステイア〉を追ったのはさすが断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやといえたろう。

　しかし、最上階を少し歩いたところで、黒い肌はだの少年は足を止めたのだ。

　見覚えのある人ひと影かげが、そこに立っていたからだ。

　……いいや。

　この人影に、見覚えがあるか？

　本当に？

「玻璃……様？」

　乾かわいた喉のどで、名前を呼んだ。

「あら」

　と、少女が振り返った。

　振り返る途と中ちゆうで、笑えみの性質が変わったように思えた。

　こちらを向いたとき、そこにあったのはラーフラが知っている通りの、清せい楚そな少女の微び笑しようだった。

「良かった……ラーフラさん」

　玻は璃りは、青白い顔で囁ささやいた。

「イザヤ兄にい様さまと、ノウェムは……そこの……おかしな蜘く蛛もの巣すのところです。早く……助けてあげて……」

　緊きん張ちようの糸が切れたのか、少女の足はよろめいた。

　走り寄って、ラーフラが支えた。

　羽は根ねのように軽かった。〈獣ベステイア〉をも怖おそれぬ勇ゆう士しの身体からだは、ごく当たり前の少女よりもなお軽いようだった。

「……玻璃、様？」

　不ふ思し議ぎそうに、黒い肌はだの少年は呟つぶやいた。

　それから、ゆっくりと周しゆう囲いを見回す。

　そこには、何もなかった。

　汚よごれた糸が数本落ちているきりで、ほかには何もなかった。

「…………」

　自然と、指はチョーカーに触ふれていた。

　長い間、若き異端審問官インクイジターは厳きびしい面おももちを崩くずさなかった。
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　イザヤが意い識しきを取り戻したのは、二日後のことだった。

　幸さいわい身体からだに大きな負ふ傷しようはなく、やたら面めん倒どうくさい検査を受けさせられたりレポートを書かされたりするだけで、もう一日が過すぎると、一いち応おう退院のカタチは取り付けられた。

　着替えなど、ひととおりの準備をしたところで、病室の扉とびらが開いた。

　見み舞まいにやってきた人物を、少年は強く睨にらみつけた。

「やあ、元気そうで何より」

「うるせえ。今回は、ずっと怠なまけてやがったな、この腐くされ眼がん帯たい」

「勘かん弁べんしてくださいよ、もうロートルなんですから。直接戦せん闘とうだとか、身体に無理が来そうなことさせちゃいけません」

　曖あい昧まいに笑って、カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうは肩かたを叩たたいて見せた。

　実際、妖よう蛾がの被ひ害がいは十分に大きなものだったのだ。

　妖蛾自体の存そん在ざいは地区閉へい鎖さやホログラム投とう射しやによって隠かくし通せたが、切り倒たおされた倉そう庫こ街がいや、墜つい落らくしたジェット機の後部が巻き起こした爆ばく発はつ事じ故こは相そう当とうな規き模ぼであった。

　いかに御みさ陵さぎ市しの構造や〈塔ルーク〉の工こう作さく班はんが再建に長たけているとはいっても、これらの規模の事故を情じよう報ほう操そう作さしたり、最低限の隠いん蔽ぺい工作を終わらせるにはかなりの労力を必ひつ要ようとしたのだ。

「それに……なんとかはなったでしょう？」

「…………」

　獅し子しの刺し繡しゆうを施ほどこされた眼帯の隣となりで、青年神しん父ぷの隻せき眼がんは悪いた戯ずらっぽくこちらを観察していた。

「断罪衣イスカリオテを、発動させたんじゃないですか？」

「お前……それが？」

　少年が口ごもる。

　おそらくは、それがカルロの狙ねらいだったのだろう。

　最終的に、イザヤが断罪衣イスカリオテを使うようになる、と。

　結果として、そうなったことは事実だ。

　いまだに半人前の──むしろ規き格かく外がいの──他人の聖せい霊れい機関を使うなどという反はん則そく業わざだとしても、イザヤ自じ身しんが断罪衣イスカリオテを使った事実に違ちがいはない。

　だが。

　その理由は、果はたして分かっているのか？

　玻は璃りの裏うらに潜ひそんだ──もうひとりの玻璃が、イザヤに断罪衣イスカリオテを行こう使しせしめたのだと、その事実をカルロは理解しているのか？

　あるいは、あの玻璃の正体は──？

「お前、玻璃の──」

「はい？」

「…………」

　首を傾かしげたカルロに、イザヤは口を閉ざした。

「……いや、何でもねえよ」

　かぶりを振る。

　こちらから、漏もらしてしまうことはあるまい。

　あの妖よう女じよの秘ひ密みつを守ることは、少年が約やく束そくしたことでもあったのだから。

　首を横に振った少年を見やって、不意にカルロは遠い目になった。

「──蝶ちようでしたか」

「あん？」

「ノウェムの戦せん闘とう記き録ろくにありましたが、あの〈獣ベステイア〉は自分が蝶だと思いこんでいたでしょう。相そう当とうにこだわってもいたようです。ああいう自じ己こ欺ぎ瞞まんをする大たい罪ざいは、おそらく〈傲ごう慢まん〉でしょうね」

　あの妖女と〈獣ベステイア〉のやりとりは知らず、カルロは同じ結論に辿たどり着いた。

「…………」

　イザヤは、あのときの言こと葉ばを思い出す。




　──『あなただって、ニセモノは嫌いやでしょう!?』




　あのときの、妖よう蛾がに喰くらわれた少女の言葉。

　イザヤだってその言葉は否ひ定ていできない。

　ニセモノよりは本物がいい。

　同じように、蛾がよりは蝶の方が、あの少女には良かったのだろう。

「蝶も蛾も、本当は違ちがいなんてないんですけどね」

「え？」

　振り返ったイザヤに、「あれ、知らないんですか」と、カルロは片かた眉まゆをあげた。

「くし型の触しよつ覚かくだとか、翅はねのカタチだとか、翅の畳たたみ方だとかいろいろ言いますけどね。蝶と蛾に生物学的な違いなんてないんですよ」

「じゃあ、なんで……」

「さて」

　と、青年神しん父ぷは首を横に振る。

「あるとしたら、見るモノか……本人が勝手に思いこむだけでしょう」

　ニセモノと、本物。

　それは、誰だれにとってのニセモノなのか。

　誰にとっての本物なのか。

　あの妖蛾は……誰にとって本物でありたかったのだろう。

「とまれ、お疲つかれさまです」

　くしゃくしゃと髪かみを撫なでようとする神しん父ぷの手を、少年がぶっきらぼうに払はらう。

「触さわるな馬ば鹿か！」

「ああ、ひどい。職しよく場ばの雰ふん囲い気きをよくしようという、真ま心ごころからのスキンシップなのに」

「お前がやるとわざとらしさしかねえ！　露ろ骨こつに嫌いやがらせだろうが！」

「……なぜ、分かりました？」

「分からねえわけがあるか！」

　凶きよう暴ぼうに歯はを剝むき出す少年である。

「まあまあ」

　両手をあげて降こう参さんのポーズになったカルロへ、イザヤは不意に真ま面じ目めな顔になった。

「ひとつ、訊ききたいことがあるんだけど」

「はあ」

　ぼんやりとしたカルロの顔に、

「玻は璃りは、どうしてる？」

　と、尋たずねたのであった。
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　玻璃の病室は、イザヤの検査にも使われた御みさ陵さぎ中ちゆう央おうビルの医い療りようフロアであった。

　特別室とプレートの掲かかげられた扉とびらを叩たたくと、ひとりの人ひと影かげが出迎えた。

「──またあんたか」

　寝ねぼけたような顔の女じよ医いは、少年を見て片かた目めをつむった。

　二十代半なかばほど。ワイシャツの上から大おお雑ざつ把ぱに白はく衣いを纏まとっている。ウェーブした髪を安っぽいゴムでまとめており、口にはキャンデーをくわえて、棒ぼうの先を横８の字に回していた。

　一度だけ会ったことがあり、カルロの直属で玻璃の主しゆ治じ医いだということぐらいは、イザヤも知っていた。

「僕は……」

　名前を言いかけると、女医は片手をあげて制止した。

「知ってるよ英えい雄ゆう様さま。つかこのビルにいて、あんたの名前を知らないわけないだろ。あんたが来てから、カウンセリングに来るヤツがずいぶん減へったしね」

「カウンセリング？」

「何かとストレスのかかる職しよく業ぎようだからね。そりゃカウンセリングだって必ひつ要ようさ。それに、あんたみたいな偶ぐう像ぞうがいると喪そう神しん現げん象しようのかかりも低くなって、回かい復ふくも早くなるんでね。ま、ちゃんとしたエビデンスはないから、あたしの経けい験けん則そくなんだけど。──んで、玻は璃りちゃんだったら奥おくにいるよ。一いち応おう面会ＯＫ」

　軽く頭を搔かくと、ぺろんと口からキャンデーを出して、イザヤに勧すすめる。

「会う前に食べる？　新しん味あじのなめこストロベリー味」

「冗じよう談だんでしょう」

「ん？　いらないの？　すっげえ美お味いしいのになあ」

　やたらと物ぶつ騒そうな色をしたキャンデー片かた手てに首をひねっている女じよ医いの横を、イザヤはなるだけ無ぶ難なんな笑え顔がおのままでくぐった。

　内側の扉とびらを開けると、斜ななめに陽ひ射ざしが差し込んでいた。

　白く、清せい潔けつな部へ屋や。

　黒い髪かみの少女は、ベッドの端はしに座すわってぶらぶら足を動かしていた。

　その姿し勢せいではっと少年の訪ほう問もんに気がついて、ぴょこんと跳とびはねかけた。

「イザヤ兄にい様さま！」

「玻璃さん、身体からだはいいんですか」

「は、はい。怪け我がはなかったんです。ほとんど検査だけでしたもの。今回はちょっと念ねん入いりにということで、ちょっと泊とまり込んでましたけど」

　わたわたとシーツを摑つかんで、少女がうつむく。

「…………」

　ということは、あの妖よう女じよの存そん在ざいはその検査ではひっかからなかったのだろう。

　泊まりがけということはそれなりに綿めん密みつな検査でもあったはずだ。遅おくれて出る結果もあろうが、やはりあの妖女は教団の検査ごとき無む効こうとするらしい。

　約やく束そく通り秘ひ密みつを守れることを、喜よろこんでいいものかどうか。

　イザヤが沈ちん黙もくしていると、

「わ……私、また変なことをしてましたか？」

　かああっ、と玻璃の顔が耳まで赤くなった。

「変なこと？」

「あの……〈獣ベステイア〉とのとき……夢ゆめうつつだったんですけど……あの……その……イザヤ兄様の手に……口づけ……してしまったような……」

「っ──」

　イザヤが右手を押さえる。

　夢で見た景け色しきであり、少年の右手にはまだかすかな熱がくすぶっていたからだ。

　契けい約やくの、熱。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　できうる限り平へい静せいな顔で少年は告つげた。

「夢ゆめは夢です。今回は玻は璃りさんに随ずい分ぶん助けてもらいました」

「そ、そうですか」

　ちょっぴり残念そうにも見える顔で、玻璃はぱちぱちと瞬まばたきした。

　年とし相そう応おうな仕し草ぐさが、この少女には珍めずらしかった。

「あの、イザヤ兄にい様さま──」

「はい？」

　何か思い切ったような少女の言こと葉ばにうなずこうとして。

　背はい後ごの気け配はいに、イザヤは猛もう然ぜんと振り返った。

　カーテンが翻ひるがえった。

「……失礼します」

「──ラーフラ」

　イザヤが言う。

　黒い肌はだにピアスを揺らした少年神しん父ぷが、そこにたたずんでいたのだ。

　手て元もとに、百ゆ合りを基調とした花はな束たばを抱かかえている。

「これは、イザヤ様」

　黒い肌の少年は、少し驚おどろいた顔で花束を引っ込めた。

　イザヤは、玻璃へと振り向く。

「どうして、ラーフラさんが？」

「あ……はい。事じ件けんの後、毎日見み舞まいに来てくれてるんです。ラーフラさんも無む傷きずじゃなかったのに」

　恐きよう縮しゆくそうに、玻璃が首をすくめる。

「そうですか」

　言いながら、しかしイザヤは背せ筋すじへ冷たいものが走るのを感じた。

　単たんに、見舞いというのではない。

　これは……玻璃の監かん視しでもあったろう。

　この御みさ陵さぎ市しにおいて異い端たんの疑いがある事物を、冷たく観察しているだけのことだ。

　異端審問官インクイジター。

　イザヤに耳を寄せて、黒い肌の少年はそっと囁ささやいた。

「ニセモノと疑ったことを、謝しや罪ざいします」

　ラーフラの耳に刺ささったピアスが、少年の頰ほおに触ふれて嫌いやな冷たさを残した。

「申もうし訳わけありませんが……できれば、私の言ったことも忘れていただけるとありがたいです」

　まるで、申し訳なさそうではない。

　異端審問官という立場をほのめかしたことを、他人に話すなと言ってるのだ。

　仮かりに、イザヤがそれを吹ふい聴ちようしたところで、ラーフラには問題あるまい。

　証しよう拠こがあるわけでもない。単たんに、ラーフラはそう連想させる言こと葉ばを囁ささやいただけだ。いささかやりにくくはなるだろうが、それだけのことだ。

　同時に、この言葉は、イザヤへの牽けん制せいでもあった。

　この黒い肌はだの少年は、イザヤへの疑いを拭ぬぐい去さったわけではないのだ。

　あくまで、積せつ極きよく的てきに疑う理由を無くしただけのこと。

　監かん視しは続くだろうし、イザヤが迂う闊かつな行動をとれば、この相あい手てはいつでも審しん問もんにかけてくるはずだ。

　イザヤには分かる。

　自分も、噓うそをついているからだ。

　噓つきだからこそ、相手の噓にも敏びん感かんとなる。

「……どうぞ、よろしく」

　ラーフラの右手が伸のびた。

　端たん正せいな顔に浮かんだ笑えみは、ひどく穏おだやかで模も範はん的てきな神しん父ぷのものであった。

「こちらこそ、よろしくお願ねがいします」

『九く瀬ぜ諫いざ也や』の笑顔をつくり、少年は握あく手しゆに応こたえた。

　傍はた目めには、さも爽さわやかな風景に見えたかもしれない。

「三人とも、でしょう」

　その横合いから、ぱっと手が飛び込んでふたりが振り返る。

　玻璃が、軽く唇くちびるを尖とがらせて、ふたりの握手の上に手を載のせていたのである。

「仲なか間ま外はずれにしないでくださいませ」

　ぷんすかと言った玻璃に、ふたりの少年神父は軽く苦く笑しようした。
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　ふたりの去った後、玻璃はぽてんとベッドに身を投げ出した。

　お気に入りの羊ひつじのぬいぐるみを抱きしめて、ぼんやりと白い天てん井じようを眺ながめている。

　ため息いきとともに、呟つぶやいた。

「イザヤ兄にい様さま……やっぱり思い出さないのかな」

　ジェット機が両断されてからのことは、玻璃は覚えてない。

　だけど、イザヤが断罪衣イスカリオテを使ったということは人づてに聞いていた。だからひょっとしたら少年が記き憶おくを取り戻したのではないかと、ほんの少しだが少女は期き待たいしていたのだ。

　しかし。

　やはり、少年は忘れたままだった。

　これからもずっと、思い出すことはないのだろうか。

「…………」

　そう思うと、少し悲しい。

　こうして、少女が御みさ陵さぎ市しで戦たたかえているのは、聖せい戦せんの思い出が支ささえとなっているからだ。

　何もせずに死にたくないという──ただならぬ焦しよう燥そう感かんとその思い出こそが、少女の原動力となっている。〈獣ベステイア〉という怪かい物ぶつと、ごく普通の少女とを拮きつ抗こうさせている。

　今だって、少女を勇気づけているのは、昔むかし見た少年の姿すがただ。

　無数の〈獣ベステイア〉と戦い、聖せい都とが消えたときも、彷徨さまよう自分を助けてくれた少年の笑え顔がおだ。

（……だけど）

　でも、嬉うれしいことはあった。

　美術館に行く前の、カチコチになってた表情。

　ノウェムが倒たおれたときの、どうしようもなく歪ゆがんだ顔と──葛かつ藤とう。

　昔の自分には分からなかったけれど、それもまたイザヤ兄にい様さまの素す顔がおなのだろう。

　だから、少しだけ胸むねを弾はずませて、

「手、温かかったな」

　自分の手を見つめて、少女ははにかむような微び笑しようを浮かべた。

　昔の九く瀬ぜ諫いざ也やの手は少しだけひんやりとしていて、それが心ここ地ちよかったりもしたものだが、この二年間で体質が変わったのだろうか。

　淡あわい思い出を抱きしめるように、玻璃は自分の手とぬいぐるみを一いつ緒しよに抱きしめて、ベッドに転がる。




　一いつ瞬しゆんだけ、病室の鏡かがみにその少女の顔が映うつり込んだ。

　その唇くちびるだけがひどく淫みだらに微笑して──すぐに薄うすらいで、消えたのだった。
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　中ちゆう央おうビルを出て、自宅へ戻る前に、イザヤは四区の御陵学がく院いんへ立ち寄った。

　休日だが、ＩＤカードがあれば出入りには問題ない。

　裏うら口ぐちから入ってまっすぐ歩くと、すぐに学園を睥へい睨げいする銀の十じゆう字じ架かに行き当たった。

　教会である。

（……ったく、なんでこんなとこ来てんだ？）

　自分でも理解しがたい行動に、少年は頭を搔かいた。

　思いの外ほか、神しん父ぷとしての行動に慣なれてしまっているということか。手て慰なぐさみに胸むねの十字架をいじくりながら、イザヤは唇くちびるを歪めた。

　庭に回ったところで、立ち止まった。

　そこに、聖職衣カソツクを纏まとった白はく銀ぎんの人ひと影かげがたたずんでいたからだ。

　なんとなくいる気がしていたのだが、そんな予感を抱いていた自分自じ身しんに、イザヤは小さくため息いきをついた。

　ひょっとしたら、自分はこの人形に会いに来たのかもしれないと、そんなことを思ってしまったからだった。

「──どうして、こんなとこにいやがる？　まだメンテナンス中だったろ？」

「もう一週間ほどのメンテナンスを要よう請せいされてます。が、イザヤ様が退院されたと聞いて、半日だけ外出許きよ可かをいただきました。食事を用意するのも役目なのが私です」

　振り返って、ノウェムは手に持っていたものを持ち上げた。

　小さなバスケットだった。

　かすかに香こおばしい匂においがして、少年の鼻をくすぐった。

「んじゃ、自じ宅たくじゃないのは？」

「もともと、四日前にここで昼食を摂とる予定だったからです。こちらに来る確かく率りつは七十八・三％を見積もってましたが……一いち応おう、御みさ陵さぎ市しのネットワークも使って確認させていただきました」

「は？　それって思いっきり公こう私し混こん同どうじゃねえのか？」

「言い訳わけのしようもありません」

　至し極ごくまじめに人形が頭を下げたので、少年もそれ以上突つっ込みようがなく、誘さそわれるがままいつもの東あずま屋やへと足を伸のばした。

　大だい理り石せきでできた白い東屋は、夏の陽光にも色いろ褪あせずに屹きつ立りつしていた。

　適当なベンチへ座すわると、ノウェムは隣となりを軽く叩たたいた。

「イザヤ様も座ってください」

「あ？　いいよ。バスケットだからサンドイッチなんだろ？　だったら立ってても食くえるし」

「座ってください」

「お、おお」

　その妙みような迫はく力りよくに押されて、少年も椅子へ座った。

　満足そうにうなずいたノウェムがバスケットを広げると──ある意味ではイザヤの予測通り──ある意味では予測を裏うら切ぎるほどに華はなやかな、色とりどりの具ぐ材ざいを挟はさんだサンドイッチが現れた。

「どうぞ」

「ん……あ、ああ」

　勧すすめられるまま、一番端はしのサラミのサンドイッチを頰ほお張ばって──

「……美う味まいな」

　自然と、そんな言こと葉ばがこぼれた。

　自分でも驚おどろいていた。

　家で、ひとりで食べたときとはまるで違ちがっていた。

　舌したに伝つたわる感覚は大差ないのに、不ふ思し議ぎなぐらいに胸むねが浮き立った。

「お茶もあります。ハーブティーですけれど」

　魔ま法ほう瓶びんから付ふ属ぞくのカップへとハーブティーが移され、イザヤに手て渡わたされる。

　夏の陽気にそなえてか、すっきりと冷やされたお茶は、少年の喉のどを心ここ地ちよく滑すべっていった。

「ふわ」

　と、その喉ごしに少年が目を見張る。

　お茶が喉で味わうものだとは、まったく認にん識しきになかったからだ。しかもサラミやマスタードとの相あい性しようが抜ばつ群ぐんで、サンドイッチを嚙かみしめる先から旨うま味みが増していった。

　ついつい、二度三度と新あらたなサンドイッチに手が伸のびる。

　その度、ハーブティーをがぶ飲みしてしまい、これはもう永えい久きゆう機関というぐらいにぐるぐるぐるぐる循じゆん環かんした。

　あまりの勢いきおいに、途と中ちゆうで喉がつっかえる。

　どんどんと胸を叩たたいたイザヤに、ノウェムは淡あわく微び笑しようした。

　それから、

「──イザヤ様は、ニセモノなのがお嫌いやですか？」

　不意に、そんなことを訊きいた。

「またそれかよ。もういいよ」

「ですが」

　言いかけたノウェムに、イザヤはマスタードのついた指を突つき出した。

「俺がニセモノだろうが何だろうが、そういうのは関係なくて、お前は俺の剣けんで俺の盾たてなんだろうが。だったら、俺の代わりに使い潰つぶされる覚かく悟ごもしとけ」

　ぶっきらぼうに、言ったのだった。

　その言こと葉ばに、人形はきょとんと目を見開いた後、

「……はい」

　とても嬉うれしそうに、頰ほおを押さえてうなずいたのだった。

「いいから、お前も食くえよ。それぐらいには治なおってるんだろ？」

「はい。じゃあいただきます」

　しばらく、ふたりは黙だまってサンドイッチを口にしていた。

　今回の事件を嚙みしめるようでもあった。

　たくさん話すことがあるようにも思ったし、ずっとこうして黙っているべきだとも思った。他人の聖せい霊れい機関を使うとはいえ断罪衣イスカリオテを発動できるようになった理由や、もうひとりの玻は璃りのことは、ノウェムにも話せない。

　イザヤが、この都と市しでひとりなことは変わらない。

　だけど、そうした現実とは別に、不ふ思し議ぎな満足感があった。

　淡あわいつながりが感じられた。

　どこか遠くで蟬せみの声が聞こえた気がして、イザヤは顔をあげた。

「ああ、そうだ」

　と、ぽつりと言った。

「ポンコツ。お前、なんか欲ほしいものとかあるか？」

「欲しいもの、ですか？」

　きょとんと小首を傾かしげたノウェムに、イザヤは唇くちびるを歪ゆがめた。

「お前が俺の剣けんと盾たてになるっていうなら、それに報むくいてやらなきゃいけねえだろ。でないと帳ちよう尻じりが合わねえ。どうせ、教団から給きゆう料りようが出てるってわけじゃないんだろし」

「イザヤ様の生活に必ひつ要ような資し金きんはいただいてますが」

「お前の私し物ぶつはねえだろうが」

「…………」

　しばらく、ノウェムは考え込んでいた。

　きっかり十秒で、答えが出た。

「ひとつだけ、望みがありました。よろしいですか？」

「おお、何でも言えよ。あ、先に言っておくけど、できねえことはできねえからな。後、大金とか要求されても困るぞ」

「おそらく、イザヤ様に問題なく実行可か能のうと存じます。金きん銭せんにも関連しません」

「じゃあ言えよ」

「はい」

　うなずいて、人形はその頭を差し出したのだ。

「あん？」

「頭を撫なでてください」

「は？」

　多分、その顔はイザヤが御みさ陵さぎ市しに来て以来の、最もつとも間ま抜ぬけな顔となったろう。

　かなり長い間、ぱくぱくと口を開閉した後に、

「……分かったよ」

　と、銀ぎん髪ぱつの間に指を差し込んだ。

　なるだけ乱らん暴ぼうに、ぐしゃぐしゃと搔かき混ぜてやる。

　それでも、人形は本当に嬉うれしそうに微び笑しようを深めた。

「なんだよ、変な顔して」

「何でもないです」

　イザヤの言こと葉ばに、ノウェムはそっと瞼まぶたを閉じた。

　思い出したのだ。

　数日前に、もどかしく悩なやんでいたこと。

　どうやってイザヤに触ふれれば良いのか、分からなかったときの話。

「こうやって……イザヤ様から……触れてもらえばよかったんですね……」

　そして、とても気持ちよさそうに、少年の聖職衣カソツクの胸むねへ頰ほおを寄せたのだ。

　そのまま、すとん、と倒たおれ込んだ。

「ノウェム!?」

　血けつ相そうを変えた少年が、すぐに呆ぼう然ぜんと目を丸くした。

　すう、と安らかな寝ね息いきが聞こえたからだ。




「て、寝るな！　寝るなこら！　馬ば鹿かポンコツ！　そんなのまで約やく束そくしてねえぞ！」




　そんな慌あわてた声さえも。

　やがて、眩まぶしい夏の光の中に、溶とけていったのであった。





〈了〉
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あとがき






『イスカリオテ』二巻、無ぶ事じにお届けできました。

　一巻かんから待っていてくれた方、あなたのおかげで出せる巻です。

　今回初めて『イスカリオテ』を見つけた方、この二巻から入っても問題ないかと思いますので、どうぞお気軽にレジまで運んでやってくださいませ。




　本編は、いよいよ加か熱ねつしています。

　偽いつわりと、信しん仰こうと、戦たたかいと。

　それぞれの思おも惑わくも、異い形ぎようの混こん戦せん模も様ようも、今回から加わったキャラクターも全力で真ま正しよう面めんから書いたつもりです。その分、自分の好このみがストレートに出ている気もします。作家たるものそれをコントロールして……というのも当然のことなのですが、情じよう動どうのまま書きつづるのもまた楽しかったりするものです。

　読者の皆みな様さまにも楽しんでいただけていればよいのですが……！




　ところで、今月は二冊の本をほぼ同時に出版する予定だったりします。両編集部から宣伝してもいいよーと気前の良いお言葉をいただけたので、こちらでもちょっとご報告を。

　多分、三月一日に、角川スニーカー文庫から、『レンタルマギカ　旧ふるき都みやこの魔ま法ほう使つかい』が発売されているはずです。この数年やっているシリーズなのですが、この機会にちょろっと手を出していただけると、三さん田だ誠まことが大変喜びます（笑）。




　最後になりますが、一巻に引き続き美び麗れいなイラストを担当してくださった岸きし和わ田だロビンさん、作さく中ちゆうの神しん学がく考こう証しようをお願いした三み輪わ清きよ宗むねさん、アイディアを提供してくれた友人のＹ君、本人も多忙な中さまざまなスケジュールを調ちよう整せいしてくださった編集のＹさん、毎年忘年会ではとりとめない魔ま術じゆつ話ばなしにお付き合いくださる上、今回は『とある魔術の禁書目録インデツクス』のヒロイン・インデックスを通して推すい薦せん文ぶんをつけてくださった鎌かま池ち和かず馬まさんにお礼を。

　そして、もちろん読者の皆さんに、最大級の感かん謝しやを。

　次は夏頃にお会いできるかと。

　できたら学園パートをもう少し増やしたいなー、と個人的には思ってます。




　二○○九年一月


菊きく地ち秀ひで行ゆきの『エイリアン黙示録』を読みながら



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「三田 誠先生」係

「岸和田ロビン先生」係
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三さん田だ 誠まこと

兵庫県在住。「デビルサバイバー」と「ガンダム無双２」が楽しい日々。いろいろ原稿が同時並行すぎて、脳味噌のメモリが蒸発しそうであります。……そろそろ増設脳とか発明されないかなあ？（うろんな目で）
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イラスト／岸きし和わ田だロビン

広島県生まれの、フリーのイラストレーター。主な挿絵作品は「交響詩篇エウレカセブン」シリーズ、「シャルロット・リーグ」シリーズなど。
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